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I検査 目的及び項 目

本検査は、核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律 (昭和 32年

法律第 166号 )第 43条の 3の 11第 1項に基づき実施す る実用発電用原子炉の

設置、運転等に関す る規則 (昭和 53年通商産業省令第 77号)第 16条の表第 1

′号のI事の工程に係 る使用前検査について、核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設

が、認可 した工事計画に従い製作 され、据付けされ、原子力規制委員会規則で定め

る技術基準 (※ )に適合するものであることを確認するもので、以下の検査を実施

する。

1材料検査

2寸 法検査

3外観検査

4組 立て及び据付け状態を確認す る検査

※ :原子力規制委員会規則で定める技術基準 とは、実用発電用原子炉及びそ

の附属施設の技術基準に関す る規則 (平成 25年原子力規制委員会規則

第 6号。以下 「技術基準」 とい う。)である。本検査に関す る条項は第

26条第 1項であ り、上記検査項 目に係 る事項について確認する」

Ⅱ 検査場所

関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

Ⅲ 検査範囲

1検 査対象施設及び範囲

検査対象施設及び範囲は、I事計画に記載 された下記の施設 とす る。

(詳細は、資料 lr「 ェ事計画本文」及び資料 2「検査範囲図」参照 )

高浜発電所第 2号機

発電用原子炉施設

名 称 個数

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設

燃料取扱設備

新燃料又は使用済燃料を取扱 う機器

使用済燃料 ピッ トクレ
=ン

1

1



2工 事計画認可・届出関係

認可番号

(認可年月 日)

工事計画の認可番号 :原規規発第 1606105号

(平成 28年 6月 10日 )

工事計画変更の認可番号 :原規規発第 1707192号

(平成 29年 7月 19日 )

原規規発第 18013114号

(平成 30年 1月 31日 )

原規規発第 1806276号

(平成 30年 6月 27日 )

原規規発第 1808064号

(平成 30年 8月 6日 )

Ⅳ 検査方法

1共通事項

(1)使用前検査申請書の確認

① 検査前確認事項

a本検査に係る使用前検査申請書 (変更申請を含む。)が準備されていることを

確認する。

b検査をする工事の工程、期日及び場所が申請書どお りであることを確認する。

2材料検査

(1)検査前確認事項                 i
① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備 されていることを確認する。

(2)検査手順

申請者の品質記録により、工事計画に記載されている材料が使用され、かつ、

技術基準に適合 していることを確認する。                 :
3寸法検査        |

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備 されていることを確認する。

③ 検査用計器が校正されており有効期限内であること及び必要な測定範囲、測

定精度を有 していることを確認する。

(2)検査手順

申請者の品質記録により、工事計画に記載されている主要寸法を確認する。

つ



4外観検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認すると

② 必要な図面等が準備されてぃることを確認する。        |
(2)検査手順

目視又は申請者の品質記録により、各部の外観を確認する。

(詳細は資料 2「検査範囲図」参照)I

5組立て及び据付け状態を確認する検査

(1)検査前確認事項          
―

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。         ィ

② 必要な図面等が準備 されていることを確認する。

(2)検査手順

目視又は申請者の品質記録により、機器等の組立て及び据付け状態を確認する。

(詳細は資料 2「検査範囲図」参照)

V判 定基準              イ

1材料検査               I

工事計画の とお りであ り、技術基準に適合す ること。

2寸 法検査         '

各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足す ること。

3外 観検査

有害な欠陥 (表面に機能・性能に影響 を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐

食、浸食)が ないこと。

4組 立iて 及び据付け状態を確認する検査

工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。     ―

3



|ド

立会区分表

※ 1:記号説明

A/B:抜 取立会検査

B  :記 録確認検査

※ 2:抜取立会検査における立会いは、検査項目ごとに 1回以上を原則とする。

備考

検査項 目※1

組立て及び据付け状

態を確認する検査

A/B※ 2

外観検査

A/B※ 2

寸法検査

B

材料検査

B

技術基準

の区分

耐震

クラス

B-1

B=2

系統名

燃料取扱設備    
―

新燃料又は使用済燃料を取扱 う機器

使用済燃料ピットクレーン

施設名

核燃料物質の取扱施設

及び貯蔵施設

遭
粛

岸



別紙 2

関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

構造、強度又は漏えいに係る

使用前検査成績書

施 設 名  :核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設

系 統 名 燃料取扱設備

新燃料又は使用済燃料を取扱 う機器

使用済燃料 ピッ トクレーン

要領書番号  :原規規収第 1610072号 2-01

年  月

原子力規制委員会
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使用前検査成績書

1発 電所名 関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

号 検査の種類   構造、強度又は漏えいに係 る使用前検査

9検査申請 使用前検査申請番号

4検 査期 日

5検 査場所 関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

6検 査範囲 高浜発電所第 2号機     I

発電用原子炉施設

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設

燃料取扱設備

新燃料又は使用済燃料を取扱 う機器

使用済燃料 ピッ トクレ▼ン 1個

7検査実施者 検査実施者一覧表のとお り

8検 査結果 検査結果一覧表のとお り

9添 付資料 使用前検査記録

1検 査前確認事項  '
2材 料検査記録

3寸 法検査記録

4外 観検査記録

5組 立て及び据付け状態を確認す る検査記録

年

年

自

至

日

　

日

月

　

月

6



検査実施者一覧表

ミ

特記事項検査立会責任者 印

主任技術者

主任技術者

主任技術者

原子力施設検査官 印

5

検査年月日

年

月   日

年

月 日

年

月   日



検査結果一覧表

系統名 :燃料取扱設備 新燃料又は使用済燃料を取扱 う機器

∞

備  考

組立て及び据付け

状態を確認する

検査

年

月   日

年

月   日

年

月   日

外観検査

年

月   日

年

月   日

年

月   日

寸法検査

年

月   日

年

月   日

年

月   日

材料検査

年

月   日

年

月   日

年

月   日

検査項目

検査 日

結果

検査 日

結果

検査 日

結果



添付資料-1-1

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項
共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備 されて

いること。

記録確認

年

月   日

使用前検査成績書の 下3検

査申請」に申請番号 (変更

申請番号を含む。)を記載す

ると

年

月   日

年

月   日

検査をする工事の工

程、期 日及び場所が申

請書どお りであるこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

9



添付資料-1-2

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

、 材料検査

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備 考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月 日

年

月   日

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月 日

10



添付資料 -1二 3

寸法検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備 考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

検査用計器が校正 さ

れてお り有効期限内

であること及び必要

な測定範囲、測定精

度を有 しているこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

11



添付資料-1-4

外観検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備 考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

12



添付資料 -1-5

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

組立て及び据付け状態を確認する検査

確認事項 確認方法 検査年月 日 結 果 備 考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月 日

年

月   日

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

18



添付資料-2

高浜発電所第 2号機

材料検査記録

検査場所 :関 西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設 燃料取扱設備

新燃料又は使用済燃料を取扱 う機器 使用済燃料 ピッ トクレーン

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 材 料 検査年月日
検査

結果
検査方法

使用済燃料 ピッ トクレーン

(ホ イス トレール ) 月

年

日
記録確認

備 考

。記録確認は、申請者の品質記録 (※ )に よる。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 : ′

14



牌
碗

検査方法

記録確認

検査

結果
検査年月 日

日

年

月

測定値

(■lm)(Hlm)

許容値
※2主要寸法

(■lm)

走行サ ドル長 さ

高 さ

ホイス トレ‐ル幅

ホイス トレール高さ

寸法検査記録

高浜発電所第 2号機

検査範囲 :核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設 燃料取扱設備 新燃料又は使用済燃料を取扱 う機器 使用済燃料ピットクレーン

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象

使用済燃料ピットクレーン

備 考

※ 1:公称値  ※ 2:,許容値は工事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)に よる。 ※ 3:適合性確認検査成績書の識別番号 :

鶉
草
が
華
―
∞



添付資料-4

高浜発電所第 2号機

外観検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設 燃料取扱設備

新燃料又は使用済燃料を取扱 う機器 使用済燃料 ピッ トクレーン

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能 。ι
l生能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐

食、浸食)が ないこと。

検査対象 検査年月 日
査

果

検

結 検査方法

使用済燃料 ピッ トクレーン
年

月 日

自視/
記録確認

備 考

・記録確認 は、申請者の品質記録 (※ )に よる。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :

16



添付資料■ 5

高浜発電所第 2号機

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設 燃料取扱設備

新燃料又は使用済燃料を取扱 う機器 使用済燃料 ピッ トクレーン

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 検査年月 日
検査

結果
検査方法

使用済燃料 ピッ トクレーン
年

月 日

目視/
記録確認

備 考

・記録確認 は、申請者の品質記録 (※ )に よる。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :

17



畔
∞

工事計画本文 (原規規発第 1606105号)(1/2)
核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設

加圧水型発電用原子炉施設に係 るものにあっては、次の事項

1 燃料取扱設備に係る次の事項

(1)新燃料又は使用済燃料を取扱 う機器の名称、種類、容量、主要寸法、材料、個数及び取付箇所

ゆ
華

Ｐ
Ｉ

解

変 更 後

同左

1

使用済燃料 ピッ トクレーン

同左

変 更 前

使用済燃料ピットクレーン (注 1)

橋型ホイス トクレーン (注め

名 称

mェ l

mm

mェ l

mm

mm

種 類

容 塁

走 行 サ ド ル 長 さ

走 行 レー ル 間 距 離

一局 さ

ホ イ ス ト レ ー ル 幅

ホイ ス トレエ ル 高 さ

材 料

個 数

系   統   名

(ラ イ ン 名 )

設    置    床

途 水 防 護 上 の

区  1画  番  号

浴 水 防 護 上 の

配 慮 が 必 要 な 高 さ

主
要
寸
法

取
付
箇
所

(注 1)記載の適正化 を行 う。既工事計画書には 「燃料 ピッ トクレー ン」 と記載



(注2)

(注3)

(注4)

(注5)

(注6)

(注 7)

(注8)

工事計画本文 (原規規発第 1606105号)(2/2)

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「FE型」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「とt」 と記載

公称値

既工事計画書に記載がないため記載の適正イビを行 う。記載内容は、昭和48年 2月 19日 付け47公第■429号 にて認可された工事計

画の添付図面第25図 「燃料ピットクレーン」による。

既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。記載内容は、設計図書による。   i
記載の適正化を行 う。既工事計画書には「SS41」 と記載

既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。

μ
Ｏ

が
華

岸
―

〕



工事計画本文 (関原発第 123号 (平成 30年 5月 24日 )にて軽微変更届出)(1/2)

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設

加圧水型発電用原子炉施設に係 るものにあつては、次の事項             _
1 燃料取扱設備に係 る次の事項

(1)新燃料又は使用済燃料を取 り扱 う機器の名称、種類、容量、主要寸法、材料、個数及び取付箇所

Ю
Ｏ

澪
華

Ｐ
ｌ

ω

変 更 後

変更な し(注 1)

変更な しく注1)

変 更 前

使用済燃料 ピッ トクレーン

橋型 ホイス トク レー ン

1

使用済燃料 ピッ トクレーン

名 称

mm

mm

■lm

mm

mm

種 類

容 塁

1走 行 サ ド ル 長 さ

主
要
寸
法

走 行 レー ル 間 距 離

ホイ ス トレール高 さ

材 料

個 数

取
付
箇
所

浴 水 防 護 上 の

区 画 番 号



工事計画本文 (関原発第 123号 (平成 30年 5月 24日 )にて軽微変更届出)(2/2)

(注1)平成28年 6月 10日 付け原規規発第1606105号 にて認可された既工事計画書には「同左」と記載

(注2)公称値

Ｎ
牌

浴
華

Ｐ
Ｉ
ト



検査範囲図

(以 下、「検査範囲図」は申請者の情報を基に作成 したものである)

Ｎ
Ｎ

第231図工事計画認可申請

高 浜 発 電 所 第 2号 機

核燃料物質の取扱施設及び

貯蔵施設の構造図

(然科取級設備 )

使用済燃料 ビッ トク レーン

関 西 電 力 株 式 会 社

赴

鞘

A増強

ホ
(ホ イスト

走行サ ドル

転僚l防止金具 転停l防止金具

転倒防止金具

主 要 目  表

橋型 ホイ ス トクレー ン種

1

使用済燃料 ビットクレーン

容 量

材 料

担 数

系 統 名

，(ラ イ ン 名

設   置 床

　

の

号

上護

番

防

画

水途

区

途 水 防 護 上 の

邁己意が必要な高さ

取
付
箇
所

(単位 in■ )

が
華

Ｎ



関西電力株式会社

、高浜発電所第 2号機

構造t強度又は漏えいに係る

. 使用前検査実施要領書

施 設 名 :原子炉冷却系統施設

余熱除去設備      ,

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

安全弁及び逃がし弁 (常設 )

系 統 名

要領書番号  :原規規収第 1610072号 歩03

令和元年 9月

原子力規制委員会



改訂履歴

関西電力株式会社 高浜発電所第2号機

構造、強度又は漏えし
｀
にヽ係る使用前検査実施要領書

施 i 設  名 t原子炉冷却系統施設

要領書番号 :原規規収第
｀
1619072号 2-03

回 年 月 日 改訂箇所、改訂内容及び改訂理由

令和元年 9月 2日 制定
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I 検査 目的及な項目

本検査は、核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律 (昭和 32年法律第

166号 )第 43条の 3の 11第 1項に基づき実施する実用発電用原子炉の設置、運転等

に関する規則 (昭和 53年通脚産業省令第 77号)第 16条の表第 1号の工事の工程に係

る使用前検査について、原子炉冷却系統施設が、認可した工事計画に従い製作され、据付け

され、原子力規制委員会規則で定める技術基準 (※ )に適合するものであることを確認する

もので、以下の検査を実施する。

1 ,材料検査

2 寸法検査

3 外観検査

4 組立て及び据付け状態を確認する検査

※ :原子力規制委員会規則で定める技術基準とは、実用発電用原子炉及びその附属施設

の技術基準に関する規則 (平成 25年原子力規制委員会規則第 6号。以下「技術基

準」という。)である。本検査に関する条項は第 20条第 1項及び第 57条であり、

上記検査項目に係る事項について確認する。

Ⅱ 検査場所

関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

東亜バルブエンジニアリング株式会社

兵庫県尼崎市西立花町

Ⅲ 検査範囲

1 検査対象施設及び範囲

検査封象施設及び範囲は、工事計画に記載された下記の施設 とする。

(詳細は、資料 1「工事計画本文」及び資料 3「検査範囲図」参照。)

高浜発電所第 2号機

発電用原子炉施設

1

名 称 個数

原子炉冷却系統施設

余熱除去設備

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

安全弁及び逃がし弁 (常設 )

2



2 工事計画認可 。届出関係

認可番号

(認可年月 日)

工事計画の認可番号 :原規規発第 1606105号

(平成 28年 6月 10日 )

工事計画変更の認可番号 :原規規発第 1707192号

(平成 29年 7月 19日 )

原規規発第 18013114号

(平成 30年 1月 31日 )

原規規発第 1806276号

(平成 30年 6月 27日 )

原規規発第 1808064号

(平成 30年 8月 6日 )

原規規発第 1811266号

(平成 30年 11月 26日 )

原規規発第 1901282号

(平成 31年 1月 28日 )

原規規発第 1903272号

(平成 31年 3月 27日 )

原規規発第 19042614号

(平成 31年 4月 26日 )

原規規発第 1906218号

(令和元年 6月 21日 )

上記以降の変更については、検査時に使用前検査申請書の変更申請により確認する。

Ⅳ 検査方法

1共通事項

(1)使用前検査申請書の確認

① 検査前確認事項

a本検査に係る使用前検査申請書 (変更申請を含む。)が準備されていることを確認

する。

b検査をする工事の工程、期日及び場所が申請書どおりであることを確認する。

cI事計画の認可番号の記載が適切であることを確認する。

2材料検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

(2)検査手順

申請者の品質記録により、工事計画に記載されている材料が使用され、かつ、技術

基準に適合していることを確認する。

2



3寸法検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認すると

,② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

③ 検査用計器が校正されており有効期限内であること及び必要な測定範囲、測定精

度を有していることを確認する。

(2)検査手順

目視又は申請者の品質記録により、工事計画に記載されている主要寸法を確認す

る。

4外観検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

(2)検査手順

目視又は申請者の品質記録により、各部の外観を確認する。

(詳細は資料 3「検査範囲図」参照)

5組立て及び据付け状態を確認する検査

(1)検査前確認事項

① 申請者
Iの

品質記録が準備されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

(2)検査手順

目視又は申請者の品質記録により、機器等の組立て及び据付け状態を確認する。

(詳細は資料 3「検査範囲図」参照)

V 判定基準

1 材料検査

工事計画のとお りであり、技術基準に適合すること。

2 寸法検査

各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

3 外観検査

有害な欠陥 (表面に機能・性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、

浸食)がないこと。

4 組立て及び据付け状態を確認する検査

工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

3



立会区分表

備考

検査項 目※I

耐圧検査、

漏 えい検

査

組立て及び

据付け状態

を確認する

検査

A/B※ 2

外観検査

A/B※ 2

寸法検査

A/B※ 2

材料検査

B

技術基準

の区分

耐震

クラス

S

系統名

余熱除去設備
非常用炉心冷却設備その他原子炉
注水設備

安全弁及び逃がし弁 (常設 )

施設名

原
子
炉
冷
却
系
統
施
設

,ト

※1:記号説明 A/B:抜取立会検査 B:記録確認検査

※2:抜取立会検査における立会は、検査項目ごと1回以上とする。

遭
謙

牌



男ll紙 2

関1西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

構造(強度又は漏えいに係る

―使用前検査成績書 '′

施  設  名 :原子炉冷却系統施設

系  統  名 :余熱除去設備

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

; ! 安全弁及び逃がし弁 (常設) i

要領書番号 :原規規収第 1010072号 2-03

年  月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1 発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2 検査の種類   構造t強度又は漏えいに係る使用前検査

3 検査申請    使用前検査申請番号

4 検査期 日 自

至

5 検査場所 関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

東亜バルブエンジニアリング株式会社

兵庫県尼崎市西立花町

6 検査範囲

日

　

日

月

　

月

年

年

高浜発電所第 2号機

発電用原子炉施設

原子炉冷却系統施設

余熱除去設備

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備
t安

全弁及び逃がし弁 (常設) 2個

7検査実施者   検査実施者一覧表のとお り

6



9 添付資料

8検査結果    検査結果一覧表のとおり

使用前検査記録

1検査前確認事項

2材料検査記録

3寸法検査記録

4外観検査記録  ‐     
―

5撫立て及び袴付け状態を確認する検査記録

6検査用計器一覧表

7



検査実施者一覧表

∞

特記事項検査立会責任者 印

主任技術者

主任技術者

主任技術者

原子力施設検査官 印検査年月日

月

年

日

年

日月

月

年

目



検査結果一覧表

系統名 :余熱除去設備、非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

安全弁及び逃がし弁 (常設 )

O

備  考
組立て及び据付け

状態を確認する検査

年

月 日

年

月 日

年

月 日

外観検査

年

日月

年

月 日

年

月 日

寸法検査

年

月 日

年

月 日

年

月 日

材料検査

年

月 日

年

日，月

年

月 日

検査項目

検査 日

結果

検査 日

結果

検査 日

結果



添付資料 1-1

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項       !

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係 る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備 されてい

ること。

記録確認

年

月   日

使用前検査成績書の「3検査

申請」に申請番号 (変更申請

番号を含む。)を記載する。年

月   日

年

月   日

検査 をす る工事の工

程、期 日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

工事計画の認可番号の

記載 が適切 であるこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

10



添付資料 1-2

材料検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備 されていること。
記録確認

年

月   日

年

1月   日

年

月   日

必要な図面等が準備 さ

れていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

11



添付資料 1-3

寸法検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備 さ

れていること。
図面等確認

年

月   日

年

月 日

年

月   日

検査用計器が校正され

てお り有効期限内であ

ること及び必要な測定

範囲、測定精度を有し

ていること。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

12



添付資料 1二 4

外観検査

高浜発電所第2号機 使用前検査評録 タ

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月 日

必要な図面等が準備 さ

れていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

13



添付資料 1-5

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

組立て及び据付け状態を確認する検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備 さ

れていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

14



添付資料 2

高浜発電所第 2号磯

材料検査記録

検査場所 :東亜バルブエンジニアリング株式会社

関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

余熱除去設備

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

安全弁及び逃がし弁 (常設):2個

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 使用材料 検査年月日
検査

結果
検査方法

2V-8708A (チ書弁官) SCS14A 年
月 日

記録確認

2V-8708B(弁箱) SCS14A
月

年
日

記録確認

備 考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :

15



岸
①

高浜発電所第 2号機

寸法検査記録

検査場所 :東亜バルブエンジニアリング株式会社

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

余熱除去設備     ・

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

安全弁及び逃がし弁 (常設):2個

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容値を満足すること。

検査方法

目視

/,
記録確認

目視

/
記録確認

備考

※ 1:公称値    ※2:許容値は工事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 4)による。

※4:適合性確認検査成績書の識別番号 :

※ 3:最小値

検査

結果
検査年月日

年

月 日

年

月 日

測定値

(剛)

許容値
※2

(mm)

75-75.3

73-73.3

75-75。 3

73-73.3

主要寸法ト1

l■とン4)

75

73

75

73

検査対象

呼び径

のど部の径

弁座 日の径

リフト

呼び径

のど部の径

弁座 日の径

リフト

2V生8708A

2V-8708B

鶉
草
が
華

ω



添付資料 4

高浜発電所第 2号機

外観検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

余熱除去設備

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

安全弁及び逃がし弁 (常設):2個

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・Jl生能に影響を及ばすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、浸食)

がないこと。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

2VT8708A

年

月 日

目視

/
記録確認

2V-8708B

年

月 日

目視

/
記録確認

備 考

。記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :
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添付資料 5

高浜発電所第 2号機

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

余熱除去設備

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

安全弁及び逃がし弁 (常設):2個

判定基準 :工事計画のとお りであり、技術基準に適合すること。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

2V-8708A

年

月 日

目視

/
記録確認

2V-8708B

年

月 日

目視

/
記録確認

備 考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :

18



添付資料 6

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表

検査年月 日 : 年  月  日

検査項 目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月 日

有効期限
.

備考

19



関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

構造、強度又は漏えいに係る

使用前検査実施要領書

施  設  名  :原子炉冷却系統施設

計測制御系統施設

原子炉格納施設

系 統  名 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

ほ う酸注入機能を有す る設備

圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

容器

燃料取替用水タンク |

要領 書番 号  :原規規収第 1610072号 2-04

平成 31年 4月

原子力規制委員会



改訂履歴

関西電力株式会社 高浜発電所第 2号機

構造、強度又は漏えいに係 る使用前検査

施  設  名 :原子炉冷却系統施設

計測制御系統施設

原子炉格納施設

要領 書番 号  :原規規収第 1610072号 2-04

回 年 月 日 改訂箇所、改訂内容及び改訂理由

平成 30年 9月 26日 制 定

1 平成 30年 12月 11日 ・ 2、 3頁  工事計画変更の認可番号の追記

2 平成 31年 4月 16日

2、 3頁 工事計画変更の認可番号の追記

3、 13頁  共通事項 として工事計画の認

可番号の確認 を検査前確認事項に追加



目  次

I検査 目的及び項 目

Ⅱ 検査場所

Ⅲ 検査範囲

Ⅳ 検査方法

V判 定基準

別紙 1

月lJ糸氏2

′
Ⅵ そめ他の事項

笠会区分表 ７

　

８使用前検査成績書

資料 1

資料 2

資料 3

工事計画本文

検査範囲図

28

31

35耐圧検査、漏えい検査要領 (昇降圧曲線含 )

(最終頁 36)

頁

■
　

１
　
２
　
２
　
３
　
４
　
５

ヽ



I検査 目的及び項 目

本検査は、核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関す る法律 (昭和 32年法律

第 166号 )第 43条 の 3の 11第 1項 に基づき実施する実用発電用原子炉の設置、運

転等に関する規則 (昭和 53年通商産業省令第 77号)第 16条の表第 1号の工事の工

程に係る使用前検査についてく原子炉冷却系統施設、計測制御系統施設及び原子炉格納

施設が、認可 した工事計画に従い製作 され、据付けされ、原子力規制委員会規則で定め

る技術基準 (※ 1)に適合するものであることを確認するもので、以下の検査を実施す

る。

1材料検査

2寸 法検査

3外観検査

4組 立て及び据付け状態を確認す る検査

5耐圧検査、漏えい検査

※ 1:原子力規制委員会規則で定める技術基準 とは、実用発電用原子炉及びその

附属施設の技術基準に関する規則 (平成 25年原子力規制委員会規則第 6

号。以下 「技術基準」 とい う。)である。本検査に関す る条項は第 17

条、第 21条第 1項、第 32条第 1～ 4項、第 55条、第 58条第 1項、

第 59条、第 60条、第 61条、第 62条、第 64条第 1～ 2項、第 65

条、第 66条及び第 71条であ り、上記検査項 目に係 る事項について確認

す る。

1



Ⅱ 検査場所 
｀

三菱重工業株式会社 パワー ドメイン 原子力事業部

兵庫県神戸市兵庫区和田崎町

関西電力株式会社 高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

Ⅲ 検査範囲

1検査対象施設及び範囲

検査対象施設及び範囲は、工事計画に記載 された下記の施設 とする。

(詳細は、資料 1「工事計画本文」及び資料 2「検査範囲図」赤照 )

高浜発電所第 2号機

発電用原子炉施設

2工 事計画認可・届 出関係

名 称 個数

原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

計測制御系統施設
「

ほ う酸注入機能を有する設備

原!子炉格納施設

圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

容器                |
燃料取替用水タンク

認可番号

(認可年月 日)

工事計画の認可番号 :原規規発第 1606165号

(平成 28年 6月 10日 )

工事計画変更の認可番号 :原規規発第 1707192号

― (平成 29年 7月 19日 )

原規規発第 18013114号

(平成 30年 1月 31日 )

原規規発第 1806276号

(平成 30年 6月 27日 )

原規規発第 1808064号

(平成 30年 8月 6日 )

2



原規規発第 1811266号

(平成 30年 11月 26日 )

原規規発第 1901282号

(平成 31年 1月 28日 )

上記以降の変更については、検査時に使用前検査申請書の変更申請により確認する。

Ⅳ 検査方法                       |

1共通事項

(1)使用前検査申請書の確認

①検査前確認事項

a本検査に係 る使用前検査申請書 (変更申請を含むb)が 準備 されていること

を確認する。

b検査をす る工事の工程、期 日及び場所が申請書 どお りであることを確認する。

c工事計画の認可番号の記載が適切であることを確認す ると

2材料検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備 されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備 されていることを確認する。

(2)検査手順

申請者の品質記録により、工事計画に記載されている材料が使用され、から、技

術基準に適合 していることを確認する。

3寸法検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備 されていることを確認する。    「

③ 検査用計器が校正されてお り有効期限内であること及び必要な測定範囲、測

定精度を有 していることを確認する。   ′

(2)検査手順                         ′

申請者の品質記録により、工事計画に記載されている主要寸法を確認する。

4外観検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備 されていることを確認するも

② 必要な図面等が準備 されていることを確認する。

3



(2)検査手順

目視又は申請者の品質記録により、各部の外観を確認す る。

(詳細は資料 2「検査範囲図」参照 )

5組立て及び据付け状態を確認する検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備 されていることを確認するも

② 必要な図面等が準備 されていることを確認する。

(2)検査手順

目視又は申請者の品質記録により、機器等の組立て及び据付け状態を確認すると

(詳細は資料 2「検査範囲図」参照)

6耐圧検査、漏えい検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備 されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備 されていることを確認すると

③ 検査用計器が校正されてお り有効期限内であること及び必要な測定範囲、測

定精度を有 していることを確認する。

④ 系統構成が完了していることを確認する。

(2)検査手順                         ′

目視又は申請者の品質記録により、技術基準の規定に基づく検査圧力で規定

時間保持 した後、検査圧力に耐え、かつ、異常がないことを確認するb耐圧検

査終了後、技術基準の規定に基づく検査圧力により、著 しい漏えいがないこと

を確認する。

(資料 3「耐圧検査、漏えい検査要領図」参照)      |     ′

V判 定基準

1材料検査

工事計画の とお りであ り、技術基準に適合すること。

2寸 法検査                        ′

各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

3外観検査

有害な欠陥 (表面に機能 。オ
l生能に影響を及ぼすおそれのある傷(割れ、変形、腐

食、浸食)が ないこと。

4組 立て及び据付 け状態を確認す る検査

4



工事計画の とお りであ り、技術基準に適合すること。

5耐 圧検査、漏 えい検査

・検査圧力に耐え、かつ、異常がないこと。

と著 しい漏 えいがないこと。

Ⅵ その他の事項

1底 板は、耐圧検査・漏えい検査時に 目視確認できないことか ら、耐圧検査・漏え

い検査の代替 として、」IS Z 2329-2002に 定める方法による局部漏えい検査及び

」SME S NB1 2007に 定める方法による非破壊試験 (放射線透過試験又は浸透探傷試

験)を 申請者が実施 した記録によ り確認する。

2燃 料取替用水タンクについては、外表面に塗装が施工 されている部分の耐圧検

査・漏えい検査について、塗装が施工 された状態においても、検査結果 (検査圧力

に耐え、かつ、異常のないこと及び著 しい漏えいがないこと)に影響がないことを

申請者が評価 していることを確認す る。

11,

する。

」IS Z 2329-2002発 砲漏れ試験方法

台番基準 特に規定がない限り,遠統する発泡又は気泡の成長若しくは気体の噴出がなければ合格と

」SME S NB1 2007放 射線透過試験

1透過度計の記号および基
'l歳

穴がコ月らか:こ撮影されていること
2溶す妄部の位置を示す記考が、明らかに撮影されていること

3次の計算式により計算した試験部のきず以外の部分の矮過写真の濃度が次の表に示す範囲をイ占是すること

きらに透握度計が戯か漁.た部分の 15%以上I瓜いか、または 300/。 以上高いとそ度の部分がないように撮影されてい

ること

材 厚 uI難 写真濃度範囲

5C以 下 1つ 以 と35以下

50を超え 10じ 以 1て 15以上 35以下

loOを超えるもの 2υ 以上 35以下

Dlす、透過写真の羨疫

発 は、透過写真の濃度を測定】る築霞から透遇写真を取り外した場合の透過光束

F ti、 透鸞写真の流度を測定する装錘に達ね写真を取り付けた場合の透週光束

1を らヽ3

1渡 S Z3104(1995〉 の附属書 4「透過写英によるきずの機の分類方法Jの 1′ゑであること。ただし、クラスMC
容器、クラス2容器、クラ

‐ノ、8容器僻 よびクラス 3'日 当容絡〉、クラス2配″
at、 クラスむ配管 (ぉ ょびクラス

志1日 当管)およびクラス4晃管の場合にあつて!ま、第 k種及び第 4れのきずについては、試験視野を 3宿に

拡大してきず点数を水′め、その 3分の との値をきず点抜とすることができる。

2第 1種及び第 4種のきずがある場合には、それぞれのきず少隣接するほかの第 1種及び第 4fこのきずとのr騨ヨ

の賑難が 26m】 l未満■】場合にあつては、それぞれの傷の最大径が母4Bのたγきのひ2倍 (32・(lmを超える場

合1ま、321nぬ )、 隣接する他の第 I軽のきずとの関の盟再薩が 25ぬ節雰上の場合無あつては、それてれのきず

の最大径が母材の犀さの 03′吾(6414堕 を超える場合は 64」JI重)の値をメ題えないこと。こっ場合において、

11こおいてきず点数として算定しないきず(こついてすよ、きずとみなきない。
3緑秘の厚さの 12任の長さの範囲で、隣接する第 2番▼立のきず■)関のl拒難が長い方の第 2種のきず(′ )長 きの 6繕

来ィ稿であり.かつ、これらが速統して直線上,こ 並んでいるときにおiす る工れらの長さの合計が母材の厚さを

D=る gゃ争

る こ

ないこと

5

透過写真の臭怖すべき条件

判

定

基

準

クラス 1容器、クラスMC容器、
クラス 2容器、

クラス3容器 (お よびクラス3相碧容器)、

クラス 1配管、クラス 2配管、

クラス 3配管

(お よびクラス3和 当管)お よびクラヌ4配管



」SME S NB1 2007浸 透探傷試験

判

定

基

攀

浴接部の場合

」IS Z2343・ 1の 「10.1浸透指示模様の分類1に より分類した結果、次の 1`か ら5.ま でに適合すること

1,割れによる浸透指示模様がないこと
2.長 さlmmを超える線状浸透指示模様がないこと
3長さ444を超える円形状浸透指示棋様がないこと
4.41囲以上の間形状浸透指示模様が直線上に並んでいる場合は、隣接する漫透指示棋様の関の

'長

離が 1,SIェ数を超え

ること                     ´
5.面積が 3750 mm字 の長方形 (短辺の長さは、25駁凛以上とする)内に日形状浸透指示模様がと0 1El以 上含ま漁′ない

こと。ただし、長さが 1.54逮 以下の浸透指示棋様は算定することを要しない。

開先面の場合

dsz宏意れ‐lT,「 10■ ノ漫透指本模様の分類どにより分類した結果、次め 1′ から5。までに適合すること。
1,割れによるユ舜透箔示模様がないこと       、

2.線状浸遊指示模様がある場合はこその長さが次の表の左硬に掲げる母材の厚さの盛分に応じ、それぞれ阿表の右頚

にウ旨lげる値以下であること

母材の厚 さの区分 (ぬm) 線状欠陥の長さ (mm)

16以下 2

16を超え 50以下 4

50を超えるもの G

8_F寺 形状浸透指示模様がある場合は、その長さが 4ェn=H以 下であること

4,4個以上の線状浸透指示模様または円影状浸透指示模様が蔵線上に並んでいる場合は、隣接する浸透指示模様の間の

距離が 1.5 HImを ll菫 えること
5.面積が 3750】 n理2の長方形 (短辺の長さは、254漁 以上とする)内に長さが 女.5 nmをデ選える分散浸透捨示模様

が 10個以上含まれないこと

6



立会区分表

※ 1:記号説明 ′

A/B:抜 取立会検査

B   :記録確認検査

※2:抜取立会検査における立会いは、検査項目ごとに 1回以上とすると

備考

検査墳目※1

耐圧検査、

漏えい検査

A/B※ 2

組立て及び据

付け状態 を確

認する検査

A/B※ 2

外観検査

A/B※ 2

寸法検査

B

材料検査

B

技術基準
の区分

クラス 2

SAク ラス 2

耐震

クラス

S

系統名

非常用炉心冷却設備その

他原子炉注水設備

ほう酸注入機能を有する

設備

圧力低減設備その他の安

全設備 (格納容器安全設

備 )

容器

燃料取替用水タンク

施設名

原子炉冷却系統施設

計測制御系統施設

原子炉格納施設

翌
謙

岸



関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

構造、強度又は漏えいに係る

使用前検査成績書

月可和飛2

原子炉冷却系統施設

計測制御系統施設

原子炉格納施設

:非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

ほ う酸注入機能を有す る設備

圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

容器

燃料取替用水タンク

要領 書番 号  :原規規収第 1610072号 2-04

年   月

原子力規制委員会

施  設  名

系  統 名
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使用前検査成績書

1発 電所名 関西電力株式会社 高浜発電所第 2号機

2検 査の種類   構造、強度又は漏 えいに係る使用前検査

3検 査申請 使用前検査申請番号

4検 査期 日

5検 査場所 三菱重工業株式会社

パ ワー ドメイン 原子力事業部

兵庫県神戸市兵庫区和田崎町

関西電力株式会社 高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

6検 査範囲

月

　

月

年

年

自

至

日

　

日

高浜発電所第 2号機

発電用原子炉施設

原子炉冷去日系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

計測制御系統施設

ほ う酸注入機能を有する設備

原子炉格納施設

圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

容器

燃料取替用水タンク

9

脚



9添 付資料

7検 査実施者   検査実施者一覧表のとお り

8検 査結果 検査結果生覧表のとお り

使用前検査記録

1検 査前確認事項

2材 料検査記録     1
3寸 法検査記録

4外 観検査記録
´

5組 立て及び据付け状態を確認す る検査記録

(6耐 圧検査、漏えい検査記録

10



検査実施者一覧表

μ
牌

特記事項検査立会責任者 印

主任技術者

主任技術者

主任技術者

原子力施設検査官 印検査年月日

年

月   日

年

月   日

年

月 日



:        検査結果一覧表
系統名 :非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備、ほう酸注入機学を有する設備、圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)

容器

燃料取替用水タンク

解
Ｎ

備  考
耐圧検査、

漏えい検査

年

月 日

年

月 日

年

月 日

組立て及び据付け状

態を確認する検査

年

月 日

年

月 日

年

月 日

外観検査

年

月 日

年

月 日

年

月 日

寸法検査

月 日

年

月 日

年

日

材料検査

年

月 日

年

月 日

年

月 日

検査項目

検査 日

結果

検査 日

結果

検査 日

結果



添付資料-1-1

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備 されて

いること。

記録確認

年

月   日

使用前検査成績書の「3検査

申請」に申請番号 (変更申請

番号を含む。)を記載する。年

月   日

年

月   日

検査をする工事の工

程、期日及び場所が申

請書どおりであること

を確認する。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

工事計画の認可番号の

記載が適切 であるこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日
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添付資料-1-2

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

材料検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日
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添付資料-1-3

寸法検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備 さ

れていること。
図面等確認

年

月   日

年

月! 日

年

月   日

検査用計器が校正され

ており'有効期限内であ

ること及び必要な測定

範囲、測定精度を有し

ていること。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日
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添付資料-1-4

外観検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備 考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

年

月   日

年

月 日

年

月   日

16



添付資料-1-5

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

組立て及び据付け状態を確認す る検査

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備 考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

とを

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

17



添付資料-1-6

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

耐圧検査、漏えい検査

確認事項 確認方法 検査年月 日 結 果 備 考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

検査用計器が校正 さ

れてお り有効期限内

であること及び必要

な測定範囲、測定精

度を有 しているこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

系統構成が完了 して

いること。

立会/

記録確認

年

月   日

立会/
記録確認

年

月   日

立会/

記録確認

年

月   日
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添付資料-2

高浜発電所第 2号機

材料検査記録

検査場所 :三菱重工業株式会社 ノくワー ドメイン 原子力事業部

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

計測制御系統施設 ほ う酸注入機能を有す る設備

原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

容器

燃料取替用水タンク 田個

判定基準 :工事計画のとお りであ り、技術基準に適合す ること。

検査対象 使用材料 検査年月 日
検査

結果
検査方法

胴   板
年

月 日

記録確認

屋 根 板
年

月 日

底   板
年

月 日

側マ ンホールふた
年

月 日

備 考

・記録確認は、申請者の品質記録 `(※ )に よる。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :
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添付資料 -3-1

高浜発電所第 2号機

寸法検査記録

検査場所 :三菱重工業株式会社 パフエ ドメイン 原子力事業部

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

計測制御系統施設 ほ う酸注入機能を有する設備

原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

容器

燃料取替用水タンク:|■個

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象
主要寸法

※1

(mm)

許容寸法
※2

(mm)

測定値

(mm)
検査年月 日

検査

結果
検査方法

胴 内径
年

日月
記録確認

胴 板厚 さ
年

日月
記録確認

備考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)に よる。

※ 3:適合性確認検査成績書の識別番号 :
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添付資料 -3-2

高浜発電所第 2号機

寸法検査記録

検査場所 :三菱重工業株式会社 パ ワー ドメイン 原子力事業部

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

計測制御系統施設 ほ う酸注入機能を有す る設備

原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

容器

燃料取替用水タン空 :■個

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足す ること。

検査対象
主要寸法

※1

(mm)

許容寸法
※2

(mm)

測定値

(mm)
検査年月 日

検

結

査

果
検査方法

屋根板厚 さ
年

日月
記録確認

底板 厚 さ
年

日月
記録確認

出 口管台 (余

熱 除去ホ
°
ンフ

°
)

外径

年

日月
記録確認

出 口管台 (余

熱除去ホ
°
ンフ

°
)

厚 さ

年

日月
記録確認

出 口管台 (内

部スフ
°
レホ

°
ンフ

°
)

外径

年

日月
記録確認

備考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値はI事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)に よる。

※ 3:適合性確認検査成績書の識別番号 :
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添付資料-3-3

高浜発電所第 2号機

寸法検査記録

検査場所 :三菱重工業株式会社 パワー ドメイン 原子力事業部

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

計測制御系統施設 ほ う酸注入機能を有す る設備

原子炉格納施設 圧力低減設備その他 の安全設備 (格納容器安全設備 )

容器

燃料取替用水タンク :■個

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象
主要寸法

※1

(mm)

許容寸法
※2

(mm)

測定値

(mm)
検査年月 日

検

結

査

果
検査方法

出 口管台 (内

菩トスフ
°
レホ

°
ンフ

°
)

厚 さ

年

日月
記録確認

給水入 口管台

外径

年

日月
記録確認

給水入 日管台

厚 さ

年

日月
記録確認

出 口管台 (充

てん/高 圧注

入ホ
°
ンフ

°
)外 径

年

日月
記録確認

出 口管台 (充

てん/高 圧 注

入ホ
°
ンフ

°
)厚 さ

年

日月
記録確認

備考

※ l:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)に よる。

※ 31適合性確認検査成績書の識加番号 :
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添付資料-3-4

高浜発電所第 2号機

寸法検査記録

検査場所 :三菱重工業株式会社 パワー ドメイン 原子力事業部

検査範囲 :原子炉冷去「系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

計測制御系統施設 ほ う酸注入機能を有する設備

原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

容器       )

1    燃料取替用水タンク :I■個

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足す ること。

検査対象
主要寸法

※1

(mm)

許容寸法
※2

(mm)

測定値

(mm)
検査年月 日

検査

結果
検査方法

側マンホール管台

外 径

年

日月
記録確認

側マンホール管台

厚 さ

年

日月
記録確認

側ヤン本―ルふた

厚 さ

※ 3

月

年

日
記録確認

高   さ
年

日月
記録確認

備考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 4)に よる。

※4:適合性確認検査成績書の識別番号 :

※ 3:最小値
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添付資料-4-1

高浜発電所第 2号機

外観検査記録
検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

三菱重工業株式会社 パ ワー ドメイン 原子力事業部

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

計測制御系統施設 ほ う酸注入機能を有する設備

,原 子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

容器

燃料取替用水タンタ :I■脚

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能 。性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、

浸食)が ないこと。

検査対象 検査年月 日 検査結果 検査方法

燃料取替用水タンク
年

月 日

目視

/
記録確認

備 考

・塗装施工前の状態で確認。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 1)に よる。

※ 1:適合性確認検査成績書の識別番号 :
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添付資料-4-2

高浜発電所第 2号機

外観検査記録

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

校査範囲 :原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

計測制御系統施設 ほ う酸注入機能を有する設備

原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

容器

燃料取替戸水タンク :I■伸             
―

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能 P性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、

浸食)が ないこと。

検査対象 検査年月 日 検査結果 検査方法

燃料取替用水 タンク
年

月 日

目視

/
記録確認

備 考

。組立て及び据付け状態で確認。

。記録確認 は、申請者の品質記録 (※ 1)に よる。

※ 1:適合性確認検査成績書の識別番号 :
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添付資料-5

高浜発電所第 2号機

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

計測制御系統施設 ほ う酸注入機能を有する設備

原子炉格納施設 ′圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

容器

燃料取替用水タンク :I■陣         ´

判定基準 :工事計画のとお りであ り、技術基準に適合す ること。

検査対象 検査年月 日 検査結果 検査方法

燃料取替用水タンク
年

月 日

目視

/
記録確認

備 考

・記録確認 は、申請者の品質記録 (※ 1)に よる。

※ 1:適合性確認検査成績書の識別番号 :
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］
『

高浜発電所第 2号機
~

耐圧検査、漏えい検査記録

検査場所 :三菱重工業株式会社 パワー ドメイン 原子力事業部

検査範囲 原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

計測制御系統施設 ほう酸注入機能を有する設備

原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)

容器

燃料取替用水タンク:!■個

判定基準 :・ 検査圧力に耐え、かつ、異常がないこと。
・著 しい漏えいがないこと。

検査方法

目視

/
記録確認

備考

※ 1:重大事故等時における使用時の値。
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 2)による。

※ 2:適合性確認検査成績書の識別番号 :

・底板の溶接部について、局部漏えい検査及び非破壊試験 (放射線透過試験又は浸透探傷試験)を申請者が実施 した結果、異常のないことを申

請者の記録により確認。 □確認

検査結果検査年月日

年

月 日

水圧t気圧

区分

水圧

漏えい

検査時圧力

(MPa)

保持

時間

(分 )

耐圧検査時

圧力

(MPa)

耐圧検査

規定圧力

(MPa)

静水頭圧

最高使用

圧力※1

(MPa)

大気圧

検査対象

燃料取替用水 タンク

郭
奪
埒
華
ｌ
⑤



Ю
∞

工事計画本文

(以 下、「工事計画本文」は申請者の情報を基に作成したものである。)

原子炉冷却系統施設、計測制御系統施設、原子炉格納施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備、ほ う酸注入機能を有す る設備、圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

容器

燃料取替用水タンク                |
・常設

(1/3)

変 更 後

燃料取替用水 タンク 触 )

同 左

変 更 前

燃料取替用水 タンク

たて置円筒形

大気圧

95

名 称

m3/個

℃

mm

,■m

mm

1■m

mm

mm

種 類

容 量

最 高 使 用 圧 力

最 高 使 用 温 度

月同 内 径

胴 板 厚 さ

屋 根
イ
板 厚  さ

底 板 厚 さ (注め

出  開  管  台

(余 熱 除 芸 ポ ン プ )

外       径

出  口  管  台

(余 熱 除 去 ポ ン プ )

厚       さ

威
要
寸
法

浴
華

岸

（
Ｐ
＼

∞
）

検査対象



(2/3)

変 更 後変 更 前

mm

mm

mm

阻l■

出   口   管   台

(内 部 ス プ レ ポ ン プ )

外        径

出   臓   管   台

(内 部 ス プ レ ポ ン ブ )

厚        さ

給 水 入 園 管 台 外 径

給 水 入 口 管 台 厚 さ

出   口   管   台

(充 てん/高圧注入ポンプ)

外          径

出   口  管 、 台

(充 てん/高圧注入ポンプ )

厚          さ

主
要
寸
法

Ｎ
Ｏ

:検査対象

が
華

岸

（
商
＼

∞
）



(3,3)

∞
〇

爾為:

周 左

変 更 後変 更 前

燃料取答剰水ライン (注 9'

1ェ in主

nm

mm

mm

側マンホール管台外径

側マンホール管台厚 さ

靭マ ンホールふた厚 さ

,【 (イ liわ昔
副

板
一ロ

屋    根    板

核 (注 S,
底

拠 マ ン ホ ー ル ふ た

主
要
寸
泳

材
料

数悧

の

働▼

護

番

防

Ｈ

メ
一

聡

区

取
付
箇
■

ン

統

置

力
れ
、
／

床

玄
（

′く

工球

名／
・

フ

の

さ

」

高な

護

要

防

必
水
註

論

配

蛉
草

岸

（
ω
＼

ω
）



資料 2(1/4)

検 査 範 囲 図  (1//4)  (以 下、 「検査範囲図」は申請者の情報を基に作成 したものである。 )

原子炉冷却系統施設、計測制御系統施設、原子炉格納施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備、ほ う酸注入機能を有する設備、圧力低減設備その他の安全設備 (格 納容器安全設備 )

容器

検 査 範 囲 図



検 査 範 囲 図 (2/4) (以 下、 「検査範囲図Jは 申請者の情幸Rを 基に作成 したく)の である。 ) 資料 2(2/4)

検 査 範 囲 図



検 査 範 囲 図 (3/4)(以 下、「検査範囲図」は申言青者の情報を基に作成 したものである。) 資料 2(3/4)

∞
∞

検 査 範 囲 図



検 査 範 囲 図 (4/4)(以 下、「検査範囲図」は申請者の情報を基に作成 したものである。) 資料 2(4/4)

検 査 範 囲 図



資料 3(1/2)

耐圧検査、漏 えい検査要領

(以 下、 「検査要領図」は申請者の情報を基に作成 したものである。 )

∞
∽

耐圧検査・漏 えい検査要領図



資料 3(2/2)

耐圧検査、漏えい検査要領

(以 下、耐圧検査、漏 えい検査要領 は申
′
請者 の情報 を基 に作成 した ものである。 )

1.耐圧検査    !

トップアングル上面 より下方 向へ 50m五 以内まで水張 りし 10分以上保持後、

検査圧力 に耐 え、かつ、異常のない ことを確認す る。

2.漏 えい検査

耐圧検査終了後、著 しい漏 えいのない ことを確認す る。

3.昇 降圧 曲線

圧 力

静水頭圧

時 間

4.検 査条件

※ 1:規定圧力 は 「技術基準規則」に よる

耐 圧

検 査
漏えい

検 査

機器名

最高使用

圧  力

(MPa)

検査圧力

と

規定圧力

耐圧検査

圧  力

(MPa)※ 1

漏 えい検査

圧   力

(MPa) ※ 1

耐圧検査

保持時間

(min)

水圧・気圧

の別

検査圧力 静水頭圧 静水頭圧
燃料取替

用水 タンク
大気圧

規定圧 力 静水頭圧 静水頭圧

≧ 10 水 圧
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関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

構造(強度又は漏えいに係る

使用前検査実施要領書

施  設  名 :原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

貯蔵槽

格納容器サンプB― A

格納容器サンプB― B

系  統  名

要 領 書番 号  :原規規収第 1610072号 2-05-1

令和元年 7月

原子力規制委員会



改訂履歴

関西電力株式会社 高浜発電所第 2号機

構造、強度又は漏えいに係る使用前検査

施 設 名 :原子炉冷去「系統施設

要領書番号 :原規規収第 1610072号 2-05-1

回 年 月 日 改訂箇所、改訂内容及び改訂理由

令和元年 7月 10日 制定
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I 検査目的及び項目

本検査は、核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規fttlに 関する法律 (昭和 32年法律第16
6号)第 43条の3の 11第 1項に基づき実施する実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規

則 (昭和53年通商産業省令第77号)第 16条の表第 1号の工事の工程に係る使用前検査につ

いて、原子炉冷却系統施設が、認可した工事計画 (※ 1)に従い製作され、据付けされ、原子力

規制委員会規則で定める技術基準 (※ 2)に適合するものであることを確認するもので、十以下の

検査を実施する。

1 材料検査

2 寸法検査

3 外観検査

4 組立て及び据付け状態を確認する検査

※ 1:認可した工事計画とは、原子炉冷却系統施設 )F常用炉心冷却設備その他原子炉注

水設備 貯蔵槽について、格納容器サンプB― A及び格納容器サンプB― Bを設置

する工事に係るものである。

※ 2 :原子力規制委員会規則で定める技術基準とは、実用発電用原子炉及びその附属施

設の技術基準に関する規則 (平成 25年原子力規制委員会規則第 6号。以下「技

術基準」という。)である。本検査に関する条項は第 32条第 1～ 4項、第 44条、

第 60条、第 61条、第 62条及び第 71条であり、上記検査項目に係る事項に

ついて確認する。

Ⅱ 検査場所

関西電力株式会社 高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

Ⅲ 検査範囲

1 検査対象施設及び範囲

検査対象施設及び範囲は、工事計画に記載された下記の施設とする。

|  (詳細は、資料 1「工事計画本文」及び資料 8「検査範囲図」参照。)

1



高浜発電所第 2号機

発電用原子炉施設

2 工事計画認可・届出関係

認可番号

(認可年月日)

工事計画の認可番号 :原規規発第 1606105号

(平成 28年 6月 10日 )

工事計画変更の認可番号 :原規規発第 1707192号

(平成 29年 7月 19日 )

原規規発第 18013114号

(平成 30年 1月 31日 )

原規規発第 1806276号

(平成 30年 6月 27日 )

原規規発第 1808064号

(平成 30年 8月 6日 )

原規規発第 1811266号

(平成 30年 11月 26日 )

原規規発第 1901282号

(平成 31年 1月 28日 )

原規規発第 1903272号

(平成 31年 3月 27日 )

原規規発第 19042614号

(平成 31年 4月 26日 )

原規規発第 1906218号

(令不日元年-6月 21日 )

上記以降の変更については、検査時に使用前検査申請書の変更申請により確認する。

2

名称 個数

原子炉冷却系統施設     、

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

貯蔵槽  |

格納容器サンプB― A

1

原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

貯蔵槽

格納容器サンプB― B

1



Ⅳ 検査方法

1共通事項

(1)使用前検査申請書の確認

① 検査前確認事項

a本検査に係る使用前検査申請書 (変更申請を含む。)が準備 されていることを確認する。

b検査をする工事の工程、期 日及び場所が申請書どおりであることを確認する。

c工事計画の認可番号の記載が適切であることを確認する。

2材料検査

(1)検査前確認事項                   ′

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

(2)検査手順

申請者の品質記録により、工事計画に記載されている材料が使用され、かつ、技術基準

に適合 していることを確認する。

3 寸法検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備されていることを確認するδ            ―

③ 検査用計器が校正されており有効期限内であること及び必要な測定範囲、測定精度を

有していることを確認する。
｀

(2)検査手順            
′

目視又は申請者の品質記録により、工事計画に記載されている主要寸法を確認する。

4 外観検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

(2)検査手順

目視により、各部の外観を確認する。

(詳細は資料 3「検査範囲図」参照)

3



5 組立て及び据付け状態を確認する検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。|

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

(2)検査手順

目視により、機器等の組立て及び据付け状態※を確認する。

(詳細は資料 3「検査範囲図」参照)

※ :塗装後の外観確認も含めて実施

V 判定基準

1 材料検査

工事計画のとおりであり、技術基準に適合することと

2 寸法検査

各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

3'外観検査

有害な欠陥 (表面に機能・性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形く腐食、浸食)

がないことど

4 揮立て及び据付け状態を確認する検査

工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

4



立会区分表

備考

検査項目※1

組立て及び

据付け状態を

確認する検査

A

タト観オ寅査

A

寸法検査

A/B※ 2

材料検査

B

技術基準

の区分

耐震

クラス
系統名

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

貯蔵槽

格納容器サンプB一 A

格納容器サンプB― B

施設名

原子炉冷却系統施設

働

※ 1:記号説明           '

A:立会検査

:A/B:抜 取立会検査

B:記録確認検査

※2:抜取立会検査における立会は、検査項目ごとに 1回以上とする。

瀬
耳
昔
か
解



月ll和氏2

関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

構造、強度又は漏えいに係る

使用前検査成績書

施  設  名 :原子炉冷却系統施設

系 統  名 F非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

貯蔵槽          I

格納容器サンプB― A

格納容器サンプBrB

要領 書 番 号  :原規規収第 1610072号 2-05-1

年  月

原子力規制委員会
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使用前検査成績書

1 発電所名  関西電力株式会社 高浜発電所第 2号機

2 検査の種類  構造、強度又は漏えいに係る使用前検査

3 検査申請  使用前検査申請番号

4 検査期 日 自

至

5 検査場所 関西電力株式会社 高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

6 検査範囲

月

　

月

年

年

日

　

日

高浜発電所第 2号機

発電用原子炉施設

原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

貯蔵槽

格納容器サンプB― A l個

格納容器サンプB― B l個  |

7検査実施者  検査実施者一覧表のとおり

7



9 添付資料

8検査結果 , 検査結果一覧表のとおり

使用前検査記録      '    ■

1 検査前確認事項

2 材料検査記録   1

3 寸法検査記録

4′ 外観検査記録

5 組立て及び据付け状態を確認する検査記録

6 検査用計器一覧表

8



検査実施者一覧表

O

特記事項検査立会責任者 印

主任技術者

主任技術者

主任技術者

原子力施設検査官 印検査年月日

年

月 日

年

月 日

年

月 日



検査結果一覧表
系統名 :非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

貯蔵槽

格納容器サンプB― A

格納容器サンプB― B

伴
〇

備考
組立て及び据付け

状態を確認する検査

年

月    日

年

月 日

年

月 日

外観検査

年

月

年

月 日

年

月 日

寸法検査

年

月    日

年

月    日

年

月 日

材料検査

年

月    日

年

月 日

年

月 日

検査項目

検査日

結果

検査日

結果

検査日

結果



添付資料 1-1

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ることど

記録確認

年

月   日

使用前検査成績書の「3検査

申請」に申請番号 (変更申請番

号を含む。)を記載する。年

月   日

年

月   日

検査 をす る工事 の工

程、期 日及び場所が申

請書
′
どお りであるこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

工事計画の認可番号の

記載 が適切 であ るこ

と。    |

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日
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添付資料 1-2

材料検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

12



添付資料 1-3

寸法検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備さ

れていなこと。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

検査用計器が校正され

ており有効期限内であ

ること及び必要な測定

範囲、測定精度を有し

ていること。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日
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添付資料 1-4

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

外観検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備されていること。
記録確認

年

月   日

年

月 日

年

月   日

必要な図面等が準備

されていることЬ
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日
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添付資料 1-5

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

組立て及び据付け状態を確認する検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者 の品質記録が

準備 されていること。
記録確認

年

月 日

年

月 日

年

月 日

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

年

月 日

年

月 日

年

月 日
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添付資料 2

高浜発電所第 2号機

材料検査記録

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

貯蔵槽

1格納容器サンプB― A:1個
格納容器サンプB■ Bl l個

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査姑象 材 料 検査年月日
検査

結果
検査方法

格納容器

サンプB― A
鉄筋コンクリー ト

月

年

日
禰

格納容器

サンプB― B

備考

。記録確認は、申請者の品質記録 (※ )に よる。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :
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添付資料 3

高浜発電所第 2号機

寸法検査記録

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

貯蔵槽

格納容器サンプB― A:1個
格納容器サンプB― B:1個

検査範囲

判定基準 :各都の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

要寸法
※士

(mm)
検査対象

許容値
※2

(mm)

測定値

(mm)
検査年月日

検査

結果
検査方法

格納容器

サンプ B一 A
年

日月

目視/

翻

格納容器

サ ンプ B― B

た て

年

日月

目視/

翻

格納容器

サ ンプB tt A

格納容器

サンプ B一 B

仕切壁

高 さ

年

日月

目視/

翻

格納容器

サンプB一 A
格納容器

サンプ B― B

仕切壁

厚 さ

年

日月

目視/

翻

備考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。

※ 3:適合性確認検査成績書の識別番号 :
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添付資料 4

高浜発電所第 2号機

外観検査記録

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

貯蔵槽

格納容器サンプB tt A:1個
格納容器サンプB― B:1個

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能 。イ
l生能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、浸食)

がないこと。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

格納容器サンプ B― A
年

日月
目 視

格納容器サンプ B― B
年

日月
目 視

備考
・塗装施ェ前の状態で確認

18



添付資料 5

高浜発電所第 2号機

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

貯蔵槽

格納容器サンプB一 A:1個
格納容器サンプB― B11個

判定基準 :工事計画のとお りであり、技術基準に適合すること。

検査対象 検査年月 日
検査
結果

検査方法

格納容器サンプ B― A
月

年

日
目 視

格納容器サンプ B― B 年

日
目 視

備考
・ 目視可能な範囲での塗装後の外観 (有害な欠陥 (表面に機能・性能に影響を及ぼすおそれのあ

る傷、害Iれ、変形、腐食、浸食)がないこと。)も含めて確認Ь
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添付資料 6

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査用計器―覧表
｀

検査項目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期限
備考

/

20



工事計画本文
(以下、「工事計画本文」は申請者の情報を基に作成 したものである。)

原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

貯蔵槽

格納容器サンプB一 A
格納容器サンプB■ B

(原規規発第1606105号 平成28年6月 10日 認可)

Ю
畔

(注1)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は、設計図書による。

(注2)公称値

ゆ
華

解
―
岸

変 更 後

格納容器サンプB‐B

変更なし

変更な し

1

格納容器サ ンプB‐A

1

変 更 前 僻D

格納容器サンプB

プール形

鉄筋 コンク リー ト

1

名 称

五
3

mm

mm

mm

mm

mm

種 類

容 旦里

た て

横

深 さ

仕 切 壁 高 さ

仕 切 壁 厚 さ

材 料

個 数

主
要
寸
法



変 更 後

変更なし

変 更 前

格納容器サンプB‐B

プール形

鉄筋コンクリー ト

1

格納容器サンプB‐A

1

名 称

mm

mm

mm

mm

mm

種 類

容 量

た て

横

深 さ

仕 切 壁 高 さ

仕 切 壁 厚 さ

材 料

個 数

主
要
寸
法

Cや
い0

(注1)公称値

(原規規発第1808064号 平成30年8月 6日 変更認可)

検査対象

埒
輩

Ｐ
Ｉ
Ю



名  称

適用寸法 (■ lm)

備   考

最大値 公称値 最小値

格 格
糸内糸内
容 容
器 器
サ サ
ン ン

プ プ
B B
I  I

A B

た て

格納容器サンプB一A

格納容器サンプB―B

仕切壁高さ

仕切壁厚さ

資料 2

寸法許容範囲
(以下、「寸法許容範囲」は申請者の情報を基に作成 したものである。)

寸法許容範囲の根拠一覧

出典 :日 本建築学会「建築工事標準仕様書・

鉄筋コンクリー トエ事 JASS 5N」

原子力 における

仕切壁高さ

格
納
容
器
サ
ン
プ

Ｂ
Ｉ
Ｂ

格
納
容
器
サ
ン
プ

Ｂ
Ｉ
Ａ
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資料 3-1

検査範囲図 (1/3)
(以 下、「検査範囲図」は申請者の情報を基に作成したものである。)

原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

貯蔵槽

格納容器サンプB― A
格納容器サンプB― B

(方(子 オ
'冷

去v系 統施茨 )

ユ

24



資料 3-2

検査範囲図 (2/3)

椋企Ⅲt,H対 2

0万 (r"i冷却系,i胞波)
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資料 4

検査用計器∵覧表

(申請者の情報を基に作成 したものである。)

検査項目 検査用計器 測定範囲 測定精度 備考

寸法検査 コンベ ックス L:測定長 (m)

寸法検査 コンベ ンクス L:測定長 (m)
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関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

構造、強度又は漏えいに係る

使用前検査実施要領書

施 設 名

系 統 名

:原子炉冷却系統施設

原子炉格納施設

:非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)

主配管 (常設)

要領書番号 :原規規収第 1610072号 2-06

令和元年 10月

原子力規制委員会



改訂履歴

関西電力株式会社 高浜発電所第 2号機

構造、強度又は漏えいに係る使用前検査実施要領書

施  設 名′:原子炉冷却系統施設

原子炉格納施設

要 領 書 番 号 :原規規収第11610072号
2二〇6

回 年´月 日 改訂箇所、改訂内容及び改訂理由

令和元年 10月 11日 制定
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I 検査目的及び項 目

本検査は、核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律 (昭和 32年法律第

■ 66号)第 43条の 3の 11第 1項に基づき実施する実用発電用原子炉の設置、運転等

に関する規則 (昭和 53年通商産業省令第 77号)第 16条の表第 1号の工事の工程に係

る使用前検査について、原子炉冷却系統施設及び原子炉格納施設が、認可した工事計画に

従い製作され、据付けされ、原子力規制委員会規則で定める技術基準 (※)に適合するもの

であることを確認するもので、以下の検査を実施する。

1 材料検査

2 寸法検査

3 外観検査

4 組立て及び据付け状態を確認する検査

5 耐圧検査、漏えい検査   i

※ :原子力規制委員会規則で定める技術基準とは、実用発電用原子炉及びその附属施設

の技術基準に関する規則 (平成 25年原子力規制委員会規則第 6号。以下 「技術基

準」という。)である。本検査に関する条項は第 17条、第 21条第 1項、第 32条、

第 55条、第 58条第 1項、第 62条、第 64条第 1項及び第 2項、第 65条並びに

第 66条であり、上記検査項 目に係る事項について確認する。

Ⅱ 検査場所

関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

1



Ⅲ 検査範囲

1 検査紺象施設及び範囲  `

検査対象施設及び範囲は、工事計画に記載された下記の施設 とする。

(詳細は、資料 1「工事計画本文」及び資料 2「検査範囲図」参照。)

高浜発電所第 2号機

発電用原子炉施設

2 工事計画認可・届出関係

認可番号

(認可年月日)

工事計画の認可番号 :原規規発第 1606105号

(平成 28年 6月 10日 )

工事計画変更の認可番号 :原規規発第 1707192号

(平成 29年 7月 19日 )

原規規発第 18013114号

(平成 30年 1月 31日 )

原規規発第 1806276号

(平成 30年 6月 27日 )

原規規発第 1808064号

(平成 30年 8月 6日 )

原規規発第 1811266号

(平成 30年 11月 26日 )

原規規発第 1901282号

(平成 31年 1月 28日 )

原規規発第 1903272号

(平成 31年 3月 27日 )

原規規発第 19042614号

(平成 31年 4月 26日 )

原規規発第 1906218号

(令和元年 6月 21日 )

原規規発第 1908192号

(令和元年 8月 19日 )

上記以降の変更についてはヽ検査時に使用前検査申請書の変更申請により確認する。

2

名 称 個数

原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

原子炉格納施設

圧力低減設備その他の安全設備

(格納容器安全設備 )

主配管 (常設)

一式



Ⅳ 検査方法

1共通事項

(1)使用前検査申請書の確認

① 検査前確認事項

a本検査に係る使用前検査申請書 (変更申請を含む。)が準備されていることを

確認する。

b検査をする工事の工程、期 日及び場所が申請書どお りであることを確認する。

c工事計画の認可番号の記載が適切であることを確認する。

2 材料検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

(2)検査手順

申請者の品質記録により、工事計画に記載されている材料が使用され、かつ、技術

基準に適合していることを確認する。

3 寸法検査      、

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

③ 検査用計器が校正されており有効期限内であること及び必要な測定範囲、測定精

1    度を有していることを確認する。   .
(2)検査手順

申請者の品質記録により、工事計画に記載されている主要寸法を確認する。

4 外観検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

,(2)検査手順            ・

目視又は申請者の品質記録により、各部の外観を確認する。

(詳細は資料 2「検査範囲図」参照)

3



5 組立て及び据付け状態を確認する検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。        ‐

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

(2)検査手順

日視又は申請者の品質記録により、機器等の組立て及び据付け状態を確認する。

(詳細は資料 2「検査範囲図」参照)

6 耐圧検査、漏えい検査

(1)検査前確認事項 ＼

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

③ 検査用計器が校
=さ

れており有効期限内であること及び必要な測定範囲、測定

精度を有していることを確認する。

④ 系統構成が完了していることを確認する。

(2)検査手順     !

目視又は申請者の品質記録により、技術基準の規定に基づく検査圧力で 10分保

持 した後、検査圧力に耐え、かつ、異常がないことを確認する。耐圧検査終了後、

技術基準の規定に基づく検査圧力により、著 しい漏えいがないことを確認する。

V 判定基準                ′

1 材料検査

工事計画のとお りであり、技術基準に適合すること。

? 寸法検査

各部の主要寸法の沢J定値が許容寸法を満足すること。

3 外観検査

有害な欠陥 (表面に機能・性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、

浸食)がないこと。

4 組立て及び据付け状態を確認する検査

工事計画のとお りであり、技術基準に適合すること。

5 耐圧検査、漏えい検査

・検査圧力に耐え、かつ、異常がないこと。

・著 しい漏えいがないこと

4



立会区分表

備考

検査項 目※1

耐圧検査、

漏えい検査

A/B※ 2

組立て及び

据付け状態

を確認する

検査

A/B※ 2

外観検査

A/B※ 2

寸法検査

B

材料検査

技術基準

の区分

クラス 2
SAク ラス 2

耐震

クラス

S

系統名

非常用炉心冷却設備そ

の他原子炉注水設備

圧力低減設備その他の

安全設備 (格納容器安

全設備 )

主配管 (常設 )

施設名

原子炉冷却系統施設

原子炉格納施設
い

※ 1:記号説明  A/B:抜 取立会検査

B:記録確認検査

※2:抜取立会検査における立会は、検査項目ごと1回以上とする。

ピ
粛

ド



男II紙 2

関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

構造(強度又は漏えいに係る

使用前検査成績書

施  設

系  統

名 =原子炉冷却系統施設

原子炉格納施設

名 :非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)

主配管 (常設)

要 領 書 番 号 :原規規収第 1610072号 2-06

年  月

原子力規制委員会

6



′使用前検査成績書

1 発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2 検査の種類   構造、強度又は漏えいに係る使用前検査

3 検査申請    使用前検査申請番号

4 検査期日 自

至

5 '検査場所 関西電力株式会社 高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

6 検査範囲

日

　

日

月

　

月

年

年

高浜発電所第 2号機

発電用原子炉施設

原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

原子炉格納施設

圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

主配管 (常設) 一式

7 検査実施者   検査実施者一覧表のとお り

7

8 検査結果    検査結果一覧表のとおり



9 添付資料 使用前検査記録

1検査前確認事項

2材料検査記録

3寸法検査記録

4外観検査記録         |
‐5組立て及び据付け状態を確認する検査記録

6耐圧検査、漏えい検査記録

7検査用計器二
覧表 |

8



検査実施者一覧表

く0

特記事項検査立会責任者 印

主任技術者

主任技術者

主任技術者

原子力施設検査官 印検査年月日

月

年

Ｈ

月

年

日

月

年

日



検査結果一覧表

系統名 :非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備、圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備) 主配管 (常設)

Ｐ
Ｏ

備  考ヽ
査

査

検

検

い

圧

え

耐

漏

年

日月

年

日月

年

日月

年

日月

年

月 日

年

月 日

外観検査

年

日月

年

日月

年

日月

寸法検査

年

日月

年

日月

年

日月

材料検査

年

日月

年

日月

年

日月

検査項目

検査 日

結果

検査 日

結果

検査 日

結果



添付資料 1-1

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備 されてい

ること。

記録確認

年

月   日

使用前検査成績書の「3検

査申請」に申請番号 (変更

申請番号を含む。)を記載す

る。

年

月   日

年

月   日

検査 をす る工事 の工

程、期 日及び場所が申

請書 どお りで あるこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

工事計画の認可番号の

記載 が適切 で あ るこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

11



添付資料 1-2

材料検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されている呈と。
記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備 さ

れていること。
図面等確認

年

月   日

月   日

年

月   日

12



添付資料 1-3

寸法検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

検査用計器が校正され

ており有効期限内であ

ること及び必要な測定

範囲、測定精度を有し

ていること。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

13



添付資料 1-4

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

外観検査―

確認事項 確認方法 検査年月日 結果

申請者の品質記録が準

備 されていること。
記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

年

月   日

年

月  日

年

月   日

 ヽ 14



添付資料 1-5

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

組立て及び据付け状態を確認する検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

15



添付資料 1=6

耐圧検査、漏えい検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

検査用計器が校正され

ており有効期限内であ

ること及び必要な測定

範囲、測定精度を有 し

ていること。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

系統構成が完了してい

ることЬ
'

立会/

記録確認

年

月   日

立会/

記録確認

年

月   日

立会/

記録確認

年

月   日

16



添付資料 2

高浜発電所第 2号機

材料検査記録

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設             
｀

非常用炉心冷去「設備その他原子炉注水設備

原子炉格納施設

圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)

1     主配管 (常設):一式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 材料 検査年月日
検査

結果
検査方法

燃料取替用水タンク

デ書(2MOV-6400A、  B)

SUS304TP 年

月 日

記録確認

備 考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :

17



Ｐ
∞

高浜発電所第 2号機

寸法検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)

主配管 (常設):一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容値を満足することも

検査方法

記録確認

備 考

※ 1:公称値  ※2:許容値は工事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 4)による。

※4:適合性確認検査成績書の識別番号 :

※3:最小値

検査

結果
検査年月日

年

日月

厚 さ(mm)

測定値
※3

/

/

許容値
※2

9,7以上

/
9.7以上

/
7,1以上

主要Xl

寸法

11.1

/

11.1

/
8。 2

外径 (mm)

測定値

/

/

許容値
※2

352.4-359.6
./

352.4ハし359.6

/
214.7-218.7

主要
※1

寸法

355。 6

/
355。 6

/
216.3

検査対象

管
糸匹
手

燃料取替用水タンク

ア書(2MOV-6400A、  B)

募
奪
蛉
華

∞
―
解



添付資料 4

高浜発電所第 2号機

外観検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

原子炉格納施設

圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)

主配管 (常設):一式

判定基準 ;有害な欠陥 (表面に機能 。・性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、浸食)

がないこと。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

燃料取替用水タンク

弁 (2MOV-6400A、 B)
月

年

日

目視

/
記録確認

備 考     ―

。記録確認は、申請者の品質記録 (※)に よる。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :
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添付資料 5

高浜発電所第 2号機

組立て及び据付け状態を確認する検査記録
検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

非常屈炉心冷去口設備その他原子炉注本設備

原子炉格納施設

圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)

主配管 (常設):一式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査姑象 検査年月日
検査

結果
検査方法

燃料取替用水タンク

,弁 (2MOV-6400A、 B)
月

年

日

目視

/
記録確認

備 考

,記録確認は、申請者の品質記録 (※)に よる。

※ !適合性確認検査成績書の識別番号 :

20



Ｎ
岸

高浜発電所第 2号機

耐圧検査、漏えい検査記録
検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

Ⅲ  原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

主配管 (常設):一式

判定基準 :・ 検査圧力に耐え、かつ、異常がないこと。
・著しい漏えいがないこと。

検査
方法

目視

/
記録確認

備考

※ 1:静水頭圧 (燃料取替用水タンクのオ‐バーフローレベルからの水頭圧)と する。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※、2)による。         ( 。

※2:適合性確認検査成績書の識別番号 :

検査
結果

検査年月日

年

月  1日

水圧、気圧
区分

水圧

漏えい

検査時圧力
(MPa)

検査時
保持時間

(分 )

規定
保持時間

(分 )

10

耐圧検査
時圧力
(MPa)

耐圧検査
規定圧力

(MPa)

0※
1

最高使用

圧力
(MPa)

0

検査対象

燃料取替用水タンク

チ辞(2MOV-6400A、 B)

琳
草
が
華

①



高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査用計器二覧表

添付資料 7

検査年月日 :    年  月  日

検査項 目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期限
備考

22



Ｎ
∞

工事計画本文

(以下、「工事計画本文」は申請者の情報を基に作成したも|の である。)

原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備 主配管 (常設)

1 の 正化 工 にイま ン ク 」

(注2)SI単位に換算したものである。                                                       か
(注3)公称値                                                                華
(注4)エルボについては既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。厚さについては管と同等以上のものを選定する。なお、記載内容は、設計図 解

書による。                                                      |
(注5)原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)及びその他発電用原子炉の附属施設 (火災防護設備)の うち消火設備と 岸

兼用

材  料

(■lm)

厚   さ

/
11.1

/

(注 6)

8.2

SUS304TP

変更なし

216.3

(注 3)

355.6

/

355.6

/

(■lm)

外  径

変更なし

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(MPa)

変更なし

燃料取替用水

タンク

チ,(2MOV-6400

A、  B)

(注 5)

変 更 後

称名

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

材  料

SUS27TP

(注 11)

SUS304TP

(■lm)

厚   さ

(注 3,4)

11.1

(注 3,4)

11.1

(■lm)

外  径

(注3)

355.6

(注 3)

355.6

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 2)

0

燃料取替用水

タンク

デ書(2MOV-6400

A、 B)

(注 1)

変 更 前

称名

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備



(注6)重大事故等時に使用
(注7)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。記載内容は、設計図書による。
(注8)エルボについては管と同等以上の厚さのものを選定する。
(注9)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「燃料取換用水タンク～弁 (2-8926)」 と記載
(注10)計測制御系統施設のうちほう酸注入機能を有する設備 と兼用
(注H)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「SUS27TP」 と記載
(注 12)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「逆止弁 (矛8926)～弁 (2-LCV-115B、 D)」 と記載
(注 13)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「格納容器サンプ～弁 (2 881lA、 B)」 と記載
(注 14)記載の適正化を行 う。記載内容は、既工事計画書の 「原子炉格納容器」Q「原子炉格納容器本体」による。
(注 15)重大事故等時における使用時の値
(注 16)記載の適I化を行 う。既工事計画書には 「弁 (2-881lA、 B)～弁 (2-8812A(B)」 と記載
(注17)記載の適正化を行 うδ既工事計画書には 「燃料取換用水タンク～逆止弁 (28958)」 と記載
(注18)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「逆止弁 (2-8958)～弁 (2-8809A、 B)」 と記載
(注10)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「余熱除去ポンプ入口母管～弁 (25400)」 と記載
(注20)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ出口集合母管～弁 (28803A、 B)お よび弁 (2-8816)(2 FE943取付部を除く)」

と記載
(注21)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ出口集合母管～弁 (2■8815)及び弁 (2-8814)(2-FE940取 付部を除く)」 と記
1  載

(注22)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (矛8815)～分岐点」と記載
(注23)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「分岐点～逆止弁 (2-8942A、 B、 C)」 と記載
(注24)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「逆止弁 (2-8942A、 B、 C)～余除去クーラ出口合流点」と記載       ,

Ｎ
ト

(注25)

(注26)

(注27)

(注28)

(注29)

(注30)

(注31)

(注32)

(注33)

(注34)

(注35)

(注96)

(注37)

(注 38)

(注39)

(注40)

(注41)

(注42)

(注43)

(注44)

(注45)

エルボを示す。
記載の適正化を行 う。
記載の適正化を行 う。
記載の適正化を行 う。
記載の適正化を行 う。
記載の適正化を行 う。
記載の適正化を行 う。
記載の適正化を行 う。
記載の適正化を行 う。
記載の適正化を行 う。

既工事計画書には
既工事計画書には

既工事計画書には

既工事計画書には

既工事計画書には

既工事計画書には

既工事計画書には
既工事計画書には

既工事計画書には

「2 FE943お よび2-FE940取付部 (レ ジューサ4バ 3～ レジューサ4× 3)」 と記載
「弁 (28803A、 B)～ レジューサ (6× 3)」 と記載
「レジューサ (6× 3)～ほう酸注入タンク」と記載
「ほう酸注入タンク出ロレジユーサ (6× 3)～弁 (2-8801A、 B)」 と記載
「弁 (2-8801A、 B)～分岐点」と記載
「分岐ど点～逆止弁 (28944A、 B、 C)」 と記載
「弁 (2-8944A、 B、 C)～主冷却材管ループ低温側注入ライン合流J点」と記載
「 (最小)9.5」 と記載      ｀

「 (最小)9.5/― /(最小)9.5」 と記載
公称値は既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。
記載の道正化を行 う。既工事計画書には「弁 (28816)～分岐′点」と記載
記載の適正化を行 う。既I事計画書には「分岐点～逆止弁 (2-8987A、 B、 C)」 と記載
記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (28814)～分岐J点」と記載                      |
記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「分岐点ん逆止弁 (2-8939A、 B、 C)」 と記載
記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「弁 (2-8937C)及び弁 (28939C)～弁 (28940C)」 と記載
記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「 (最小)9,5/(最小)9.5/(最小)9.5」 と記載
記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「逆止弁 (2-8937A、 B)及び逆止弁 (28939A、 B)～余熱除去クーラ出口合流点」と記載
記載の適正化を行 うも既工事計画書には 「弁 (2-8973A、 B、 C)～弁 (2-8945A、 B、 C)」 と記載
余熱除去設備 と兼用
余熱除去設備及び計測制御系統施設のうちほう酸注入機能を有する設備 と兼用

ゆ
華
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(注46) 記載の適正化を行 う。既工事計画書には「余熱除去クーラ出ロラインと非常用炉心冷却設備との取合点～弁 (2-8818A、 B)及び弁 (咎8819)」 と記
載

(注47)

(注48)

(注49)

(注50)

(注51)

(注52)

(注53)

(注54)

(注55)

(注56)

記載の適正化を行 う。既工事計画書には
記載の適正化を行う。既工事計画書には
記載の適正化を行う。既工事計画書には
記載の適正化を行 う。既工事計画書には

弁 (28818A、 B)～逆止弁 (2-8971A、 B)を経てコエル ドレグループB注入ラインヘの分岐点」と記載
コール ドレグループB注入ラインヘの分岐点～逆止弁 (2-8973A、 B、 C)」 と記載
弁 (外8819)～分岐点」と記載
分岐点ん逆止弁 (2-8935At B)」 と記載
弁 (2-8935A、 B)～弁 (2-8940A、 B)」 と記載
アキユムレータA、 B、 C年弁 (狩8808A、 B、 C)」 と記載
弁 (作 8808A、 B、 C)～逆止弁 (2-8948A、 B、 C)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には
記載の適正化を行 う。既工事計画書には
記載の適正化を行 う。既工事計画書には
本設備は既存の設備である。
原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)と 兼用
蒸気タービンの附属設備及び原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)と 兼用

Ｎ
鋭

埒
華

解
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資料 1-4

工事計画添付図面の抜粋

(以下は申請者の情報を基に作成 したものであると)

1.許容範囲の根拠

(1)主配管

出典 :相 本工業規格 」IS B 2312 「配管用鋼製突合せ溶接式管継手」

(注1)T継手

名    称 外径 (lll■) 厚 さ(mm) 根拠

非常用炉心

冷却設備 ―

その他

原子炉

注水設備

管継手 l注 1)

8B

(端部の外径 )

公称値
+2.4■lm

-1.6mm

(216.3+2.4/-1.6)

公布岬二軽死携Fい
(8.2-1。 1)

」IS B 2312

14B

(端部の外径)

公称値
十

1.Onlm

-3.2mm
(355.6+4,0/二 3.2)

↑称写と軽冤Й争.い

(■ .1-1.4)

26
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関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

構造、強度又は漏えいに係る

使用前検査実施要領書

施 設 名  :原子炉冷却系統施設

系 統  名 原子炉補機冷却設備

ろ過装置

要領書番号  :原規規収第 1610072号 2=07

平成 31年 4月

原子力規制委員会



改訂履歴

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

構造、強度又は漏えいに係 る使用前検査

施 設 名 :原子炉冷却系統施設

要領書番号 :原規規収第 1610072号 2-o7

回 年 月 日 改訂箇所、改訂内容及び改訂理由

平成 30年 7月 27日 制 定

1 平 成 30年112月 11日

・ 2頁  工事計画変更の認可番号の追記

・ 2、 11頁  共通事項 として使用前検査申

請書の確認を検査前確認事項に追加

2 平 成 31年 4月 16日

・ 2買  工事計画変更の認可番号の追記

・ 3、 11頁  共通事項 として工事計画の認

可番号の確認を検査前確認事項に追加
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I検査 目的及び項 目

本検査は、核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律 (昭和 32年

法律第 166号 )第 43条 の 3の 11第 1項 に基づき実施す る実用発電用原子炉の

設置、運転等に関する規則 (昭和 53年通商産業省令第 77号)第 16条の表第 1

号の工事の工程に係 る使用前検査について、原子炉冷却系統施設が、認可 した工事

計画に従い製作 され、据付けされ、原子力規制委員会規則で定める技術基準 (※ )

に適合するものであることを確認するもので、以下の検査を実施する。

1材料検査

2寸 法検査

3外観検査

4組 立て及び据付け状態を確認する検査

5耐 圧検査(漏 えい検査

※ :原子力規制委員会規則で定める技術基準 とは、実用発電用原子炉及びそ

の附属施設の技術基準に関する規則 (平成 25年原子力規制委員会規

則第 6号。以下 「技術基準」 とい う。)であると本検査に関す る条項は

第 17条、第 21条第 1項、第 33条、第 55条、第 58条第 1項、

第 62条、第 63条、第 64条第 1項及び第 2項、第 65条、第 67

条並びに第 71条であ り、上記検査項 目に係 る事項について確認す

る。

Ⅱ 検査場所

関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

みすず精工株式会社 信州工場

長野県小諸市大字滋野甲

株式会社北海鉄工所 岸和 田工場

大阪府岸和田市臨海町

1



Ⅲ 検査範囲

1検査対象施設及び範囲

検査対象施設及び範囲は、工事計画に記載 された下記の施設 とするも

´ (詳 細は、資料 1「 工事計画本文」及び資料 2「検査範囲図」参照 )

高浜発電所第 2号機

発電用原子炉施設

2工 事計画認可・届出関係

認可番号

(認 可年月 日)

工事計画の認可番号 :原規規発第 1606195号

(平成 28年 6月 10日 )

工事計画変更の認可番号 :原規規発第 1707192号

｀
(平成 29年 7月 19日 )

原規規発第 18013114号

(平成 30年 1月 31日 )

原規規発第 1806276号

(平成 30年 6月 27日 )

.     原規規発第 1808064号

(平成 30年 8月 6日 )

原規規発第 1811266号

(平成 30年 11月 26日 )

原規規発第 1901282号

(平成 31年 1月 28日 )

上記以降の変更については、検査時に使用前検査 申請書の変更申請により確認する。

Ⅳ .検査方法

1共 通事項

(1)使用前検査申請書の確認

① 検査前確認事項

2

名 称 個数

原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

ろ過装置

海水ス トレーナ

4



a本検査に係る使用前検査申請書 (変 更申請を含む。)が準備 されていることを確

認する。

b検査をする工事の工程、期 日及び場所が申請書どおりであることを確認する。

c工事計画の認可番号の記載が適切であることを確認する。

2材料検査

(1)検査前確認事項

t ① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備 されていることを確認する。

(2)検査手順

申請者の品質記録により、工事計画に記載されている材料が使用され、かつ、

技術基準に適合 していることを確認する。

3寸法検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備 されていることを確認する。

③ 検査用計器が校正されており有効期限内であること及び必要な測定範囲、測

定精度を有 していることを確認する。             「

(2)検査手順

申請者の品質記録により、工事計画に記載されている主要寸法を確認する。

4外観検査

(1)検査前確認事項   ―

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備 されていることを確認する。

(2)検査手順

目視又は申請者の品質記録により、各部の外観を確認する。

(詳細は資料 2「検査範囲図」参照)   .

5組立て及び据付け状態を確認する検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備 されていることを確認する。

(2)検査手順

3



目視又は申請者 の品質記録により、機器等の組立て及び据付け状態を確認す る。

(詳細は資料 2「検査範囲図」参照 )

6耐圧検査、漏えい検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されてし`ることを確認する。

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

③ 検査用計器が校正されてお り有効期限内であること及び必要な測定範囲、測

定精度を有 していることを確認する。

④ 系統構成が完了していることを確認すると

(2)検査手順

目視又は申請者の品質記録により、技術基準の規定に基づく検査圧力で 10分

保持 した後、検査圧力に耐え、かつ、異常がないことを確認する。耐圧検査終了

後、技術基準の規定に基づく検査圧力により、著しい漏えいがないことを確認す

る。                                  ,

V判 定基準

1材料検査

工事計画の とお りであ り、技術基準に適合す ること。

2寸 法検査

各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足す ること。

3外観検査

有害な欠陥 (表 面に機能 。性能に影響を及ばすおそれのある傷、割れ、変形、腐

′食、浸食)が ないこと。

4組 立て及び据付 け状態を確認する検査

工事計画の とお りであ り、技術基準に適合す ること。

5耐 圧検査、漏 えい検査

。検査圧力に耐え、かつ、異常がないこと。

・著しい漏えいがないこと。

Ⅵ その他の事項

1外観検査については、工場において塗装及び内面ライ■ング施工前の状態でも実施

する。

2耐圧検査、漏 えい検査については、工場において塗装及び内面ライニング施工前の

状態で実施す る。

4



9

立会区分表

※ 1:記号説明 ヽ

:A/BI抜 取立会検査

B  :記 録確認検査

※ 2:抜取立会検査における立会いは、検査項目ごとに 1回以上を原則とする。

備考

検査項 目※1

耐圧検査、

漏えい検査

A/B※ 2

組立て及び据

付け状態を確

認する検査

A/B※ 2

外観検査

A/B※ 2

寸法検査

B

材料検査

B

技術基準

の区分

クラス 3

重大事故等

クラス 2

耐震

クラス

S

系統名

原子炉補機冷却設備

ろ過装置

海水ス トレーナ

施設名

原子炉冷却系統施設

遭
粛

岸



月町対烏2

関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

構造、強度又は漏えいに係 る

使用前検査成績書

施 設 ′名  :原子炉冷却系統施設

系 統 名 :原子炉補機冷却設備

ろ過装置

要領書番号  :原規規収第 1610072号 2-07

年  月

原子力規制委員会

6



使用前検査成績書

1発電所名 関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2検査の種類  
―

構造(強度又は漏 えいに係る使用前検査

3検 査申請 使用前検査申請番号

4検 査期 日

5検査場所 関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

みすず精工株式会社 信州工場

長野県小諸市大宇滋野甲

株式会社北海鉄工所 岸和田工場

大阪府岸和田市臨海町

6検 査範囲 高浜発電所第 2号機

発電用原子炉施設

原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

ろ過装置

海水ス トレーナ 4個

7検査実施者 検査実施者一覧表のとお り

8検 査結果 検査結果一覧表の とお り

9添 付資料 使用前検査記録

1検 査前確認事項

2材 料検査記録

月

　

月

年

年

自

至

日

　

日

7



3寸 法検査記録

4外 観検査記録

5組 立て及び据付け状態を確認する検査記録

6耐 圧検査、漏えい検査記録

7検 査用計器二
覧表

8



検査実施者二覧表

O

特記事項検査立会責任者 印

主任技術者

主任技術者

主任技術者

原子力施設検査官 印検査年月日

年

月 日

年

月   日

年

月   日



検査結果一覧表

系統名 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 ろ過装置

Ｐ
Ｏ

備  考
耐圧検査、

漏えい検査

年

月   日

年

月    日

年

月   日

組立て及び据付け

状態を確認する

検査

年

月   日

年

月 日

年

月   日

外観検査

年

月   日

年

月 日

年

月   日

寸法検査

年

月   日

年

月   日

年

月   日

材料検査

年

月   日

年

月    日

年

月   日

検査項 目

検査 日

結果

検査 日

結果

検査 日

結果



添付資料 -1〒 1

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月 日 結 果 備 考

本検査に係 る使用前

検査申請書 (変更申

請を含む。)が準備

されていること。

記録確認

年

月   日

使用前検査成績書の 「3検

査申請」に申請番号 (変更

申請番号を含む。)を記載す

る。

年

月   日

年

月!   日

検査をする工事の工

程、期 日及な場所が

申請書どお りである

ことを確認する。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

工事計画の認可番号

の記載が適切である

こと。

記録確認

年

月   日

午

月   日

年

月   日

11



添付資料-1-2

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

材料検査

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備 考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

年

月   日

年

年

月   日

必要な図面等が準備

されていることも
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

12



添付資料 -1-3

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

寸法検査

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備 考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。       ,

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

検査用計器が校正 さ

れてお り有効期限内

であること及び必要

な測定範囲、測定精

度を有 しているこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月 日

年

月   日

13



添付資料-1-4

高浜発電所第 2号機 ,使用前検査記録

検査前確認事項

外観検査

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備 考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

年

月   日

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備

されていること6

図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

14



添付資料 -1-5

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備 考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

15
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添付資料-1-6

耐圧検査、漏えい検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備 考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月 日

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

年

月
十  日

年

月   日

年

月   日

検査用計器が校正 さ

れてお り有効期限内

であること及び必要

な測定範囲、測定精

度を有 しているこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

系統構成が完了 して

いること。

立会/

記録確認

年

月   日

立会/

記録確認

年

月   日

立会/

記録確認

年

月   日

16



添付資料-2-1

高浜発電所第 2号機

材料検査記録
検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

みすず精工株式会社 信州工場

株式会社北海鉄工所 岸和 田工場

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 ろ過装置 海水ス トレーナ

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 材 料 検査年月 日
検査

結果
検査方法

Aa海 水ス トレエナ

胴板
月

年

日

記録確認

鏡板
月

年

日

ふた

フランジ 月

年

日

月同

フランジ 月

年

日

Ab海 水ス トレーナ

胴板
月

年

日

記録確認

鏡板
月

年

日

ふた

フランジ 月

年

日

月同

フランジ 月

年

日

備 考

・記録確認 は、申請者の品質記録 (※ )に よる。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :

17



添付資料-2=2

高浜発電所第 2号機

材料検査記録
関西電力株式会社高浜発電所

みすず精工株式会社 信州工場

株式会社北海鉄工所 岸和 田工場

検査場所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 ろ過装置 海水ス トレーナ

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 材 料 検査年月 日
検査

結果
検査方法

胴 板
年

日月

鏡 板
年

日月

ふた

フランジ

年

相月

Ba海 水ス トレーナ

月同

フランジ

年

日月

記録確認

胴 板
年

日月

鏡 板
年

日月

ふた

フランジ

年

日月

Bb海 水 ス トレーナ

月同

フランジ

年

日月

記録確認

備 考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )に よる。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :

18



牌
Ｏ

検査方法

記録確認

査

果

検

結
検査年月 日

日

年

月

日

年

月

日

年

月

月

年

日

月

年

日

月

年

日

月

年

日

月

年

日

測定値

(■lm)

~許
容値

※2

(Hlm)

主要寸法

(■ lnl)

鏡板の内面における

長径

鏡板の内面における

短径の 2分の 1

胴内径

胴板厚さ

鏡板厚さ

鏡板の形状に係る寸法

ふたフランジ厚 さ

入 口管台外径

八日管台厚さ

寸法検査記録

高浜発電所第 2号機

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所、みすず精工株式会社 信州工場、株式会社北海鉄工所 岸和田工場

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 ろ過装置 海水ス トレーナ

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象

Aa海水ス トレーナ

備 考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。 ※ 3:適合性確認検査成績書の識別番号

郭
草
が
華
ｌ
ω
ｌ
Ｐ



Ю
Ｏ

高浜発電所第 2号機

寸法検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所、みすず精工株式会社 信州工場

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 ろ過装置 海水ス トレエナ

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査方法

記録確認

備 考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。 ※ 3:適合性確認検査成績書の識別番号

検査

結果
検査年月 日

年

月 日

月

年

日

月

年

日

年

日月

月

年

日

月

年

日

測定値

(■lm)

許容値
※2

(■lm)

主要寸法

(■ lコ1)
検査対象

出口管台外径

出日管台厚さ

ドレン管台外径

ドレン管台厚さ

月同フランジ厚 さ

高 さ

Aa海水ス トレーナ

郭
草
が
華
―
∞
―
〕



Ю
Ｐ

高浜発電所第 2号機

寸法検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所、みすず精工株式会社 信州工場、株式会社北海鉄工所 岸和田工場

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 ろ過装置 海水ス トレーナ

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査方法

記録確認

備 考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)に よる。 ※ 3:適合性確認検査成績書の識別番号 :

検査

結果
検査年月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

測定値

(■lm)

許容値
※2

(llm)

主要寸法

(■lm)
検査対象

胴内径

胴板厚さ

鏡板厚さ

鏡板の内面における

長径

鏡板の内面における

短径の 2分の 1

ふたフランジ厚さ

入口管台外径

入口管台厚さ

鏡板の形状に係る寸法Ab海水ス トレーナ

郭
草
が
華
―
∞
ｒ
∞



Ｎ
Ｎ

高浜発電所第 2号機

寸法検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所、みすず精工株式会社 信州工場

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 ろ過装置 海水ス トレ‐ナ

判定基準 i各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査方法

記録確認

備 考

※ 1:公称値  ※ 21許容値は工事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)に よる。 ※ 3:適合!陛確認検査成績書の識別番号 :

検査

結果
検査年月日

月

年

日

年

月 日

月

年

日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

測定値

(■lm)

許容値
※2

(■ lln)

主要寸法

(■lm)
検査対象

出日管台外径

出日管台厚さ

ドレン管台外径

ドレン管台厚さ

月同フランジ厚 さ

高 さ

Ab海水ス トレーナ

郭
草
が
華
―
∞
―
ふ



］
∞

高浜発電所第 2号機

寸法検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所、みすず精工株式会社 信州工場、株式会社北海鉄工所 岸和田工場

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 ろ過装置 海水ス トレーナ

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査方法

記録確認

備 考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。 ※ 3:適合性確認検査成績書の識別番号 :

検査

結果
検査年月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

月

年

日

月

年

日

月

年

日

月

年

日

月

年

日

測定値

(Hlm)

許容値
※2

(■lm)

主要寸法

(■lm)
検査対象

胴内径

胴板厚さ

鏡板厚さ

鏡板の内面における

長径

鏡板の内面における

短径の 2分の 1

ふたフランジ厚 さ

入 回管台外径

入 口管台厚さ

鏡板の形状に係る寸法Ba海水ス トレーナ

郭
草
聯
華
―
∞
―
伽



Ｎ
ト

高浜発電所第 2号機

寸法検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所、みすず精工株式会社 信州工場

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 ろ過装置 海水ス トレーナ

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査方法

記録確認

備 考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。 ※ 3:適合性確認検査成績書の識別番号

検査

結果
検査年月 日

月

年

日

月

年

日

月

年

日

年

日月

月

年

日

月

年

日

測定値

(llm)

許容値
※2

(Hlm)

主要寸法

(■ lnl)

検査対象

出口管台外径

出日管台厚さ

ドレン管台外径

ドレン管台厚さ

胴フランジ厚さ

高 さ

Ba海水ス トレーナ

郭
草
が
華
―
∞
ｌ
③



Ю
い

高浜発電所第 2号機

寸法検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所、みすず精工株式会社 信州工場、株式会社北海鉄工所 岸和田工場

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 ろ過装置 海水ス トレエナ

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査方法

記録確認

備 考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。 ※ 3:適合性確認検査成績書の識別番号

検査

結果
検査年月 日

年

月 日

月

年

、日

月

年

日

月

年

日

月

年

日

月

年

日

月

年

日

月

年

日

測定値

(■lm)

許容値
※2

(■lm)

主要寸法

(Hlm)
検査対象

胴内径

胴板厚 さ

鏡板厚さ

鏡板の内面における

長径

鏡板の内面における

短径の 2分の 1

ふたフランジ厚 さ

八日管台外径

入口管台厚さ

鏡板の形状に係る寸法Bb海水ス トレーナ

郭
草
ゆ
華
―

∞
―
ミ



Ｎ
ω

高浜発電所第 2号機

寸法検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所、みすず精工株式会社 信州工場

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 ろ過装置 海水ス トレーナ

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査方法

記録確認

備 考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)に よる。 ※ 3:適合性確認検査成績書の識別番号

検査

結果
検査年月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

測定値

(■lm)

許容値
※2

(■lm)

主要寸法

(■lm)
検査対象

出口管台外径

出口管台厚さ

ドレン管台外径

ドレン管台厚さ

胴フランジ厚さ

高 さ

Bb海水ス トレーナ

郭
草
埒
華
―
∞
―
∞



添付資料-4-1

高浜発電所第 2号機

外観検査記録
検査場所 i関西電力株式会社高浜発電所

みすず精工株式会社 信州工場

株式会社北海鉄工所 岸和田工場

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 ろ過装置 海水ス トレーナ

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・Jl生能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐

食、浸食)がないこと。     (

検査対象 検査年月 日
検査

結果
検査方法

Aa海 水ス トレーナ
年

月 日

目視/
記録確認

Ab海 水ス トレーナ
年

月 日

目視/
記録確認

Ba海水ス トレーナ
月

年

日

目視/
記録確認

Bb海 水ス トレーナ
月

年

日

目視/
記録確認

備 考

・塗装及び内面ライ■ング施工前の状態で確認。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )に よる。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :

27



添付資料二4-2

高浜発電所第 2号機

外観検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 ろ過装置 海水ス トレーナ

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・サ
l生能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐

食、浸食)が ないこと。

検査対象 検査年月 日
検査

結果
検査方法

Aa海 水ス トレーナ
年

月 日

目視/
記録確認

Ab海 水ス トレーナ
年

月 日

目視/
記録確認

Ba海水ス トレ‐ナ
年

月 日

目視/
記録確認

Bb海水ネ トレーナ
年

月 日

目視/
記録確認

備 考

・組立て及び据付け状態で確認。

・記録確認 は、申請者の品質記録 (※ )に よるも

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 f

28



添付資料-5

高浜発電所第 2号機

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 ろ過装置 海水ス トレーナ

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 検査年月 日
検

結

査

果
検査方法

Aa海 水ス トレーナ
年

月 日

目視/
記録確認

Ab海 水ス トレ=ナ
年

月 日

目視/
記録確認

B五 海水ス トレーナ
年

月 日

目視/
記録確認

Bb海水ス トレーナ
年

月 日

目視/
記録確認

備 考

・ フランジ部の施工状態の確認については、申請者の品質記録 (※ )に よる。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )に よる。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :
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∞
〇

高浜発電所第 2号機

耐圧検査、漏えい検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所、みすず精工株式会社 信州工場

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 ろ過装置 海水ス トレーナ

判定基準 :・ 検査圧力に耐え、かつ、異常がないこと。 ・著 しい漏えいがないこと。

検査方法

目視/
記録確認

目視/
記録確認

目視/
記録確認

目視/
記録確認

備 考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 2)による。  ※ 2:適合性確認検査成績書の識別番号 :

検査結果検査年月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

月

年

日

水圧、気

圧

区分

水圧

水圧

水圧

水圧

漏 えい検査時

圧力

(MPa)

保持時間

(min)

耐圧検査時

圧力

(MPa)

●

耐圧検査

規定圧カ

(MPa)

最高使用圧力

(MPa)
検査対象

Aa海水ス トレーナ

Ab海水ス トレーナ

Ba海水ス トレーナ

Bb海水ス トレーナ

郭
草
が
華
卜
⑤



添付資料 -7

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査用計器下覧表

検査年月 日 : 年  月  日

検査項 目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月 日

有効期限
備 考
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資料 1-1

工事計画本文

原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷去「設備 ろ過装置

変 更 後
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検査範囲図 (1/2)
(以 下、「検査範囲図」は申請者の情報を基に作成 したものである。)

∝
∞

検吉ヽ純μ叫図 (系統口)

聯
革

Ｎ
Ｉ

畔



資料 2-2
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資料 3

耐圧検査、漏えい検査要領

1.昇降圧曲線

(申 請者の情報を基に作成 したものである。)

時 間 (min)

検査圧力

圧

力

(MPa)

2.検査条件

漏えい検査

保持 10分

検査対象
最高使用圧力

(MPa)

検査圧力

(MPa)

保持時間

(mi

n)

水圧 /気圧

区分

Aa海 水ス トレエナ

Ab海 水ス トレーナ

Ba海水ス トレーナ

Bb海水ス トレーナ

10 水 圧

５
―
十っ
０



資料 4

検査用計器一覧表

(申 請者の情報を基に作成 したものである。)

検査項 目 検査用計器 測定範囲 測定精度 備 考

耐圧検査、

漏えい検査
圧力計

36



関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

構造、
‐
強度又は漏えいに係る

使用前検査実施要領書

施 設 名 :原子炉冷却系統施設

系 Ⅶ 名 :原子炉補機冷却設備

I主配管 (常設)

要領書番号 :原規規収第 1610072号 2-08

平成 31年 2月

原子力規制委員会



改訂履歴

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

構造、強度又は漏えいに係る使用前検査

施 設 名 :原子炉冷却系統施設

要領書番号 :原規規収第 1610072号 歩08

回 年 月 相 改訂箇所、改訂内容及び改訂理由

平成 31年 2月 26日 制定
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I検査目的及び項目

本検査は、核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律 (昭和 32年法律第 166

号)第 48条の 3の 11第 1項に基づき実施する実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規則

(昭和 53年通商産業省令第 77号)第 16条の表第 1号の工事の工程に係る使用前検査につい

て、原子炉冷却系統施設が、認可した工事計画に従い製作され、据付けされ、原子力規制委員会

規則で定める技術基準 (※)に適合するものであることを確認するもので、以下の検査|を実施す

る。                             I

1材料検査             |

2寸法検査

3タト観検査

4組立て及び据付け状態を確認する検査

5耐圧検査、漏えい検査

※ :原子力規制委員会規則で定める技術基準とは、実用発電用原子炉及びその附属施設

の技術基準に関する規則 (平成 25年原子力規制委員会規則第 6号。以下「技術基準」

という。)である。本検査に関する条項は第 17条、第 21条第 1項、第 33条、第

55条、第 58条第 1項、第 62条、第 69条、第 64条第 1項及び第 2項、第 65

条並びに第 71条であり、上記検査項目に係る事項について確認する。

Ⅱ 検査場所

関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦



Ⅲ 検査範囲   i
l検査対象施設及び範囲

検査対象施設及び範囲は、工事計画に記載された下記の施設とする。

(詳細は、資料 1「工事計画本文」及び資料 2「検査範囲図」参照)

高浜発電所第 2号機

発電用原子炉施設

2工事計画認可・届出関係

上記以降の変更については、検査時に使用前検査申請書の変更申請により確認する。

2

名称 個数

原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設)

一式

認可番号
―

(認可年月日)

工事計画の認可番号 :原規規発第 1606105号

(平成 28年 6月 10日 )

工事計画変更の認可番号 :原規規発第 1707192号

(平成 29年 7月 19日 )

原規規発第 18013114号

(平成 30年 1月 31日 )

原規規発第 1806276号

(平成 30年 6月 27日 )

原規規発第 1808064号 ´

(平成 30年 8月 6日 )

原規規発第 1811266号

 ́       (平 成 30年 11月 26日 )

原規規発第 1901282号

(平成 31年 1月 28日 )



Ⅳ 検査方法

1共通事項

(1)使用前検査申請書の確認

① 検査前確認事項

a  本検査に係る使用前検査申請書 (変更申請を含む。)が準備されていることを確認

すると

b 検査をする工事の工程、期日及び場所が申請書どおりであることを確認する。

c 工事計画の認可、届出番号の記載が適切であることを確認する。
'

2材料検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

(2)検査手順

申請者の品質記録により、工事計画に記載されている材料が使用され、かつ、技術基準に

適合していることを確認する。

3寸法検査        ′ ′

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

③ 検査用計器が校正されており有効期限内であること及び必要な測定範囲、測定精度を

有していることを確認する。

(2)検査手順

申請者の品質記録により、工事計画に記載されている主要寸法を確認すると

4外観検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

(2)検査手順

目視又は申請者の品質記録により、各部の外観を確認すると

(詳細は資料 2「検査範囲図」参照)

3



5組立て及び据付け状態を確認する検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。
l 

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

(2)検査手順

目視又は申請者の品質記録により、機器等の組立て及び据付け状態を確認する。

(詳細は資料 2「検査範囲図」参照)

6耐圧検査、漏えい検査

(1)検査前確認事項      ―

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

③ 検査用計器が校正されており有効期限内であること及び必要な測定範囲、測定精度を

有していることを確認する。             
′

④ 系統構成が完了していることを確認する。

(2)検査手順

目視又は申請者の品質記録により、技術基準の規定に基づく検査圧力で 10分保持した

後、検査圧力に耐え、かつ、異常がないことを確認する。耐圧検査終了後、技術基準の規定

に基づく検査圧力により、著しい漏えいがないことを確認する。

V判定基準

1材料検査

工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

.2寸 法検査

各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

3外観検査

有害な欠陥 (表面に機能・サ
l生能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、浸食)

がないこと。

4組立て及び据付け状態を確認する検査

ェ事計画のとおりであり、技術基準に適合することも    !
5耐圧検査、漏えい検査

。検査圧力に耐え、かつ、異常がないこと。

・著しい漏えいがないこと。

4



立会区分表

備考

検査項目※1

耐圧検査、

漏えい検査

A/B※ 2

組立て及び据付け

状態を確認する検査

A/B※ 2

外観検査

A/B※ 2

寸法

検査

B

材料

検査

B

技術基準

の区分

クラス 3

SAク ラス 2

耐震

クラス

S,C

系統名

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設)

施設名

原子炉冷却系統施設

※ 1:記号説明  本/B:抜取立会検査

B:記録確認検査

※2:抜取立会検査における立会は、検査項目ごと1回以上とすると

遭
粛

Ｐ



月町和氏2

関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

構造(強度又は漏えいに係る

使用前検査成績書

施 設 名 :原子炉冷却系統施設

系 統 名 i原子炉補機冷却設備

主配管 (常設)

要領書番号 :原規規収第 1610072号 2-OS

年

原子力規制委員会

月

6



使用前検査成績書

1発電所名   ｀
関西電力株式会社高浜発電所第2号機

2検査の種類   構造、強度又は漏えいに係る使用前検査

3検査申請    使用前検査申請番号

4検査期日

5検査場所 関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

6検査範囲 高浜発電所第 2号機

発電用原子炉施設

原子庁冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主酉己管 (常設)

7′ 検査実施者   検査実施者二覧表のとィおり

8検査結果    検査結果一覧表のとおり

月

　

月

年

年

自

室

日

　

日

7



9添付資料 使用前検査記録     .
1検査前確認事友  :       |
2材料検査記録

3寸法検査記録

4外観検査記録            !
5組立て及び据付け状態を確認する検査記録

6耐圧検査、、漏えい検査記録

7検査用計器一覧表

8



検査実施者‐覧表

く0

特記事項検査立会責任者 印

主任技術者

主任技術者

主任技術者

原子力施設検査官 印検査年月日

年

日月

年

日月

年

月 日



検査結果一覧表

系統名 :原子炉補機冷却設備

主配管 (常設 )

μ
Ｏ

備  考
耐圧検査、

漏えい検査

年

月   日

年

月 日

年

月   日

組立て及び据付け状

態を確認する検査

年

月   日

年

月 日

年

日月

外観検査

年

日月

年

日月

年

日月

寸法検査

年

月 日

年

月 日

年

月 日

材料検査

年

月 日

年

月 日

年

月 日

検査項目

検査 日

結果

検査 日

結果

検査 日

結果



添付資料-1下 1

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項
共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含むЬ)が準備されてい

ること。   |

記録確認

年

月 日

使用前検査成績書の「3検

査申請」に申請番号 (変更

申請番号を含む。)を記載す

る。

年

月   日

年

月   日

検査をす る工事の工

程(期 日及び場所が申

請書 どお りであるこ

とと      ,   i

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

工事計画の認可、届出

番号の記載が適切であ

ること。 I

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

11



添付資料-1-2

材料検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていることb

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備 さ

れていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

12



添付資料-1-3

寸法検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

年

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備 さ

れていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

検査用計器が校正され

てお り有効期限内であ

ること及び必要な測定

範囲、測定精度を有 し

ていること。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

13



添付資料-1二 4

外観検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備 さ

れていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

14



添付資料-1〒 5

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

組立て及び据付け状態を確認する検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備 さ

れていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

15



添付資料-1-6

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

耐圧検査、漏えい検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
｀ 記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備 さ

れていることを
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

検査用計器が校正 され

てお り有効期限内であ

ること及び必要な測定

範囲、測定精度を有 し

ていること。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

系統構成が完了してい

ることと

立会/

記録確認

年

月   日

立会/

記録確認

年

月   日

立会/

記録確認

年

月   日

16



添付資料-2-1

高浜発電所第 2号機

材料検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設):一式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 材料 検査年月日
検査

結果
検査方法

充てん/高圧注入ポンプ室
A、 B空調装置冷却戻リライン

合流点

1次系機器冷却水戻り母管合流点
充てん/高圧注入ポンプ室

A、 B空調装置より

STPT370
年

月   日
記録確認

B余熱除去ポンプ

B余熱除去ポンプ出日配管分岐点
STPT370

年

月   日
記録確認

B余熱除去ポンプ出日配管分岐点

B余熱除去ポンプ出日配管分岐点
下流レジューサ (2× 11/2)

STPT370
年

月   日
記録確認

チ書(2MOV-5160B)
下流レジュエサ (12× 8)

1次系機器冷却水母管合流点
格納容器循環冷暖房ユニット戻り

STPT370
年

月   日
記録確認

充てん/高圧注入ポンプ A、 B、 C

出日配管合流点及び
B充てん/高圧注入ポンプ
冷却水出日配管分岐点

充てん/高圧注入ポンプ室 A、 B
空調装置冷却戻リライン合流ッ煮

STPT370
年

月   日
記録確認

備考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :

17



添付資料-2-2

高浜発電所第 2号磯

材料検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

原子炉柿機冷去「設備

主配管 (常設):一式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 材料 検査年月日
検査

｀
結果

検査方法

B充てん/高圧注入ポンプ
出日配管合流′煮

B充てん/高圧注入ポンプ
冷去「水出日配管分岐点

STPT370
年

月   日
記録確認

B余熱除去ポンプ出日配管分岐点

B余熱除去ポンプ海水排水用ホース
上流側取合点

STPT870
年

月   日
記録確認

B充てん/高圧注入ポンプ冷却水
出日配管分岐点

B充てん/高圧注入ポンプ
海水り常水用ホエス上流側取合点

STPT370
年

月   日
記録確認

B充てん/高圧注入ポンプ
海水りF水用ホース下流側取合点

屋外放出端

STPT370
年

月   日
記録確認

格納容器貫通部 PEN帯 257

出日配管分岐点

屋外放出端

STPT370
年

月   日
記録確認

備考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :

18



ド
Ｏ

高浜発電所第 2号機

寸法検査記録
検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査方法

記録確認

備 考  ´

※ 1:公称値  ※2:許容値は工事計画による6

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。

※3:適合性確認検査成績書の識別番号 :

検査

結果
検査年月日

年

月 日

厚 さ(mm)

測定値許容値
※2

5.2

6.8

主要
※1

寸法

6。 0

外径 (■1■m)

測定値許容値
※2

113。 1

115。5

主要
※1

寸法

114.3

検査対象

充てん/高圧注入ポンプ室

A、 B空調装置

冷却戻リライン合流点 ´

1次系機器冷却水

戻り母管合流点

充てん/高圧注入ポンプ室

A、 B空調装置より

郭
草
が
華
ｌ
ω
ｌ

岸



Ｎ
Ｏ

高浜発電所第 2号機

寸法検査記録
検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査方法

記録確認

備 考

※ 1:公称値、 ※ 2:許容値は工事計画による。※3:最小値 ※4:エルボを示す。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 5)による。

※ 5:適合性確認検査成績書の識別番号 :

検査

結果
検査年月日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

厚さ(mm)

測定値

※ 3

※ 3

/

/
※ 3

※ 3

/

/
※ 3

諮 ぴ 2

3.2

4.2

3.2以上

3.2以上

/

/
3,2以上

3.2以上
/

/
3.2以上

主要
※l

寸法

3.7

3.7※
4

3.7

/

/
3,7

3.7

/

/
3,7

糀  (mm)

測定値

/

/

/

/

許容値
※2

47.8

4818

47.5

49.9

47.5～49,9

/

/
47.5～49.9

47.5～49.9

/

/
4718～ 50。 2

主要
※1

寸法

48.3

48.3挙
4

48。 3

/

/
48.3

4813

/

/
48.6

検査対象

B余熱除去ポンプ

B余熱除去ポンプ

出日配管分岐点

郭
草
が
華
―
∞
―
］



囀
ド

高浜発電所第 2号機

寸法検査記録
検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 i原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査方法

記録確認

備 考

※ 1:公称値  ※2:許容値は工事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。

※ 3:適合性確認検査成績書の識別番号 :

検査

結果
検査年月日

年

月 日

厚 さ(4■m)

測定値許容値挙2

3.2

4.2

主要
※1

寸法

3.7

外径(mm)

測定値許容値狗

47.8

48.8

主要
※l

寸法

48.3

検査対象

B余熱除去ポンプ

出日配管分岐点

B余熱除去ポンプ

出日配管分岐点

下流レジューサ(2× 11/2)

郭
尊
浴
華
ｌ
ω
ｌ
∞



酌
］

検査方法
査

果

検

結
検査年月日

月

年

日

月

年

日

10。 7

8,3

8,3以上

8.3以上

/
9,0以上

/
8,3以上

厚さ(mm)

主要
※l

寸法

9.5

9,5※
4

測定値許容値
※2

321.3

326.5

320,7

327。9

320,7～ 327.9

/
315。 3～322.5

1/
320,7～ 327.9

主要
※1

寸法

323。 9

323.9

/
318.5

/
323.9

寸法検査記録

高浜発電所第 2号機

弁(2MOV‐ 5160B)

下流レジュ▼サ(12× 81

1次系機器冷却水

母管合流点

格納容器循環

冷暖房ユニット戻 り

備 考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。※ 3:最小値 ※4:エルボを示す。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 5)に よる。

※5:適合性確認検査成績書の識別番号 :

郭
尊
婿
華
―
∞
―
ふ



囀
∞

高浜発電所第 2号機

寸法検査記録
検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):二式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査方法

記録確認

備 考

※ 1:公称値  ※2:許容値は工事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)に よる。

※8:適合性確認検査成績書の識別番号 :

検査

結果
検査年月日

年
'日

月

厚さ(ninil

測定値許容値
※2

4.8

6.2

主要
※l

寸法

515

外径(11■m)

測定値許容値
※2

88.0

89.8

主要
※1

寸法

88.9

検査対象

充てん/高圧注入ポンプ

A、 B、 C
出日配管合流点及び

B充てん/高圧注入ポンプ

冷却水出日配管分岐点

充てん/高圧注入

ポンプ室 A、 B空調装置

冷却戻リライン合流点

郭
尊
埒
羊
―
∞
ｌ
ｍ



Ю
ト

高浜発電所第 2号機

寸法検査記録
検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設) 一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査方法

記録確認

備 考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。※ 3

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 4)による。

※4:適合性確認検査成績書の識別番号 :

最小値

検査

結果
検査年月日

年

月 日

年

月 日

厚 さ(mコ3)

測定値

※ 3

/

/
※ 3

許容値
※2

4.8

6.2

4.8以上

/

/
3。4以上

主要
※1

寸法

5.5

5,5

/

/
3。9

雉 (4■m)

測定値

/

/

許容値
※2

88.0

89,8

87.3～90.5

/

/
59.7～62.1

主要
※1

寸法

88.9

88.9

/

/
60. 5

検査対象

B充てん/高圧注入ポンプ

出日配管合流点

B充てん/高圧注入ポンプ

冷却水出日配管分岐点

・郭
奪
歴
華
卜
∞
ｌ
③



Ю
働

査

果

検

結
検査年月日

月

年

岬

許容値
※2

厚 さ

主要
※1

寸法

3.7

測定値許容値
※2

48。 1

49。 1

47.8

50。 2

主要
※1

寸法

寸法検査記録

高浜発電所第 2号機

B余熱除去ポンプ

出日酉己管分岐点

B余熱除去ポンプ

海水」F水用ホース

上流側取合点

備 考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。※3:最小値

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 5)に よる。

※5:適合性確認検査成績書の識別番号 :

※4:エルボを示す。

郭
尊
浴
華
―
∞
―
預



Ю
ω

高浜発電所第 2号機

寸法検査記録
検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :各部の主要寸法の浪1定値が許容寸法を満足すること。

検査方法

記録確認

備 考
※1:公称値  ※2:許容値は工事計画によると※3:最小値 ※4:エルボを示す。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 5)に よる。

※5:適合性確認検査成績書の識別番号 :

検査

結果
検査年月日

年

月 日

年

月 日

厚さ(mm)

測定値

※ 3

許容値
※2

3.4

4。4

3.4以上

主要
※1

寸法

3,9

3.9※
4

夕倖窪頃五n■)

測定値許容値
※2

59.8

61.2

59,7

62.1

主要
※1

寸法

60.5

60.5※
4

検査対象

B充てん/高圧注入ポンプ

冷却水出日配管分岐点

B充てん/高圧注入ポンプ

海水排水用ホース

上流側取合点

郭
奪
蛤
華
―
∞
―
∞



Ｎ
ミ

高浜発電所第 2号機

寸法検査記録
検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 ,各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査方法

記録確認

備 考

※ 1:公称値  ※2:許容値は工事計画による。※3:最小値 ※4:エルボを示す。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 5)に よる。

※5:適合!性確認検査成績書の識別番号 :

検査

結果
検査年月日

年

日月

年

日月

年

日月

年

日月

厚さ(m■11)

測定値

※ 3

※ 3

/

/
※ 3

許容値
※2

3.4

4.4

5。2

6.8

5。2以上

5。2以上

/

/
3。4以上

主要
※l

寸法

3.9

610

6,0※
4

6.0

/

/
3.9

外径(11■m)

測定値

/

/

許容値
※2

59.8

61.2

l13.1

115.5

112.7

115。9

112.7-115。 9
・ /

/
59.7～ 62.1

主要
※l

寸法

60。 5

11413

l14.3※
4

1 14。 3

/

/
60.5

検査対象

B充てん/高圧注入ポンプ

海水」F水用ホース

下流側取合点

屋外放出端

郭
尊
聯
華
卜
∞
ｌ
⑬
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高浜発電所第 2号機

寸法検査記録
検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査方法

記録確認

備 考

※ l:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。※ 3i最小値 ※4:エルボを示す。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 5)に よる。

※5:適合性確認検査成績書の識別番号 :

検査

結果
検査年月日

年

月 日

年

月 日

年

日月

厚 さ(4■m)

測定値

※ 3

※ 3

/
※ 3

許容値
※2

7.1

9,3

7.1以上

9.0以上

/
7.1以上

主要
※1

寸法

8.2

8.2※
4

10.3

/
8。 2

雉  (mJal)

測定値許容値 2`

214.5

218。 1

214.7

218,7

315`3～ 322.5

/
214.7～ 218.7

主要
※1

寸法

216.3

216.3※
4

318.5

/
216.3

検査対象

格納容器貫通都

PEN#257
出日配管分岐〕点

屋外放出端

郭
草
が
華
卜
∞
ｌ

μ
ｏ



添付資料二4-1

高浜発電所第 2号機

外観検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設):一式

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能 。ll生能に影響を及ばすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、浸食)

がないこと。

検査姑象 検査年月日
検査

結果
検査方法

充てん/高圧注入ポンプ室
A、 B空調装置冷却戻リライン合流点

1次系機器冷却水戻 り母管合流,点

充てん/高圧注入ポンプ室 A、 B空調装置より

年

月   日

・
目視/

記録確認

B余熱除去ポンプ

B余熱除去ポンプ出日配管分岐点

年

月   日

目視/
記録確認

B余熱除去ポンプ出日配管分岐点

B余熱除去ポンプ出日配管分岐点
下流レジュ■サ (2× 11/2)

年

月   日

目視/

記録確認

弁 (2MOV-5160B)

下流 レジューサ (12× 8)

1次系機器冷却水母管合流点
格納容器循環冷暖房ユニット戻 り

年

月, 日

目視/

記録確認

充てん/高圧注入ポンプ A、 B、 C
出日配管合流点及び

B充てん/高圧注入ポンプ冷却水出日配管分岐点

充てん/高層注入ポンプ室 A、 B
空調装置冷却戻リライン合流点

年

月   日

目視/

記録確認

備考

,記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :
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添付資料-4下 2

高浜発電所第 2号機

外観検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

原子炉柿機冷却設備

主配管 (常設):一式

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能 。Jl生能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形(腐食、浸食)

がないこと。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

B充てん/高圧注入ポンプ出日配管合流点

B充てん/高圧注入ポンプ冷却水出日配管分岐点

年

月 : 日

目視/
記録確認

B余熱除去ポンプ出日配管分岐点

B余熱除去ポンプ海水排水用ホース上流側取合点

年

月   日

目視/
記録確認

B充てん/高圧注入ポンプ冷却水出日配管分岐点

B充てん/高圧注入ポンプ
海水排水用ホース上流側取合点

年

月   日

目視/

記録確認

B充てん/高圧注入ポンプ
海水排水用ホース下流側取合点

屋外放出端

年

月   日

目視/
記録確認

格納容器貫通部 PEN洋257出 日配管分岐点

屋外放出端

年

月   日

目視/
記録確認

備考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :

30



添付資料-5-1

高浜発電所第 2号磯

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設):一式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査姑象 検査年月日
検査

結果
検査方法

充てん/高圧注入ポンプ室
A、 B空調装置冷却戻リライン合流点

1次系機器冷却水戻り母管合流点
充てん/高圧注入ポンプ室 A、 B空調装置より

年

月   日

目視/

記録確認

ど余熱除去ポンプ

B余熱除去ポンプ出日配管分岐点

年

月   日

目視/

記録確認

B余熱除去ポンプ出日配管分岐点

B余熱除去ポンプ出日配管分岐点
下流レジューサ (2× 11/2)

年

月   日

目視/

記録確認

弁 (2MO卜 5160B)

下流レジューサ (12× 8)

1次系機器冷却水母管合流点
格納容器循環冷暖房ユニット戻 り

年

月   日

目視/
記録確認

充てん/高圧注入ポンプ A、 B、 C

出日配管合流点及び
B充てん/高圧注入ポンプ冷却水出日配管分岐点

充てん/高圧注入ポンプ室 A、 B

空調装置冷却戻リライン合流点

年

月   日

目視/
記録確認

備考

,記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :
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添付資料-5-2

高浜発電所第 2号機

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高深発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設):一式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

B充てん/高圧注入ポンプ出日配管合流点

B充てん/高圧注入ポンプ冷却水出日配管分岐点

年

月   日

目視/
記録確認

B余熱除去ポンプ出日配管分岐′煮

B余熱除去ポンプ海水排水用ホース上流側取合点

年

月   日

目視/

記録確認

B充てん/高圧注入ポンプ冷却水出日配管分岐点

B充てん/高圧注入ポンプ
海水排水用ホース上流側取合点

年

月   日

目視/

記録確認

B充てん/高圧注入ポンプ
海水排水用ホマス下流側取合点

屋外放出端

年

月   日

目視/

記録確認

格納容器貫通部 PEN洋 257出 日配管分岐,煮

十屋外放出端

年

月   日

目視/

記録確認

備考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。

※ :適合ll生確認検査成績書の識別番号 :
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高浜発電所第 2号機

耐圧検査、漏えい検査記録
検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :・ 検査圧力に耐え、かつ、異常がないこと。

・著 しい漏えいがなぃこと。  |

検査方法

目視/

記録確認

目視/

記録確認

備考

※ 1:重大事故等時における使用時の値

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 2)に よる。

※ 2:適合性確認検査成績書の識別番号 :

検査

結果
検査年月 日

年

月   日

年

月   日

水圧、気圧

区分

水圧

水圧

漏えい

検査時圧力

(卜IP a)

保持

時間

(分 )

耐圧検査時

圧力

(MPa)

耐圧検査

規定圧力

(MPa)

1.47

1.47

最高使用

圧力

(MPa)

0,98

0。 98

1.2※
l

検査対象

充てん/高圧注入ポンプ室
A(B空調装置冷却戻リライン

合流点

1次系機器冷却水戻り母管合流点
充てん/高圧注入ポンプ室

A、 B空調装置より

B余熱除去ポンプ

B余熱除去ポンプ出日配管分岐点

郭
車
が
華
ｒ
ｏ
ｌ

岸
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高浜発電所第 2号機

耐圧検査、漏えい検査記録
検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :・ 検査圧力に耐え、かつ、異常がないこと。

・著しい漏えいがないこと。

検査方法

目視/

記録確認

目視/

記録確認

備考 :

※ 1:重大事故等時における使用時の値

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 2)に よる。

※ 2:適合性確認検査成績書の識別番号 :

検査

結果
検査年月 日

年

月   日

年

月   日

水圧、気圧

区分

水圧

水圧

漏えい

検査時圧力

(ⅢllP a)

保持

時間

(分 )

耐圧検査時

圧力

(MPa)

耐圧検査

規定圧力

(MPa)

1.47

1 2

最高使用

圧力

(MPa)

0。 98

0.98※
1

112※
1

検査対象

B余熱除去ポンプ出日配管分岐点

B余熱除去ポンプ出日配管分岐点
下流レジューサ (2× 11/2)

デ書(2MOV-5160B)
下流レジューサ (12× 8)

1次系機器冷却水母管合流点
格納容器循環冷暖房ユニット戻 り

鶉
草
が
華
ｌ
ｏ
引
Ｎ
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高浜発電所第 2号機

耐圧検査、漏えい検査記録
検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :・ 検査圧力に耐え、かつ、異常がないこと。

・著 しい漏えいがないこと。

検査方法

目視/

記録確認

.目 視/

記録確認

備考 :

※ 1:重大事故等時における使用時の値。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 2)による。

※ 2:適合性確認検査成績書の識別番号 :

検査

結果
検査年月日

年

月   日

年

月   日

水圧、気圧

区分

水圧

水圧

漏えい

検査時圧力

(ⅢllP a)

保持

時間

(分 )

耐圧検査時

圧力

(MPa)

耐圧検査

規定圧力

(WIP a)

1,47

1.47

最高使用

圧力

(ⅢllP a)

0。 98

0。 98

1。 2※ |

検査対象

充てん/高圧注入ポンプ A、 B、 C

出日配管合流点及び
B充てん/高圧注入ポンプ
冷却水出日配管分岐点

充てん/高圧注入ポンプ室 A、 B
空調装置冷却戻リライン合流点

B充てん/高圧注入ポンプ
出日配管合流点

B充てん/高圧注入ポンプ
冷却水出日配管分岐点

鶉
草
が
華
ｌ
③
ｌ
ω
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高浜発電所第 2号機

耐圧検査、漏えい検査記録
検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :・ 検査圧力に耐え、かつ、異常がないこと。

・著しい漏えいがないこと。

検査方法

目視/

記録確認

目視/

記録確認

備考

※ 1:重大事故等時における使用時の値。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 2)による。

※ 2:適合性確認検査成績書の識別番号 :

検査

結果
検査年月日

年

月   日

年

月   日

水圧、気圧

区分

水圧

漏えい

検査時圧力

("【 Pa)

保持

時間

(分 )

耐圧検査時

圧力

(Ⅲ生Pa)

耐圧検査

規定圧力

(Ⅳ【Pa)

1.2

1.2

最高使用

圧力

(ⅢllP a)

1.2※
1

1.2※
1

検査対象

B余熱除去ポンプ出日配管分岐点

B余熱除去ポンプ海水JF水用ホース
上流側取合点

B充てん/高圧注入ポンプ冷却水
出日配管分岐点

B充てん/高圧注入ポンプ
海水排水用ホース上流側取合点

募
草
澪
華
ｌ
ω
ｌ
ト



∞
預

高浜発電所第 2号機

耐圧検査、漏えい検査記録
検査場所 関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :・ 検査圧力に耐え、かつ、異常がないこと。

・著 しい漏えいがないこと。

検査方法

目視/

記録確認

目視/
記録確認

目視/
記録確認

備考

※ 1:重大事故等時における使用時の値  ※ 2:配管の高低差の水頭圧を考慮 した圧力以上 (0。 2MPa)と する。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。

※ 3:適合性確認検査成績書の識別番号 :

検査

結果
検査年月日

年

月   日

年

月   日

年

月 日

水圧、気圧

区分

気圧

気圧

水圧

漏えい

検査時圧力

(MPa)

保持

時間

(分 )

耐庄検査時

圧力

(MPa)

耐圧検査

規定圧力

(ⅢTIP a)

0※
2

0※
2

1.2

最高使用

圧力

(ヽlP a)

0※
1

0※
1

1.2※
I

検査対象

B充てん/高圧注入ポンプ
海水排水用ホ‐ス下流側取合点

屋外放出端

格納容器貫通部 PEN#257
出日配管分岐点

屋外放出端

辣
草
が
華
ｌ
③
ｌ
伽



高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表

添付資料-7

検査年月日 : 年  月  日

検査項目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期限
備考

38



工事計画本文

(以下、「工事計画本文」は申請者の情報を基に作成したものである。)

原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設 )

(1/18)

ω
Ｏ

が
華

岸
―
岸

変 更 後

材  料

変更なし

STPT370 1

厚   さ

(■LIl)

(注 3)

6.0

外  径

(■lm)

(注 3)

114。 3

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

最高使用

圧  力

(MPa)

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

STPG42

厚   さ

(■Hl)

(注 3)

6.0

外  径

(llHl)

(注 3)

114.3

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

圧  力

(MPa)

(注2)

0。 98

名 称

(注40)

充てん/高圧

注入ポンプ室

A、 B空調装置

冷却戻 リライン

合流点

1次系機器冷却水

戻 り母管合流点

充てん/高圧

注入ポンプ室

A、 B空調装置より

原
子
炉
ネ甫
機
冷
却
設
備

“

:検査姑象



(2/18)

変 更 後

材  料

変更なし

STPT370
2

STPT370

(注5,6)

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相当)

厚   さ

(llln)

(注3)

3.7

(注3,6)

3.7

(注5,6)

(最小 )

5:5

(注3)

(5r5)

外  径

(■ lEl)

(注3)

48.3

(注 3,6)

48.:3

(注3,5,6)

(差し込み

部の内衛

48.7

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

(注4)

95

最高使用

圧  力

(MPa)

変更なし

く注4)

1.2

(注4)

1.2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

(注43)

STPG42

STPG42

厚   さ

(■lm)

(注3,43)

2.8

(注 3)

3,7

外  径

(llШl)

(注3,43)

21.3

(注 3)

48.3

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 2)

0。 98

名 称

(注 49)

B余熱除去ポンプ

B余熱除去ポンプ

出日配管分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

卜
〇

日   日 :検査対象



(3/18)

卜
Ｐ

変 更 後

材  料

(注 5)

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相 当 )

2
STPT370

厚   さ

(■ lal)

(注 5)

(最小 )

4.0

/
(最小)

4,0

(注 3)

(4.0

/
4.0)

(注3)

3,7

/

/
3.7

外  径

(■ lEl)

(注 3,5)

(穴径 )

15,4

/
(穴径)

15。 4

(注 3)

48.3

/

/
48.3

最高使用

温  度

(℃ )

(注 4)

95

最高使用

圧  力

(MPa)

(注4)

1.2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 詭

材  料厚   さ

(■ lEl)

外  径

(■Шl)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(MPa)

名 称

(注 49)

B余熱除去ポンプ

B余熱除去ポンプ

出日配管分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

1   日 :検査対象



(4/18)

変 更 後

材  料

2
STPT370

厚   さ

(■ lEl)

(注3)

3.7

/

/
3,7

外  径

(■Ⅲl)

(注 3)

48.3

/

/
48.6

最高使用

温  度

(℃ )

(注4)

95

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 4)

1.2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料厚   さ

(Hと■1)

外  径

(■ lHl)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(MPa)

名 称

(注 49)

B余熱除去ポンプ

B余熱除去ポンプ

出日配管分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

卜
Ю 車 検査対象



5 18 )/(

卜
∞

変 更 後

材  料

(注5)

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C!

相当)

厚   さ

(■Hl)

(注5)

(最小)

5:5

/

/
(最小)

5.5

(注3)

(5:5

/

/
5.5)

外  径

(HHl)

(注3,5)

(差し込み

部の船

48,7

/

/

(差し込み

部の内衛

48,7

最高使用

温  度

(℃ )

(注4)

95

最高使用

圧  力

(MPa)

(注4)

1 2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料厚   さ

(HHl)

外  径

(■Hl)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(MPa)

名 称

(注49)

B余熱除去ポンプ

B余熱除去ポンプ

出日配管分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備



ト
ト

変 更 後

材  料

変更なし

STPT370 3

厚    さ

(lllm)

(注3)

3.7

外  径

(■ ull)

(注 3)

48,3

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

最高使用

圧  力

(MPa)

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

STPG42

厚   さ

(mm)

(注3)

3.7

外   径

(IIHl)

(注 3)

48,3

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

圧  力

(MPa)

(注2)

0。 98

名 称

(注49)

B余熱除去ポンプ

出日配管分岐点

B余熱除去ポンプ

出日配管分岐点

下流

レジューサ

(2× 11/2)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

(6/18)

検査姑象

“



(軽微変更前 :原規規発第 1606105号 )

卜
い

(7/18)

変 更 後

材  料

変更なし

STPT370

(注6)

STPT370

変更なし

STPT370

(注 5,6)

STPT42

STPT370

厚   さ

(■ l阻)

(注 3)

9.5

(注 3,6)

9.5

(注3)

9,5

(注3,岳 6)

9.5

(注 3)

9.5

/

10.3

/

9.5

外  径

(■ lm)

(注 3)

323.9

(注 3,6)

323.9

(注3)

323.9

(注3,5,6)

323.9

(注 3)

323.9

/
318.5

/
323.9

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

(注 4)

161

(注4)

161

変更な し

(注4)

161

(注 4)

161

最高使用

圧  力

(MPa)

変更なし

(注 4)

0。 98

変更なし

く注4)

1.2

(注 4)

1 2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
～機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

STPG42

STPG42

厚   さ

(■lm)

(注 3)

9.5

(注 3)

9.5

外  径

(■lm)

(注 3)

323.9

(注 3)

323,9

最高使用

温  度

(℃ )

95

95

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 2)

0,98

(注 2)

0。 98

名 称

(注 62)

チ書(2MOV-5160B)

下流

レジューサ

(12× 8)

1次系機器冷却水

母管合流点

格納容器循環

冷暖房ユニット

戻 り

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備



(軽微変更後 :関原発第 123号 平成 30年 5月 24日 提出) (8/18)

卜
ω

変 更 後

材「  料

(

0,98 161 変更なし

4

変更なし

4

変更なし

4

厚   さ

(■ lln)

外 径

(■lm)

最高使用

温  度

(℃ )

(注4)

161

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 4)

1。 2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

STPG42

STPT370

(注 6)

STPT370

STPG42

STPT870

(注 6)

STPT42

STPT370

厚   さ

(HHl)

(注 3)

9.5

(注3)

9.5

(注 3,6)

9.5

(注3)

9.5

(注3)

9.5

(注 3,6)

9.5

(注 3)

9.5

/
10,3

/
9.5

外  径

(Ilm)

(注 3)

323.9

(注3)

323.9

(注 3,6)

323。 9

(注3)

323,9

(注 3)

323.9

(注3,6)

323.9

(注 3)

323.9

/
318.5

/
323.9

最高使用

温  度

(℃ )

95

(注4)

161

(注4)

161

95

(注4)

(注 4)

161

最高使用

圧  力

(MPa)

0,98

(注4)

0.98

0,98

(注4)

1.2

(注 4)

1 2

名 称

チ書(2MOV-5160B)

下流

レジューサ

(12× 8)

1次系機器冷却水

母管合流点

格納容器循環

冷暖房ユニット

戻 り

原
子
炉
ネ甫
機
冷
却
設
備

:検査封象



(9/18)

卜
預

変 更 後

材  料

変更なし

STPT370 5

厚   さ

(■ l11)

(注 3)

5.5

外  径

(HHl)

(注 3)

88,9

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

最高使用

圧  力

(MPa)

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

STPG42

厚   さ

(IBHa)

(注3)

5.5

外  径

(■lm)

ィ (注 3)

88,9

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

圧  力

(MPa)

(注2)

0。 98

名 称

(注68)

充てん/高圧

注入ポンプ

A、 B、 C

出日配管合流点

及び

B充てん/高圧

注入ポンプ

冷却水出日配管

分岐点

原
子
炉
ネ甫
機
冷
却
設
備

充てん/高圧

注入ポンプ室A、 B

空調装置

冷却戻 リライン

合流点

1   日 :検査対象



(10/18)

卜
∞

変 更 後

材  料

変更なし

6
STPT370

(注5)

STPT42

6
STPT370

厚 ´ さ

(■Hl)

(注 3)

5.5

(注 3,5)

5.5

/

/
5.5

(注3)

5.5

/

/
3.9

外  径

(■lm)

(注 3)

88。 9

(注3,5)

88.9

/

/
88.9

(注 3)

88.9

/

/
60.5

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

(注 4)

95

最高使用

圧  力

(MPa)

変更なし

(注4)

1.2

(注 4)

1.2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

STPG42

厚   さ

(nHl)

(注3)

5,5

外  径

(■ ll■ )

(注 3)

88.9

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注2)

0.98

名 称

(注68)

B充てん/高圧

注入ポンプ

出日配管合流点

B充てん/高圧

注入ポンプ (

冷却水出日配管

分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

“

検査対象



(11/18)

卜
Ｏ

変 更 後

材  料

STPT370 7

STPT370

厚   さ

(剛 )

(注 3,50)

3,7

(注 3)

3,7

外  径

(mm)

(注 3)

48.6

(注 3)

48.6

最高使用

温  度

(℃ )

(注4)

95

(注4)

40

最高使用

圧  力

(MPa)

(注4)

1.2

(注 4)

0,7

名 称

B余熱除去ポンプ

出日配管分岐点

B余熱除去ポンプ

海水排水用ホース

上流側取合点

B余熱除去ポンプ

海水排水用ホース

下流側取合点

海水戻 り母管

合流点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料厚   さ

(■lm)

外  径

(mm)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(MPa)

名 称

“

検査対象



(12/18)

働
〇

変 更 後

材  料

STPT370 8

厚   さ

(mm)

(注3,50)

3,9

外  径

(mm)

(注 3)

60。 5

最高使用

温  度

(℃ )

(注4)

95

最高使用

圧  力

(MPa)

(注4)

1.2

名 称

B充てん/高圧

注入ポンプ

冷却水

出日配管分岐点

B充てん/高圧

注入ポンプ

海水排水用ホース

上流側取合点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料厚  さ

(mmn)

外  径

(mm)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(MPa)

名 称

日   日 :検査対象



(13/18)

い
岸

変 更 後

材  料

STPT370

STPT370

9

STPT370

SiPT1701μ

STPT370

1

STPT370

厚   さ

(■Hl)

(注 3)

3.9

(注 3,50)

6.0

(注 3)

6.0

/

/
3.9

(注 3,50)

8.2

(注 3,50)

8.2

(注 3)

10。 3

/
8.2

外  径

(lHl)

(注 3)

60.5

(注 3)

114.3

(注 3)

114.3

/

/
60.5

(注 3)

216.3

(注 3)

216.3

(注 3)

318.5

/
216.3

最高使用

温  度

(℃ )

(注4)

95

(注 4)

161

(注 4)

161

最高使用

圧  力

(MPa)

(注4)

0

(注4)

0

(注 4)

1.2

名 称

B充てん/高圧

注入ポンプ

海水排水用ホース

下流イ貝ll取合点

屋外放出端

格納容器貫通部

PEN#257

出日配管分岐点

屋外放出端

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料厚   さ

(■lm)

外  径

(■Hl)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(ⅢIPa)

名 称

“

検査対象



(14/18)

変 更 後

厚  さ1材  料

(mm)

(注 3.50)

3.4  1 STPT370

(注 3,50)|

9.3   STPT370

外  径

(alttl)

(注 3)

34.0

(注 3)

267.4

最高使用

温  度

(℃ )

(注 4)

40

(注 4)

40

1最高使用

名 称 :圧 カ

(MPa)

可搬型原子炉

補機冷却水

循環ポンプ

出日接続点 く注1)

0,33 
ア

可搬型原子炉

補機冷却水

循環ポンプ

出日配管合流点 |

A海水供給母管

接続 回
(注 1)

1,2
Aa、 Ab

海水ス トレエナ |

入日配管合流点 |

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

最高使用|

温  度 外  径 厚  さ

(CC)  . (mm)    (lml)

最高使用

圧  力

(MPa)

名 称

匈
］

(注 1)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系冷却水クーラA、 B、 C～ティ (20× 20× 16)」 と記載

(注2)SI単位に換算 したものである。

(注3)公称値



(15/18)

い
∞

(注4)重大事故等時における使用時の値

(注5)本設備は既存の設備である。

(注6)エルボを示す。

(注7)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「1次系冷却水クーラ出日連絡管」と記載               |
(注8)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「ヘ ッダA、 B:テ ィ (20× 20× 16)～ レジューサ (20× 14)」 と記載

(注9)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (20× 14)～内部スプレクーラ」と記載

(注 10)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「ヘ ッダC:テ ィ (16× 16× 16)～ レジューサ (16X12)」 と記載

(注■)当 該ラインについては、主配管に該当しないため記載の適正化を行 う。

(注 12)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「ヘ ッグC:レ ジューサ (16× 12)～ティ (20× 20X16)」 と記載

(注13)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「ヘ ンダA、 B:内部スプレクーラ～ レジューサ (20X14)」 と記載

(注 14)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「ヘ ッダA、 BIレ ジューサ (20× 14)～ティ (20× 20× 16)」 と記載

(注15)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系冷却水ポンプ入口連絡管」と記載

(注16)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「ティ (20× 20× 16)～ 1次系冷却水ポンプA、 B、 C、 D」 と記載

(注 17)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系冷却水ポンプ出ロレジューサ (16X12)～ティ (20× 20× 16)」 と記載

(注 18)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「1次系冷却水ポンプ出日連絡管」と記載

(注 19)記載の道正化を行 う。既工事計画書には 「1次系冷却水ポンプA、 D出 ロティ (20× 20× 16)～ 1次系冷却水クーラA、 C入 ロティ

(20× 20× 16)」 と記載

(注20)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「1次系冷却水クーラ入日連絡管」と記載

(注21)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「ティ (20× 20× 16)及びレジューサ (20× 16)～ 1次系冷却水クーラA、 C及びB」 と記

載

(注22)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「母管分岐点～余熱除去クーラ (RH-2)A、 B」 と記載

(注23)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「余熱除去クーラ (RH 2)A、 B～戻母管合流点」と記載

(注24)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「母管分岐点～冷却材ポンプA、 B、 Cへの分岐点」と記載



(注25)

(注26)

(注27)

(注28)

(注29)

(注30)

(注31)

(注32)

(注33)

(注34)

駕  (注 35)

(注36)

(注 37)

(注38)

(注39)

(注40)

(注41)

(16/18)

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「冷却材ポンプB、 Cか らの合流点～弁 (2 FCV-1241)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「冷却材ポンプA、 Bか らの合流点～戻管 (8B)合流点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「1次冷却水ポンプ入 回分岐点～弁 (2-5105A、 B)」 と記載

記載の適正化を行 うむ既工事計画書には「弁 (2-5105A、 B)～ 1次系冷却水タンク」 と記載         .
記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管A、 B分岐点～燃料ピットクーラ」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「燃料 ピットクーラ～1次系機器冷却水戻母管A、 B合流点」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「1次系機器冷却水母管分岐点～余剰抽出水クーラ」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「余剰抽出水クーラ～1次系機器冷却水戻母管 (10B)合流点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「1次系機器冷却水母管～レジューサ (3× 2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「レジューサ (3× 2)～計器用コンプレッサーパッケージIA lA、 IAttlB入 ロレジューサ

(2Xl 1/2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「計器用 コンプ レッサーパ ッケージIA lA、 IA-lB出 ロレジューサ (2× 11/2)～ レ

ジューサ (3× 2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (3× 2)～ 1次系機器冷却水戻母管」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～余熱除去ポンプおよび内部スプレポンプ室空調装置入

ロレジューサ (3× 2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (3× 2)～ 1次系機器冷却水戻母管合流点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～レジューサ (4X2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (4× 2)～ 1次系機器冷却水戻母管合流点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「余熱除去ポンプおよびスプレポンプ室空調装置冷却ライン分岐点～レジエーサ (2× 1

1/2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「余熱除去ポンプ冷却ライン分岐点～余熱除去ポンプ入 ロレジューサ (11/2× 1/2)」

と記載

(注42)
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い
い

(注43)

(注44)

(注45)

(注46)

(注47)

(注48)

(注49)

(注50)

(注51)

(注52)

(注53)

(注54)

(注55)

(注56)

(注57)

(注58)

(注59)

(注60)

(注61)

(注62)

(注63)

(注64)

既工事計画書に記載がなぃため記載の適正化を行 う。記載内容は、設計図書による。

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (2× 11/2)～内部スプレポンプ入口分岐点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「内部スプレポンプ入口分岐点～レジュエサ (lX1/2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジュエサ (1× 1/2)～内部スプレポンプ出口合流点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「内部スプレポンプ出日合流点～レジュエサ (2Xl 1/2)」 と記載

記載の適I化を行 う。既工事計画書には 「余熱除去ポンプおよび内部スプレポンプ出入口管」と記載

記載の適正化を行 う。既I事計画書には 「余熱除去ポンプ出ロレジユーサ (11/2× 1/2)～余熱除去ポンプおよび内部スプレポ

ンプ冷却もどリライン合流点」と記載

エルボについては管と同等以上の厚さのものを選定する。

記載の適軍化を行 う。既工事計画書には「レジュ●サ (2Xl 1/2)～ レジューサ (3× 2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～レジューサ (12× 10)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジ早―サ (12X10)｀ レジューサ (10× 6)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「分岐点～レジューサ (6× 4)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (6X4)及び分岐点～レジューサ (4× 2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (4× 2)お よび分岐点～格納容器循環空調装置」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (4× 2)～ レジューサ (6× 4)及び合流点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「レジューサ (6× 4)～ VS 39Bか らの合流点 (VS 39A)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジユーサ (10× 6)～ レジニーサ (12× 10)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (12× 10)～ レジューサ (12× 8)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (12× 8)～ レジューサ (12× 8)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (12× 8)～ 1次系機器冷却水戻母管合流点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「充てんポンプ室空調装置冷却ライン分岐点～充てん/高圧注入ポンプ分岐点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ入口分岐点～レジューサ (2Xl 1/2)お よび (21/2× 2)」
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∽
０

(注 65)

(注66)

(注67)

(注 68)

(注 69)

(注 70)

(注 71)

(注72)

(注 73)

(注74)

(注75)

(注76)

(注77)

(注78)

(注79)

(注 80)

(注 81)

(注 82)

(注 83)

と記載

記載の適正化を行 う。現工事計画書には 「レジューサ (2× l1/2)～充てん/高圧注入ポンプ～レジニーサ (2Xl 1/2)」 と記

載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (21/2× 2)充てん/高圧注入ポンプ～レジューサ (21/2X2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (2Xl 1/2)お よびレジューサ (21/2X2)～ 充てん/高圧注入ポンプ出

口合流点」と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には 「充てん/高圧注入ポンプ出日合流点～充てんポンプ室空調装置冷却戻ライン合流点」

と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「海水ポンプから中間建屋入口まで」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「SS41」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「中間建屋入口～海水母管分岐点及びレジューサ (30バ 24)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「海水母管分岐点及びレジューサ (30× 24)～ 1次系冷却水クーラ」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系冷却水クーラ～戻母管」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「中間建屋出日までの戻母管 (埋設部除く)」 と記載

記載の適正化を行 う。厩工事計画書には「戻母管分岐点～ラプチャディスク」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「海水母管分岐点～連絡管 レジューサ (10× 8)」 と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「連絡管分岐点～ディーゼル発電機」と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「ディーゼル発電機～レジューサ (12X8)及び合流点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (1参 ×8)～海水戻母管」と記載

STPT38同等材 (STPT370)へ の取替えを行 う。

STPG42同 等 材 (STPG410)へ の 取 替 え を行 う。     ′

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「STPG42」 と記載

本設備は記載の道正化のみを行 うものであり、手続き対象外である。



資料 1-2

工事計画添付図面の補足抜粋

(以下は申請書の情報を基に作成したものである。)

許容範囲の根拠

出典 :日 本工業規格 JIS G 3456 「高温配管用炭素鋼鋼管」

日本工業規格 」IS B 2312 「配管用鋼製突合せ溶接式管継手」

(注1)エルボ、レジューサ、T継手

(1/2)

名 称 ※ 外径 (llm) 厚 さ (■lm) 根 拠

原子炉補機

冷去「設備
管

11/2B 公称値±0.5■lm

(48.6+0.5/-0.5)

公称値±0.5航

(3.7+0。 5/-0.5)

」IS G 3456

2B
公称値±1.0%

(60.5+0,7/-0。 7)

公称値±0.511m

(3.9+0.5/-0,5)

4B
公称値±1,0%

(114,3+1.?/-1.2)

公称値±12.5%

(6.0+0.8/-0。 8)

8B
公称値±0.8%

(216.3+1.8/下 1.8)

公称値±12.5%

(8.2+1.1/-1.1)

名 称 ※ 外径 (llm) 厚さ(mm) 根拠

原子炉補機

冷却設備
管継手 に。

11/2B

(端部の外径)

公称値
+1・ 6Hlm

-0:8mm

(48.6+1.6/-0。 8)

｀
公称値

十規定しない

-12.5%

(3,7-0.5)

」IS B 2312

2B

(端部の外径 )

公称値
+1.611m

-0,8mm
(60.5+1.6/下 0.8)

公称値
十規定しない

-12.50/O

(3.9-0.5)

4B
(端部の外径 )

公称値±1.611m

(114,3+1.6/下 1・ 6)

公称値
十規定しない

-12.5%

(6.0-0.8)

8B

(端部の外径)

公称値
+2.4alm

-1.6alm

(216.3+2.4/-1.6)

公称値

+規定しない

-12.5%

(8,2-1,1)

12B

(端部の外径)

公称値
+4,0■ lm

-3.2mm
(318.5+4.0/-3.2)

公称値
+規定しない

-12.5%

(10.3-1.3)
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(2/2)

名 称 ※ 外径 (■lm)帷D 厚さ(llm) 根 拠

冷却原子炉

補機設備
管

11/2B 公称値±0.5■lm

(48.3+0.5/-0.5)

公称値±0.5■lm

(3.7+0.5/-0.5)

」IS G 34563B
公称値±1,0%

(88.9+0,9/-0。 9)

公称値±12.5■ lm

(5.5+0,7/-0,7)

12B
公称値±0,8%

(323.9+2.6/-2.6)

公称値±12.5%

(9.5+1.2/-1.2)

名 称 ※ 外径 (■lm)嵯。 厚さ(Hlm) 根拠

原子炉補機

冷却設備
管継手 帷2と

11/2B

(端部の外径)

公称植す
1'6Ψ

-0,8mm

(48.3+1,6/=0.8)

公称す規
=し

ない
-12.5%

(3.7-0.5)

」IS B 23123B

(端部の外径 )

公称値±lr 6■lm

(88。 9+1.6/-1.6)

公称十押定しない
-12.5%

(5.5-0。 7)

12B

(端部の外径)

公称値
+4.0■ lm

-3.2mm

(323.9+4.0/-3.2)

公称
+規定しない

-12.5%

(9.5-1.2)

出典 :日 本工業規格 」IS o 3456 「高温配管用炭素鋼鋼管」

日本工業規格 」IS B 2312 「配管用鋼製突合せ溶接式管継手」

(注1)公称値は、米国国家規格協会 (ANSI)に 基づく

(注2)エルボ、T継手

※主要設備名を記載
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資料 2
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耐圧検査、漏えい検査要領

資料 3

(1/2)

1.昇降圧曲線

2.検査条件

圧　　力
］

▲
！
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

時 間の

耐圧
検査

漏えい
検 査

機
器
名

検査対象
最高使用
圧  力

(MPa)

耐圧検査
規定圧力

(MPa)

漏えい検査
圧   力

(MPa)

耐圧検査
保持時間

(分 )

水圧 上気
圧の別

充てん/高圧注入ポンプ室
A、 B空調装置

冷却戻 リライン合流点

1次系機器冷却水戻 り母管合流点
充てん/高圧注入ポンプ室

A、 B空調装置より

0。 98

B余熱除去ポンプ

B余熱除去ポンプ出日配管分岐点

0。 98

1,2※
1

B余熱除去ポンプ出日配管分岐点

B余熱除去ポンプ出日配管分岐点
下流レジューサ (2× 11/2)

0。 98

1.47

(0。 98× 1.5)

1.47

(0.98× 1.5)

≧ 10 水圧

デ書(2MOV-5160B)
下流レジュ‐サ (12× 8)

1次系機器冷却水母管合流′点
格納容器循環

冷暖房ユニット戻り

0。 98※
1

1。 2※
1

■2

(1.2× 1.0)

1.2

(1.2× 1,0)
≧10 水圧

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備
　
主
配
管

充てん/高圧注入ポンプ A、 B、 C

出日配管合流点及び
B充てん/高圧注入ポンプ
冷却水出日配管分岐点

充てん/高圧注入ポンプ室
― A、 B空調装置 |
i冷却戻リライン合流′煮

0。 98
1。 47

(0.98× 1.5)

1147

(0。 98× 1.5)

＞
一

0 水圧
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機
器
名

検査対象
最高使用
圧  力

(MPa)

耐圧検査
規定圧力

(MPa)

漏えい検査
圧   力

(MPa)

耐圧検査
保持時間

(分 )

水圧・気
圧の別

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

主
配
管

B充てん/高圧注入ポンプ
出日配管合流,点

B充てん/高圧注入ポンプ
冷却水出日配管分岐点

0.98

1.2※
1

1:47

(0,98Xl.5)

1.47

(0,98× 1.5)
≧10 水圧

B余熱除去ポンプ出日配管分岐点

B余熱除去ポンプ
海水J信水用ホエス上流側取合点

1.2誉
1

1.2

(1。 2× 1.0)

1.2

(1,2× 1.0)
≧10 水圧

B充てん/高圧注入ポンプ
冷却水出日配管分岐点

B充てん/高圧注入ポンプ
海水」F水用ホース上流側取合点

1.2｀
1

B充てん/高圧注入ポンプ
海水排水用ホース下流側取合点

屋外放出端

o挙
1

0※
3

(0× 1.0)

0※
3   ｀

(0× 1.0)ィ
≧10 気圧

※4

格納容器貫通部 PEN#257

出日配管分岐点  、

屋外放出端

0※
1※2

0※
3

(0× 1.0)

0※
3

(0× 1,0)
≧10 気圧※4

1.2×
1※2

1.2

(1.2× 1,0)

1.2

(1.2× 1.0)
≧10 水圧

(2/2)

※ 1:重大事故等時における使用時の値を示す。
※2:格納容器貫通都 PEN洋257出 日配管分岐点から弁 2V-45208ま でが 1.2MPa、 弁 2V-45208か

ら屋外放出端までが oMPaを示す。
※ 3:本検査は配管の高低差の水頭圧を考慮した圧力以上 (0。 2MPa)で実施する。

※4:当該配管は大気開放のため、気圧による検査を実施する。
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資料 4

検査用計器一覧表
(申請者の情報を基に作成 したものである。)

検査項目 検査用計器 測定範囲 測定精度 備考

耐圧検査

漏えい検査
圧力計

耐圧検査

漏えい検査
圧力計
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関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

構造、強度又は漏えいに係る
「
使用前検査実施要領書

施 設 名 放射線管理施設

原子炉格納施設

系 統 名  :生体遮蔽装置

外部遮蔽

二次格納施設

鋼製格納容器

外周 コンクリエ ト壁

外部 しゃへい建屋 (2次格納施設 )

要領書番号  :原規規収第 1610072号 2T12

令和 2年 6月

原子力規制委員会



改訂履歴

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

構造、強度又は漏えいに係 る使用前検査

施 設 名 :放射線管理施設

原子炉格納施設

要領書番号 :原規規収第 1610072号 2-12

回 年 月 日 改訂箇所、改訂内容及び改訂理由

平令和元年 5月 9日 制 定

1 令 和 2年 6月 2日

・ 2、 3頁 工事計画変更の認可番号の追記

・ 20頁 寸法検査の許容値 を追記

。`27頁 工事計画添付図面の補足抜粋に許容

値を追記

・ 30頁 検査用計器∵覧表に検査用計器 (ト

‐タルステーション、オー トレベル)を追加
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I検査 目的及び項 目

本検査は、核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関す る法律 (昭和 32年法

律第 166号 )第 43条の 3の 11第 1項に基づき実施する実用発電用原子炉の設置、

運転等に関する規則 (昭和 53年通商産業省令第 77号)第 16条の表第 1号の工事

の工程に係 る使用前検査について、放射線管理施設及び原子炉格納施設が、認可 した

工事計画に従い製作 され、据付けされ、原子力規制委員会規則で定める技術基準 (※

1)に適合するものであることを確認す るもので、以下の検査を実施する。

1材料検査

2寸法検査

3外観検査

4組 立て及び据付け状態を確認する検査

※ 1ド 原子力規制委員会規則で定める技術基準 とは、実用発電用原子炉及びそ

の附属施設の技術基準に関す る規則 (平成 25年原子力規制委員会規則

第 6号も以下 「技術基準」 とい う。)である。本検査に関する条項は第

42条第 1項、第 42条第 2項及び第 44条であ り、上記検査項 目に係

る事項について確認す る。

Ⅱ 検査場所          |

関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

`一般財団法人 日本建築総合試験所

大阪府吹田市藤 白台

試験研究センター

Ⅲ 検査範囲

1検 査対象施設及び範囲

検査姑象施設及び範囲は、工事計画に記載 された下記の施設 とする。

(詳細は、資料 1「工事計画本文」及び資料 2「検査範囲図」参照 )

1



高浜発電所第 2号機

発電用原子炉施設

21事 計画認可・届出関係

名 称 個数

放射線管理施設

生体遮蔽装置

外部遮蔽

一 式

原子炉格納施設

二次格納施設

鋼製格納容器

外周コンクリー ト壁

外部 しゃ今い建屋 (2次格納施設 )

一 式

認可番号

(認可年月 日)

工事計画の認可番号 :原規規発第 1606105号

(平成 28年 6月 1:0日 )

工事計画変更の認可番号 :原規規発第 1797192号

(平成 29年 7月 19日 )

原規規発第 18013114号

(平成 30年 1月 31日 )

原規規発第 1806276号

(平成 30年 6月 27日 )

原規規発第 1808064号

(平成 30年 8月 6日 )

:         原規規発第 1811266号

・      (平 成 30年 11月 26日 )

.        原規規発第 1901282号

(平成 31年 1月 28日 )

原規規発第 1903272号

(平成 31年 3月 27日 )

原規規発第 19042612号

(平成 31年 4月 26日 )

原規規発第 1906217号

(令和元年 6月 21日 )

原規規発第 1908191号

(令和元年 8月 19日 )

原規規発第 2001241号

(令和 2年 1月 24日 )

2



原規規発第 2002192号

(令和 2年 2月 19日 )

原規規発第 2003304号

(令和 2年 3月 30日 )

上記以降の変更については、検査時に使用前検査 申請書の変更申請により確認する。

Ⅳ 検査方法

1共通事項

(1)使用前検査申請書の確認

① 検査前確認事項

a本検査に係 る使用前検査申請書 (変 更申請を含む。)が準備 されているこ

とを確認す る。

b検査をする工事の工程、期 日及び場所が申請書 どお りであることを確認す

る。

c工事計画の認可番号の記載が適切であることを確認する。

2材料検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備 されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備 されていることを確認する。

③ 検査用計器が校正されてお り有効期限内であること及び必要な測定範囲、測定

精度を有していることを確認する。

(2)検査手順

目視又は申請者の品質記録により、工事計画に記載されている材料が使用 され (

かつ、技術基準に適合 していることを確認する。

3寸法検査

(1)検査前確認事項
`

① 申請者の品質記録が準備 されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備 されていることを確認する。
′    :

③ 検査用計器が校正されてお り有効期限内であること及び必要な測定範囲、測定

精度を有していることを確認する。

(2)検査手順

目視又は申請者の品質記録により、工事計画に記載されてぃる主要寸法を確認す

る。なお、既設部については申請者の品質記録により確認 し、新たにコンクリー ト

を施工した範囲については直接測定又は施工時に埋め込んだ検査用ボル トにより

測定する。

3



4外観検査

(1)検査前確認事項  |

① 申請者の品質記録が準備 されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備 されていることを確認する。

(2)検査手順

目視又は申請者の品質記録により、各部の外観を確認するも

(詳細は資料 2「検査範囲図」参照)

5組立て及び据付け状態を確認する検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備 されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備 されていることを確認する。

(2)検査手順

目視又は申請者の品質記録により、組立て及び据付け状態を確認する。

(詳細は資料 2「検査範囲図」参照)

V判 定基準

1材 料検査

工事計画のとお りであ り、技術基準に適合す ること。

2寸 法検査

各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足す ること。

なお、外部 しゃへい建屋 (2次格納施設)の内径、胴壁高 さ及び全高にういては申

請者にて許容寸法の決定後(そ の結果を別紙 2使用前検査成績書の添付資料 3-4

に反映改訂 した後、検査を行 う。

3外 観検査

有害な欠陥 (表面に機能 。Jl生 能に影響を及ばすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、

浸食)が ないこと。                   |
4組 立て及び据付け状態を確認す る検査

工事計画のとお りであ り、技術基準に適合すること。
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伽

立会区分表

記号説明

A/B:抜 取立会検査 B:記 録確認検査

抜取立会検査における立会いは、材料検査の うち、フレッシュコンクリ▼ 卜の性状 とコンクリー ト圧縮強度検査について 1

回以上 とする。

抜取立会検査における立会いは、寸法検査及び確認項 自 (鉄筋の組立精度、型枠の組立精度)ご とイ丘1回以上とする。

抜取立会検査における立会いは、検査項 目ごとに 1回 以上 とする。

※ 1

※ 2

※ 3

※ 4

證
謙

岸

備 考

検査項 目※1

組立て及び据

付 け状態 を確

認す る検査

A/B※ 4

外観検査

A/B※ 4

寸法検査

A/B※ 3

材料検査

A/B※ 2

技術基準

の区分

格納容器

耐震

クラス

S

S

系統名

生体遮蔽装置

外部遮蔽

二次格納施設

鋼製格納容器

外周 コンク リー ト壁  ―

外部 しゃへい建屋 (2次格納施設 )

施設名

放射線管理施設

原子炉格納施設



男可和飛2

関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

構造、強度又は漏えいに係る

使用前検査成績書

施 設 名 放射線管理施設

原子炉格納施設

系  統 名 生体遮蔽装置

外部遮蔽

二次格納施設

鋼製格納容器

外周コンクリー ト壁

外部 しゃへい建屋

要領書番号  :原規規収第 1610072号 2-12

年   月

原子力規制委員会

(2次格納施設 )

6



使用前検査成績書

1発 電所名 関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2検 査の種類   構造、強度又は漏 えいに係 る使用前検査

3検 査申請 使用前検査申請番号

4検 査期 日

5検 査場所 関西電力体式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

二般財団法人 日本建築総合試験所

大阪府吹田市藤 白台

日

　

日

月

月

年

年

自

至

6検 査範囲 高浜発電所第 2号機

発電用原子炉施設

放射線管理施設

生体遮蔽装置

外部遮蔽 一式

原子炉格納施設

二次格納施設

鋼製格納容器

外周 コンクリー ト壁

外部 しゃへい建屋

試験研究センター

7

(2次格納施設) 一式



9添 付資料

7検査実施者   検査実施者下覧表のとお り

8検 査結果 ′  検査結果一覧表のとお り

使用前検査記録

1検 査前確認事項

2材 料検査記録

3寸 法検査記録

4外 観検査記録

5組 立て及び据付け状態を確認す る検査記録

6検 査用計器一覧表

8



検査実施者一覧表

O

特記事項検査立会責任者 印

主任技術者

主任技術者

主任技術者

原子力施設検査官 印
｀
検査年月 日

年

月   日

年

月   日

年

月   日



検査結果一覧表

系統名 :生体遮蔽装置 外部遮蔽

二次格納施設 鋼製格納容器 外周 コンク リー ト壁 外部 しゃ今い建屋 (2次格納施設 )

Ｐ
Ｏ

備 考
組立て及び据付け

状態を確認する検査

年

月   日

年

月   日

年

月   日

外観検査

年

月   日

年

月   日

年

月   日

寸法検査

年

月   日

年

月   日

年

月   日

材料検査

年

月   日

年

月   日

年

月   日

検査項 目

検査 日

結 果

検査 日

結 果

検査 日

結 果



添付資料 1-1

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用前検査 申請 書の確認

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備 考

本検査に係 る使用前

検査申請書 (変 更申

請を含む。)が準備 さ

れていること。

記録確認

年

月   日

使用前検査成績書の 「3検

査申請」に申請番号 (変更申

請番号を含む心)を記載する。年

月   日

年

月   日

検査をす る工事の工

程、期 日及び場所が

申請書 どお りである

こと。

記録確認

年

月 ,日

年

月   日

年

月   日

工事計画の認可番号

の記載が適切である

こと。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日
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添付資料 1-2.

材料検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

年

月   日

月   日

年

月   日

検査用計器が校正 さ

れてお り有効期限内

であること及び必要

な測定範囲、測定精

度を有 しているこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

12



添付資料 1-3

寸法検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月 日 結 果 備 考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

検査用計器が校正 さ

れてお り有効期限内

であること及び必要

な測定範囲、測定精

度を有 しているこ

とb

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月 日

13



添付資料 1二 4

外観検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法
｀

検査年月日 結果 備 考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日
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添付資料 1-5

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

組立て及び据付 け状態 を確認す る検査

確認事項 確認方法 検査年月 日 結 果 備 考

申請者 の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認 ,

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

年

月 日

年

月   日

年

月   日
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添付資料 2

高浜発電所第 2号機

材料検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所        )
一般財団法人 日本建築総合試験所 試験研究セ ンター

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮蔽装置 外部遮蔽 :下式

判定基準 :工事計画の とお りであ り、技術基準に適合す ること。

検査対象 材 料 検査年月 日
検査

結果
検査方法

上 部
年

月 日

ロネ見/

帥
円筒 部

下 都
年

月 日

ロネ見/

鰤
外部遮蔽

ドーム部

鉄筋 コンク リ‐ 卜※1

(密度 2.lg/cm3以 上 )

年

月 日

ロネ見/

鰤

備 考

※ 11鉄筋コン クリー トに要求 される品質を満た していること確誌するために以下の

項 目について確認

ロセメン ト、回骨材 、□練混ぜ水、回混和剤 、回混和材、

ロフ レッシュコンク リー トの性状、□構造体 コンク リー トの圧縮強度、
回アルカ リシ リカ反応性、
□遮蔽 コンクリー トの乾燥単位容積質量

確認 した密度 の最小値 (      g/Cm3)、
国鉄筋

□あと施エアンカー

・記録確認は、申請者 の品質記録 (※ 2)に よる。

※ 2:適 合性確認 検 査成績 書の要領 書番 号 :

※ 3:以 下の箇所について確認

16



畔
式

検査方法

目心訪/

帥

査

果

検

結
検査年月 日

日

年

月

測定値

(m)

許容値 >5

(m)

主要寸法
'(m)

最小厚 さ上 部
※3

円筒部 (上部
※3)

円筒 部

胴壁厚

寸法検査記録

高浜発電所第 2号機

検査場所 :関 西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮蔽装置 外部遮蔽 :一式

原子炉格納施設 二次格納施設 鋼製格納容器 外周 コンク リー ト壁 外部 しゃへい建屋 (2次格納施設):一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足す ること。

検査対象

外部遮蔽
※1

外部 しゃへい建屋挙1

(2次格納施設 )

備考

※ 1:検査において確認 した項 目は以下の とお り

国鉄筋の組立精度、回あ と施エアンカーの組立て精度、□型枠の組立精度、

□寸法 (検 査用ボル トの寸法 :       m)※ 2

※ 2:立会検査 において測定を実施 した場合 に記載

※ 4:公 称値  ※ 5:許 容値 は工事計画による

。記録確認 は、申請者の品質記録 (※ 6)に よる。

※ 6:適合性確認検査成績書の要領書番号 :

※ 7:以下の箇所について確認

外部遮蔽 円筒部の    を超 える部分※ 3

郭
草
が
華

ω
Ｉ

Ｐ



牌
∞

検査方法

ロネ兄/

軸

検査

結果
検査年月 日

日

年

月

測定値

(m)

許容値
※5

(m)

主要寸法

(m)

最 小 厚 さ下部
※3

円筒部 (下部
※3)

円筒 部

壁 厚

寸法検査記録

高浜発電所第 2号機

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮蔽装置 外部遮蔽 :一式

原子炉格納施設 二次格納施設 鋼製格納容器 外周 コンク リー ト壁 外部 しゃへい建屋 (2次格納施設):一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足す ること。

外部 しゃ今い建屋※1

(2次格納施設 )

備考         ―

※ 1:検査において確認 した項 目は以下の とお り

□鉄筋の組立精度、回あ と施エアンカーの組立て精度、回型枠の組立精度、
□寸法 (検 査用 ボル トの寸法 : m)※ 2

※ 2:立会検査 において測定を実施 した場合 に記載

※ 4:公 称値  ※ 5:許 容値は工事計画による

。記録確認は、申請者 の品質記録 (※ 6)に よる。

※ 6:適合性確認検査成績書の要領書番号 :

※ 7:以下の箇所 について確認

外郡遮蔽 円筒部      以下の部分※ 3

郭
草
が
華

∞
Ｉ

Ｎ



Ｐ
Ｏ

検査方法

ロネ見/

軸

検査

結果
検査年月 日

測定値

(m)

許容値
※4

(m)

主要寸法

(血 )

最小厚 さドー ム部

寸法検査記録

高浜発電所第 2号機

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮蔽装置 外部遮蔽 :一 式

原子炉格納施設 二次格納施設 鋼製格納容器 外周 コンク リ‐ 卜壁 外部 しゃへい建屋 (2次格納施設 ):一 式

外部遮蔽
※I

外部 しゃへい建屋※1

(2次格納施設 )

備考

※ 1:検査において確認 した項 目は以下の とお り

□鉄筋の組立精度、回型枠の組立精度、回寸法 (検 査用ボル トの寸法 :

※ 2:立会検査 において測定を実施 した場合 に記載

※ 3:公 称値  ※ 4:許 容値は工事計画による

。記録確認 は、申請者 の品質記録 (※ 5)に よる。

※ 5:適合性確認検査成績書の要領書番号 :

※ 6:以 下の箇所 について確認                ~ |

m)※ 2

郭
草
が
華

ω
ｌ

ω



検査方法

ロネ見/

軸

ロネ見/

ロネ兄/

帥

ロネ兄/

軸

検査

結果
検査年月 日

日

年

月

日

年

月

日

年

月

日

年

月

測定値

(m)

許容値
※5

(m)

主要寸法

(m)

円筒部 (上部※1)

円筒部 (下部
※2)

内 径

寸法検査記録

高浜発電所第 2号機

検査範囲 :原子炉格納施設 二次格納施設 鋼製格納容器 外周 コンク リー ト壁 外部 しゃへい建屋 (2次格納施設):一式

外部 しジlDへ い建屋

(2次格納施設 )

※ 3:公 称 値外部遮蔽円筒部の    以下?部分外部遮蔽 円筒部 の    を超 ぇる部分 ※ 2

・記録確認 は、申請者の品質記録 (※ 6)に よる。

※ 6:適合性確認検査成績書の要領書番号 :

備考

※ 1:

※ 4: らゝ ※ 5:許 容値 はメーカ基準値 による。

Ｎ
Ｏ

郭
尊
埒
華

ω
ｌ

ト



添付資料 4

高浜発電所第 2号機

外観検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮蔽装置 外部遮蔽 :一式

原子炉格納施設 二次格納施設 鋼製格納容器 外周コンク リー ト壁 外部 しゃヘ

い建屋 (2次格納施設):―式

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機台ヒ・Jl生能に影響を及ぼすおそれのある傷、

食、浸食)が ないこと。

割

コ

れ、変形、腐

検査対象 検査年月 日
検査

結果
検査方法

外部遮蔽

外部 しゃへい建屋 (2次格納施設 )

月   日

年 目村訪/

醐

備 考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 1)に よる。

※ 1:適合性確認検査成績書の要領書番号

※ 2:以下の箇所について確認

21



添付資料 5

高浜発電所第 2号機

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮蔽装置 外部遮蔽 :二式

原子炉格納施設 二次格納施設 鋼製格納容器 外周コンクリー ト壁 外部しゃべ

い建屋 (2次格納施設):下式

判定基準 :工事計画のとお りであ り、技術基準に適合すること。

検査対象 検査年月 日
検査

結果
検査方法

外部遮蔽

年

月   日

目つ訪/

帥

外部 しゃ
^い

黛屋 (2次格納施設 )

備考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 1)に よる。

※ 1、 :適合性確認検査成績書の要領書番号 :

※ 2:以下の箇所について確認

22



添付資料 6

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表

検査年月 日 : 年  月  日

検査項 目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校二年月 日

有効期限
備 考

23



Ｎ
ト

放射線管理施設

生体遮蔽装置

(注 1)

(注 2)

(注 3)

(注4)

(注 5)

(注 6)

(注 7)

(注 8)

工事計画本文 (1/3)

記載の適正化を行う。既工事計画書には「外部しゃへい」と記載

既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は設計図書による。

記載の適正化を行う。既工事計画書には■■■iと 記葺 |

公称値

記載の適正化を行う。既工事計画書には「鉄筋コンクリー ト (比重2.3以上)」 と記載

設備区分 7.原子炉格納施設では外部しゃへい建屋として申請

練酵違騒呂暑∃ЯHIII概雫Я勇雰今
が
華

解
―

岸

変 更 後

材  料

鉄筋 コンク ジー ト

(密度2.lg/cm3以 上 )

鉄筋コンクジー ト

(密度2.lg/Cn3以 上)

冷却方法

変夏な し

自然冷却

主 要 寸 法

(最小厚 さ)(m)

■―島
注 4))

)

種類

(と 7)

上部

(注8)

下部

ド
|

ム

音κ

円
筒
吉る

名 称

(注6)

外
部
遮
蔽

変 更 前

材   料

鉄筋 コンクリー ト

(密度2.3g/ch3以 上)

冷却方法

自然冷却

主 要 寸 法

(最′lヽ厚 さ)(m)

■ |

と2)

と3,4))

種 類

円
筒
吉爆

名称

(注 1)

外
吉馬
遮
蔽



工事計画本文 (2/3)
原子炉格納施設

二次格納施設

鋼製格納容器

外周 コンク リー ト壁

Ю
∽

(注 1)

(注2)

(注 3)

(注 4)

(注 5)

(注 6)

公称値

外部遮蔽 円筒部

外部遮蔽 円筒部瑯
超える部分

下の部分

既工事計画書に記載がないため記載の道正化を行 う。記載内容は、

記載の適正化を行 う。既工事計画書にぃ■■■Iと
記載

既工事計画書に記裁がないため記載の適正化を行 う。記載内容は、

の添付図面第2図 「外部 しゃへい建屋構造図」による。

設計図書による。

平成5年 H月 19日 付け5資 庁第 12594号 にて認可 された工事計画

聯
革

牌
Ｉ

Ｎ

変更後

変更な し

円筒 =上 部 ドーム型

変更な し

変 更 前

外部 しゃへい建屋 (2次格納施設)

たて置円筒型

鉄筋 コンク リエ ト

名 称

m

m

m

阻

n

1■

種 類

内 径

ド ー ム 都 厚 さ

月同 壁    厚

胴  壁
イ 高  さ

基  礎  版 他7)

全 高 lイエの

材 料

主
要
寸
法

(注7)記載の適工化を行 う。既工事計画書に と記載



工事計画本文 (3/3)

(注8)記載の適正化を行 う。既手事計画書には     記載

(注9)記載の道正化を行 うょ既工事計画書には「地上高さ (全高)」 と記載

(注 10)記載の適正化を行 う。既工事計画書には と記載

Ｎ
⑤

蛤
華

岸
ｌ

ω

＼



許容範 囲の根拠

放射線管理施設

(注 1)外部遮蔽円筒部り■■■■レ超える部分

(注 2)生体遮蔽能力として、十側の許容差は規定 しない

(注 3)出典 :日 本建築学会 「建築工事標準仕様書・同解説

ンクリー トエ事 JASS 5N」

(注 4)外部遮蔽甲筒部何■■■■脇 下の部分

原子炉格納施設    i

工事計画添付図面の補足抜粋

(以 下は申請者 の情報を基に作成 した ものである。)

資料 1-4

原子力発電所施設における鉄筋コ

名  称 許容差 備 考

外
吉ll

遮
蔽

円
筒
吉「

上吉|` 
帷1) 公称値・ 規定しない Cけ 、-5mm(Ⅲめ

下部 (Ⅲ? 公称値 +規定しない (江 2)、 _5mm(注め

ド‐ム部 公称値 十規定 しない 。Lめ 、-5呻m(イ
トめ

名 祢 許容差 備 考

外
苦Б
し
や

い

建

屋

2
次
格
糸内
施
設

内径
公称値 ±規定 しない (注 1)

(注 4)

ドーム部厚 さ
公称値 +規 定 しない (注 2)、

-5mh(注 3)

胴壁厚
公称値 +規定 しなぃ

(注 2)、

.     -5mm(注 3)

胴壁高 さ
公称値 士規定 しない (注 1)

(注 4)

基礎版 公称値 士規定 しない (注 1)

全 高
公称値 ±規定 しなド (注 1)

(注 4)

(注 1)既存設備 であ り規定 しない

(注 2)原子炉格納施設 として、十側の許容差 は規定 しない

(注 3)出 典 :日 本建築学会 「建築工事標準仕様書・ 同解説原子力発電所施設 にお

ける鉄筋 コンク リー トエ事 JASS 5N」

(注 4)メ ーカエ基準値
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検査範囲図 (1/2)
(以 下、「検査範囲図」は申請者の情報を基に作成したものである。)

Ｎ
∞

第6-3-5回I事計画配、可申請

高 浜 発 電 所 第 2号 機

放射線管理施殺の構造図

～ (生体進徹装置 )

外部遮蔽

関 西 電 力 株 式 会 社

辟， 日
ヽヽ

主 要  目 表

材  料冷却方法

自然冷却

自然冷却

種  類

上 部

下部

ド
ー

ム
部

円
筒
部

(日

(円 筒部 上部 )

Eコ :外部進́薇

(円 乍貫
監
音[

(単位 :m)

が
華

Ｎ
Ｉ

Ｐ



検査範囲図 (2/2)

】
Ｏ

第7-3-5図工事計画認可申請

原子炉格納施設の構造図

(二次格納施設 )

外部 しゃへい建屋

′ (2次格納施設 )

関 西 電 力 株 式 会 社

高 浜 発 電 所 第 2号 機

主  要  目  表

周衝上部 ドーム型

鉄筋 ヨンクリー ト

種 サ員

材 料

（
和

壁

続

＜

―

と

）

アニュフスシール

(冴伺目豊厚)

（枢
部
）

アニュ

円筒部 (内径 )

⑤
・＼鼻常用エアロック

リープ

円筒部 (上部)

円筒部 (下部 )

基礎版 (外径 )

(単位 :願)

が
華

〕
Ｉ

Ю



資料 3

検査用計器一覧表

(申 請者の情報を基に作成 したものである。)

検査項 目 検査用計器 測定範囲 測定精度 備 考

材料検査

コンベ ックス

コンベ ックス

ノギス

ノギス

エアメータ

温度計

塩化物量測定器

塩化物量測定器

音叉式はか り

圧縮試験機

圧縮試験機

寸法検査

コンベ ックス

コンベ ックス

トータルステー

シ ョ ン

オー トレベル
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関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

構造、強度又は漏えいに係る

使用前検査実施要領書

施 設 名  :原子炉格納施設

系 統 名 原子炉格納容器

原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貫通部

電気配線貫通部

要領書番号 :原規規収第 1610072号 2-lo

平成 31年 4月

原子力規制委員会



改訂履歴

関西電力株式会社高浜発電所第 号号機

構造、強度又は漏えいに係 る使用前検査

施 設 名 :原子炉格納施設

要領書番号 :原規規収第 1610072号 2-16

回 年 月 日 改訂箇所、改訂内容及び改訂理由

平成 29年 8月 29日 制 定

1 平成 20年 12月 1日 。記載の適正化

2 平成 30年 12月 11日

・ 2頁 工事計画変更の認可番号の追記   ′

・ 2、 11頁 共通事項として使用前検査申請

書の確認を検査前確認事項に追加

3 ‐平成 31年 4月 16日

。2頁 工事計画変更の認可番号の追記

・ 3、 11頁  共通事項 として工事計画の認可

番号の確認を検査前確認事項に追加
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I検査目的及び項 目

本検査は、核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律 (昭和 32年法

律第 166号 )第 43条の 3の 11第 1項に基づき実施する実用発電用原子炉の設置、

運転等に関する規則 (昭和 53年通商産業省令第 77号)第 16条σ)表第 1号の工事

の工程に係る使用前検査について、原子炉格納施設が、認可した工事計画 (※ 1)に

従い製作
´
され、据付けされ、原子力規制委員会規則で定める技術基準 (※ 2)に適合

するものであることを確認するもので、以下の検査を実施する。

1材料検査

2寸 法検査

3外観検査

4組 立て及び据付け状態を確認する検査

5耐圧検査、漏 えい検査

※ 1:認可 した工事計画 とは、原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容

器配管貫通都及び電気配線貫通部 電気配線貫通部の一部について、型

式を変更する工事に係 るものである。

※ 2:原子力規制委員会規則で定める技術基準 とは、実用発電用原子炉及びそ

の附属施設の技術基準に関す る規則 (平成 25年原子力規制委員会規則

第 6号。以下 「技術基準」 とい う。)である。本検査に関す る条項は第

5条第 1項、第 5条第 2項、第 17条、第 21条第 1項、第 44条、第

50条第 1項、第 55条、第 58条第 1項、第 62条、第 63条、第 6

4条第 1項、第 64条第 2項 (第 65条及び第 66条であ り、上記検査

項 目に係 る事項について確認す る。

Ⅱ 検査場所

関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

株式会社ベ ンカン機工大阪工場

兵庫県尼崎市西長洲町

三菱重工業株式会社神戸造船所

兵庫県神戸市兵庫区和田崎町

1



Ⅲ 検査範囲

1検査対象施設及び範囲

検査対象施設及び範囲は、工事計画に記載 された下記の施設 とする。

(詳細は、資料 1「工事計画本文」及び資料 2「検査範囲図」参照 )

高浜発電所第 2号機

発電用原子炉施設

2工 事計画認可 。届出関係

認可番号

(認可年月 日)

工事計画の認可番号 :原規規発第 1606105号

(平成 28年 6月 10日 )

工事計画変更の認可番号 :原規規発第 1707192号

(平成 29年 7月 19日 )

原規規発第 18013114号

(平成 30年 1月 31日 )

原規規発第 1806276号  t

(平成 30年 6月 27日 )

原規規発第 1808064号

′  (平 成 30年 8月 6日 )

原規規発第 18■ 206号

(平成 30年 11月 26日 )

原規規発第 1901282号

(平成 31年 1月 28日 )

上記以降の変更については、検査時に使用前検査申請書の変更申請により確認する。

Ⅳ 検査方法

1共通事項

(1)使用前検査 申請書の確認

① 検査前確認事項

名 称 個数

原子炉格納施設

原子炉格納容器

原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貢通部

電気配線貫通都        i

5

2



a本検査に係 る使用前検査申請書 (変更申請を含む。)が準備 されていることを確

認す る。

b検査をす る工事の工程、期 日及び場所が申請書 どお りであることを確認する。

c工事計画の認可番号の記載が適切であることを確認する。

2材料検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

(2)検査手順

申請者の品質記録により、工事計画に記載されている材料が使用され、かつ、技

術基準に適合していることを確認する。

3寸法検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

③ 検査用計器が校正されてお り有効期限内であること及び必要な測定範囲、測

定精度を有 していることを確認すると

(2)検査手順

申請者の品質記録により、工事計画に記載されている主要寸法を確認する。

4外観検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備 されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

(2)検査手順
~目

視又は申請者の品質記録により、各部の外観を確認する。

(詳細は資料 2「検査範囲図」参照)

5組立て及び据付け状態を確認する検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

(2)検査手順

3



目視又は申請者の品質記録により、機器等σ)組立て及び据付け状態※を確認す る。

(詳細は資料 2「検査範囲図」参照 )

※ :据付後の外観確認 も含めて実施。

6耐圧検査、漏えい検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備 されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備 されていることを確認する。

③ 検査用計器が校正されてお り有効期限内であること及び必要な測定範囲、測

定精度を有していることを確認する。

④ 系統構成が完了していることを確認する。  _
(2)検査手順

目視又は申請者の品質記録によりt技術基準の規定に基づく検査圧力で 10分保

持 した後、検査圧力に耐え、かつ、異常がないことを確認する。耐圧検査終了後、

技術基準の規定に基づく検査圧力により、著 しい漏えいがないことを確認する。

V判 定基準

1材料検査

工事計画の とぉ りであ り、技術基準に適合す ること。

2寸 法検査

|、 各部の主要寸法の沢J定値が許容寸法を満足す ること。          |
3外観検査

有害な欠陥 (表面に機能・i性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、

浸食)がないこと。

4組 立て及び据付け状態を確認す る検査

工事計画の とお りであ り、技術基準に適合す ること。

5耐 圧検査、漏 えい検査

・検査圧力に耐え、かつ、異常がないこと。

・著 しい漏 えいがないこと。

Ⅵ その他の事項

1外観検査については、工場において塗装前の状態で実施する。

4



い

立会区分表

※ 1:記号説明

A/B:抜 取立会検査

B  :記 録確認検査

※2:抜取立会検査における立会は、検査項 目ごとに 1回以上を原則 とする。

備考

検査項 目
※1

耐圧検査、

漏えい検査

Á/B※ 2

組立て及び据

付け状態を確

認する検査

A/B※ 2

外観検査

A/B※ 2

寸法検査

B

材料検査

B

技術基準

の区分

格納容器

SAク ラス 2

耐震

クラス

S

系統名

京子炉格納容器

原子炉格納容器配管貢通部及び

電気配線貫通部

電気配線貢通部

施設名

原子炉格納施設

遭
粛

岸



月町和12

関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

構造、強度又は漏えいに係 る

使用前検査成績書

施 設 名  :原子炉格納施設

系 統 名  :原子炉格納容器

原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貫通部

電気配線貫通部         !

要領書番号  :原規規収第 1610072号 2-16

年  月

原子力規制委員会

6



使用前検査成績書

1発 電所名 関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2検 査の種類   構造、強度又は漏 えいに係 る使用前検査

3検 査申請 使用前検査申請番号

4検 査期 日

5検 査場所 関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

株式会社ベンカン機工大阪工場

兵庫県尼崎市西長洲町

三菱重工業株式会社神戸造船所

兵庫県神戸市兵庫区和田崎町

6検 査範囲

日

　

日

月

　

月

年

年

自

至

高浜発電所第 2号機

発電用原子炉施設

原子炉格納施設

原子炉格納容器

原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貫通部

電気配線貫通都 5個

7検 査結果 検査結果一覧表の とお り

7



8添付資料 使用前検査記録

1検査前確認事項

2材料検査記録

3寸法検査記録

4外観検査記録

5組立て及び据付け状態を確認する検査記録

6耐圧検査、漏えい検査記録

7検査用計器一覧表

8



9検査実施者

O

特記事項検査立会責任者 印

主任技術者

主任技術者

主任技術者

原子力施設検査官 印検査年月 日

年

月   日

年

月   日

年

月   日



検査結果一覧表

系統名 :原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貫通都及び電気配線貫通都 電気配線貢通部

Ｐ
Ｏ

備考検査立会責任者 印

年

月 日

主任技術者

年

月 日

主任技術者

年

月 日

主任技術者

原子力施設検査官 印

ヽ
査

査

検

検

い

圧

え

耐

漏

年

月 日

年

月 日

年

月 日

付

す

据

認

び

確

査

及

を

検

て

態

る

一ユ
状

組

け

年

月 日

年

月 日

年

月 日

外観検査

年

日

年

日月

年

日月

寸法検査

年

月 日

年

月 日

年

月 日

材料検査

年

月 目

年

月 日

年

月 日

検査項目

検査 日

結果

印

検査 日

結果

印

検査 日

結果

印



添付資料 -1-1

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備 考

本検査に係 る使用前

検査申請書 (変更申

請を含む。)が準備 さ

れていること。

記録確認

年

月   日

使用前検査成績書の 「3検

査申請」に申請番号 (変更申

請番号を含む。)を記載す る。年

月 日

年

月   日

検査をする工事の工

程、期 日及び場所が

申請書 どお りである

ことンを確認するb

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

工事計画の認可番号

の記載が適切である

こと。

記録確認

年

月   日

f

年

月   日

年

月   日

11



添付資料 -1-2

材料検査

高浜発電所第 2号機
｀
使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備 考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

12



添付資料-1-3

寸法検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備 考

申請者 の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

検査用計器が校正 さ

れてお り有効期限内

であること及び必要

な測定範囲、測定精

度を有 しているこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

13



添付資料-1-4

外観検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備 考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月 日

14



添付資料-1-5

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備 考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

15



添付資料-1-6

耐圧検査、漏えい検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

検査用計器が校正 さ

れてお り有効期限内

であること及び必要

な測定範囲、測定精

度を有 しているこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

系統構成が完了 して

いること。

立会/

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日
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添付資料-2_1

高浜発電所第 2号機

材料検査記録

検査場所 :三菱重工業株式会社神戸造船所

検査範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貫通都及び電気配線貫通都

電気配線貫通都 5個

判定基準 :工事計画のとお りであ り、技術基準に適合すること。

検査対象

(貫通部番号 )

構 成 材料 検査年月 日
検査

結果
検査方法

550

558

555

559

561

ス リーブ (新設部 )

月

年

日
記録確認

備 考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )に よる。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :

17



添付資料 -2-2

高浜発電所第 2号機

材料検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貫通都

電気配線貫通都  5個

判定基準 :工事計画のとお りであ り、技術基準に適合す ること。

検査対象

(貫 通部番号 )

構 成 材 料 検査年月 日
検査

結果
検査方法

550

553

555

559

561

本体

月

年

日
記録確認

端板

備 考

。記録確認は、申請者の品質記録 (※ )に よる。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :

｀ 18



Ｐ
Ｏ

高浜発電所第 2号機

寸法検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貢通部及び電気配線貫通都 電気配線貢通部 5個

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査方法

記録確認

備 考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。

※ 3:適合性確認検査成績書の識別番号 :

検査

結果
検査年月 日

年

月 日

厚 さ (■lln)

測定値許容値
主要

寸法

長 さ (alm)

測定値許容値
主要

寸法

外径 (■lm)

測定値許容値
主要

寸法

構成

スリーブ

(新設部)

検査対象

(貫通部

番号)

550

鶉
草
埒
華
ｌ
ω
Ｉ

Ｐ



Ｎ
Ｏ

検査方法

記録確認

検査

結果

月

年

日

検査年月 日
測定値許容値

厚 さ (■lm)

主要

寸法
測定値許容値

長 さ (■lm)

要

法

主

寸
測定値許容値

外径 (■lm)

主要

寸法

構成

寸法検査記録

高浜発電所第 2号機

検査範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貢通部及び電気配線貫通部 電気配線貫通部 5個

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象

(貫通部

番号)

550

備 考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。 ※ 3:許容値はメーカ基準による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 4)に よる。

※4:適合性確認検査成績書の識別番号 :            ´ 募
草
が
華
―
∞
Ｉ
Ｎ



Ｎ
岸

検査方法

記録確認

検査

結果
検査年月 日

日

年

月

測定値許容値

厚 さ(mm)

要

法

主

寸
測定値許容値

長 さ (■lm)

要

法

主

寸
測定値許容値

外径 (■lm)

要

法

主

寸

構成

スリーブ

(新設部)

寸法検査記録

高浜発電所第 2号機

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貢通部及び電気配線貫通部 電気配線貢通部 5個

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象

(貫通部

番号)

553

備 考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)に よる。

※ 3:適合性確認検査成績書の識別番号 :

郭
草
埒
華
―
∞
ｌ
ω



高浜発電所第 2号機

寸法検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貫通部 電気配線貢通部 5個

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査方法

記録確認

備 考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。 ※3:許容値はメーカ基準による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 4)による。

※4:適合性確認検査成績書の識別番号 :

検査

結果
検査年月 日

年

月 日

厚 さ(Hlm)

測定値許容値
主要

寸法

長 さ(Hlm)

測定値許容値
主要

寸法

外径 (■lm)

測定値許容値
主要

寸法

構成

検査対象

(貫通部

番号)

553

郭
草
が
華
―
∞
―
ふ



Ｎ
∞

高浜発電所第 2号機

寸法検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貫通都及び電気配線貫通部 電気配線貫通部 5個

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査方法

記録確認

備 考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)に よる。

※ 3:適合性確認検査成績書の識別番号 :

検査

結果
検査年月 日

年

月 日

厚 さ (■lm)

測定値許容値
主要

寸法

長 さ (■lm)

測定値許容値
主要

寸法

外径 (■lm)

測定値許容値
主要

寸法

構成

スリーブ

(新設部)

検査対象

(貫通部

番号)

555

郭
草
が
華
―
∞
Ｉ
Ы



〕
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高浜発電所第 2号機

寸法検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貫通部 電気配線貫通部 5個

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査方法

記録確認

備 考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。 ※ 3:許容値はメーカ基準による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 4)によると

※4:適合性確認検査成績書の識別番号 :

検査

結果

厚 さ (■lm)

主要

寸法
許容値 測定値

検査年月 日

月

年

日

長 さ(Hlm)

測定値許容値
主要

寸法

外径 (■lm)

測定値許容値
主要

寸法

構成

検査対象

(貫通部

番号)

555

郭
草
が
華
ｌ
ф
ｌ
ω
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高浜発電所第 2号機

―寸法検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貫通部 電気配線貢通部 5個

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査方法

記録確認

備 考

ン※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)に よる。

※ 3:適合性確認検査成績書の識別番号 :

検査

結果
検査年月 日

年

月 日

厚 さ (■lm)

測定値許容値
主要

寸法

長 さ (■lrn)

測定値許容値
主要

寸法

外径 (■lm)

測定値許容値
主要

寸法

構成

スリーブ

(新設部)

検査対象

(貫通部

番号)

559

郭
草
が
華
―
∞
―
預
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高浜発電所第 2号機

寸法検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線真通部 電気配線貫通部 5個

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査方法

記録確認

備 考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。 ※3:許容値はメーカ基準による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 4)による。

※4:適合性確認検査成績書の識別番号 :

検査

鰈
検査年月日

年

月 日

厚 さ (■lrn)

測定値許容値
主要

寸法

長 さ (■lm)

測定値許容値
主要

寸法

外径 (■lm)

主要

寸法 1諮 値
|

測定値
構成

検査対象

(貫通部

番号)

559

郭
草
が
華
―
∞
―
∞
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検査方法

記録確認

検査

結果
検査年月 日

日

年

月

測定値許容値

厚 さ (■ lul)

主要

寸法
測定値許容値

長 さ (■lm)

主要

寸法
測定値許容値

外径 (■lm)

主要

寸法

構成

スリーブ

(新設部)

寸法検査記録

高浜発電所第 2号機

検査対象

(貫通部

番号)

561

備 考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。

※ 3:適合
'性

確認検査成績書の識別番号 :

鶉
草
が
華
―
∞
ｌ
⑮
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高浜発電所第 2号機

寸法検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貢通部 電気配線貫通都 5個

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査方法

記録確認

備 考           |

※ 1:公称値  ※2:許容値は工事計画による。 ※ 3:許容値はメーカ基準による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 4)に よる。

※4:適合性確認検査成績書の識別番号 :

検査

結果
検査年月 日

年

月 日

厚 さ (alm)

測定値許容値
主要

寸法

長 さ(■lm)

測定値許容値
主要

寸法

外径 (llm)

測定値許容値
主要

寸法

構成

検査対象

(貫通部

番号)

561

郭
草
埒
華
―
∞
―
解
ｏ



添付資料 -4二 1

高浜発電所第 2号機

外観検査記録

検査場所 :三菱重工業株式会社神戸造船所

検査範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貫通都及び電気配線貫通部

電気配線貫通部  5個

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐

食、浸食)がないこと。

検査対象

(貫通部番号)

構成 検査年月 日
検査

結果
検査方法

550

ス リーブ (新設部 )

年

日

目視/

記録確認

553
目視/

記録確認

555
目視/

記録確認

559
目視/

記録確認

561
目視/

記録確認

備 考

。記録確認は、申請者の品質記録 (※ )に よる。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :



添付資料 -4-2

高浜発電所第 2号機

外観検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貫通都

電気配線貢通部 5個

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・ ll生能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れて変形、腐

食、浸食)が ないこと。

検査対象

(貢通部番号)

構 成 検査年月 日
検査

結果
検査方法

550

年

月 日

目視 /

記録確認

553
目視/

記録確認

555
目視/

記録確認

559
目視/

記録確認

561
目視 /

記録確認

550

年

月 日

目視/

記録確認

553
目視/

記録確認

555
目視 /

記録確認

559
目視/

記録確認

561
目視/

記録確認

備 考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )に よる。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :

30



添付資料-5

高浜発電所第 2号機

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格紳容器配管貫通部及び電気配線貫通部

電気配線貫通部 5個

判定基準 :工事計画のとお りであ り、技術基準に適合す ること。

検査対象

(貫通都番号 )
検査年月 日

検

結

査

果
検査方法

550

年

月 日

目視/

記録確認

553
目視/

記録確認

555
目視/

記録確認

559
目視/

記録確認

561
目視/

記録確認

備 考

。据付後の外観確認 も含めて実施心

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )に よる。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :

31
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検査方法

!目 視/

記録確認

目視/

記録確認

目視/

記録確認

目視/

記録確認

目視/

記録確認

検査結果検査年月 日

日

年

月

月

年

日

月

年

日

日

年

月

日

年

月

水圧、気圧

区分 _

気圧

漏えい検査時圧力

(MP五 )

保持時間

(min)

耐圧検査時圧力

(MPa)

耐圧検査規定圧力

(MPa)

0。 305

最高使用圧力

(MPa)

0.261

0,305※
1

耐圧検査、漏えい検査記録

高浜発電所第 2号機

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貫通都及び電気配線貫通部 電気配線貫通部 5個

判定基準 :・ 検査圧力に耐え、かつ、異常がないこと。

・著しい漏えいがないこと。

検査対象

(貫通部番号)

550

553

555

559

561

※ 1:重大事故等時における使用時の値

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 2)に よる。

※ 2:適合性確認検査成績書の識別番号 :

No

備 考

発泡液 名称 :

郭
奪
が
華
ｌ
①



添付資料-7

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表

検査年月 日 年  月  日

検査項 目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月 日

有効期限
備 考

38



工事計画本文

原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貢通部及び電気配線貢通都 電気配線貫通部

∞
ト

変 更 後

材  料

変更なし

変更なし

主要寸法 (mln)

厚   さ外 径

l長

さ

構   成

スリーブ

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

(道 →

138

変更なし

138

変更なし

138
(選 7,

最高使用

圧  カ

(MPa)

変更なし
(注1

0,305

変更なし

(遺E

0 305

変更なし

(湛E

O.305

個数

変更なし

変更な し

変更なし

種類
貫通都

番 号

変 更 前

材  料

主要寸法 (mm)

厚   さ長   さ外   径
構   成

(注 4!

スリーブ

てと4

ス リーブ

(と4

スジーブ

(連 !

閲上板

最高使用

温  度

(℃ )

122

(とす

122

(注3)

122

最高使用

圧  力

(MPa)

0 261

(と 21

0.261

(さ 21

0 261

個数

(連 l笏

l

(連 1●

5

3

種類

琴
貫通部

撃
貫通部

!!!!!!liir)

予1薦

貫通部

貫通都

番 号

557

550
553
555

559

561

(滋 1

526
530
676 浴

華

岸
Ｉ

Ｐ
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工事計画本文

(注 1)既工事計画書に記裁がないため記載の道I化を行う。

(注2)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は、既工事計画書に記載の原子炉格綿容器の最高使用圧力の値

(注3)既工亭計画書に記載がないため記裁の適正イとを行う。記載内容は、既工事計画善に記載の原子炉格納容器の最高使用温度の値

(注4)雫載の適手化を行う。既工事計画書には         と記載

(注5)公称値

(注6)既工事計画書に記載がないため記裁の道正化を行 う。記載内容は、設計図書による。

(注 7〉 重大事故等時における使用時の値

(注8)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「25組」と記載

(注9)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。記載内容は、昭和48年 2月 19日 付け47公第■429号 にて認可された工事計画の添付資料9「格納容器電線ケ‐ブル貫通都教度計算書 (通産省告示第501号によ

る計算書)」 による。

(注 10)記載の適正化を行 う。既工事計画書には

(注■)記載の適五化を行うj既工事計画書には「14組」と記載

(注 12)記載の適正イヒを行う。既工事計画書には「1組」と記栽      `
(注 13)記載の適正化を行う。既工事計画書には「5組 Jと 記載

(注 14)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は、昭和46年 2月 27日 付け41公第13560号 にて認可された工事計画の後料2-1「原子炉格納容器板厚ならびに補強板等の計算書」による。

(注 15〉 記載の適正化を行う。既工事計画書には と記栽

(注 16〉 班工事計画書に記裁がないため記裁の道正化を行う。記裁内容は、昭和46年 2月 27F付 け45公 第13560号 にて認可された工事計画の添付図面第8-3図「貫通部スゾーブおよび補強板寸法図」による。

|||||と 記載

埒
華

岸
Ｉ

Ю

材   料

変更なし

主要寸法 (mm)

厚   さ外 径

l長

さ

構   成

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし
(道 7)

138

最高使用

圧  カ

(MPa)

変更なし

0 305

個数

変更なし

種 類
貫通部

番 号

変 更 前

材   料

主要寸法 (mm)

厚   さ長   さ外   径

構   成

(と1

スリーブ

閉止板

最高使用

温  度

(℃ )

(と 0

122

最高使用

圧  力

(MPa)

0_261

個数

2

種類

日|llil)
予備

貫通部

貫通部

番 号

(道 i

602
603



検査範囲図 (1/3)

∞
ω

第712図工事計画認可 申請

商 浜 発 電 所 第 2号 機

原子炉格納施設に係 る機器 の

配置 を明示 した図面

(原子炉格納容器 )(1/2)

関 西 電 力 株 式 会 社

聯
華

Ｎ
Ｉ

岸



検査範囲図 (2/3)

∞
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第 7^3-3図工事計画認可申請

萬 浜 発 電 所 第 2号 機

原子炉格納施設の構造図

(原子炉格〉納容れ

原子炉格納容器配管負通都

及び電気配線貫通都 (3/4)

関 西 電 力 株 式 会 社

材  料構 成

スリープ
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検査範囲図 (3/3)

∞
∞

ヽ

第7-3-4図工事計画認 可 申請

高 浜 発 電 所 第 2号 機

原子炉格納施設の構造図
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資料 3

1.昇降圧 曲線

耐圧検査、漏えい検査要領

※1:重大事故等時における使用時の値

(申 請者の情報を基に作成したものである。)

時 間 (min)

0。 305

圧

力

(MPa)

2.検査条件

漏えい検査耐圧検査

保持 10分

最高使用圧力

(MPa)
検査圧力

(MPa)

保持時間

(min)

水圧/気圧

区分

0. 261
0。  305※ 1

0.305 10 気庄
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資料 4

検査用計器―覧表

(申 請者の情報を基に作成 したものである。)

検査項 目 検査用計器 測定範囲 測定精度 備 考

耐圧検査、

漏えい検査
圧力計
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